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プロローグ




　クラシックが控えめな音量で流れていた。

　ふかふかのクッションが敷かれた籐とうのソファ。アンティークシャンデリアの上品な照明。温かなウバの入ったウェッジウッドのティーカップに、ティーコゼーに包まれたそろいのティーポット。

　どれも馴染みのもので私の心を落ち着かせてくれるはずだった。

　ティーカップを持ち上げるも、その手の震えに気づき下ろす。

『アーバンコンチネンタルホテル』のティーラウンジもそろそろ閉店だ。

　ここの給仕スタッフは、早くラウンジから出てほしいというようなプレッシャーは絶対にかけてこない。静かに、少なくなった利用客に気づかれないように閉店の準備を進めている。

　ここを出なければならない。落ち着こうと何度も利用しているホテルに入ったものの、私はこの先の方策をまったく持っていなかった。

「部屋を取ろうかしら」

　日曜の夜だ。海外セレブも利用する一流のホテルの部屋をその場で取れるかといったらわからない。支配人の根ね方がたさんは父と懇こん意いだ。呼べば一部屋くらい融通してもらえるだろうか。いや、そんな横紙破りはいけない。それに私が宿泊したと、万が一にでも父に知られるわけにはいかない。

　父は心配するだろう。嫁に出したばかりの娘が、どうして日曜の夜にひとりぼっちでホテルに宿泊しに来たのかと。

　さりとて、ここを出てどこに行けばいいだろう。今夜寝る場所が必要だ。

　ビジネスホテルに行ってみようか。あとはネットカフェという手もある。利用したことはないし、安全面は少し怖いけれど、今夜ひと晩のこと。明日にはきっと、〝彼〟の怒りも多少ほどけているではなかろうか。

　でももし、そうでなかったらどうしたらいいのだろう。

　もう終わりなのだろうか。この結婚は。

「里り花か……？」

　名前を呼ぶのは聞き馴染んだ声だった。顔を上げると、そこにいたのは奏そう士しさんだった。

「奏士さん……」

　三み栖さい奏士さん、三栖家の次男で私より五つ上の幼馴染だ。

　二重のきりりとした目に、鼻筋の通った美しい顔立ち。身長が高く、濃紺のハイブランドのスーツを着こなしている。

　こんなところで偶然会うなんて……。

「ひとりか？」

「ええと」

　夫も近くにいると言えばいいだろうか。彼は絶対不審に思っているはずだ。閉店間際のホテルのラウンジでひとりぼっちでいる私を。

　だけど夫も一緒だと言えば、奏士さんは挨あい拶さつをすると言うだろう。来るはずのない夫を待つわけにもいかない。

「ひとりなんだな？」

　答えられないでいる私の目を、奏士さんは確認するように覗き込んだ。美しい彼の黒い瞳に、情けないほど泣きそうな私の顔が映る。

　奏士さんの両手がそっと私の両肩に置かれた。そのまま立ち上がらされる。

「行こう」

「え？」

「ここはもう閉まる。里花をひとりにはしておけない」

　奏士さんの真剣な瞳と、久しぶりに感じる他人の温度に、感情がぐちゃぐちゃにかき乱された。気づけば、私はぼろぼろと泣きだしていた。泣いたらいけない。彼はきっと変に思うだろう。だけど止められない。

「おいで」

　奏士さんは私の肩を支える。それは人妻に対する最低限の距離感を保った触れ方だった。

「奏士さん、私……」

「落ち着いて話せるところに行こう。俺のオフィスが近くにある。女性スタッフもいるし安心だから」

　私は頷き、奏士さんに支えられるままラウンジを出た。




　夫は私に出ていけと言った。

　結婚して半年、一度も触れ合ったことのない夫は、私を嫌っている。

　そんな虚しく情けない事情を、私は優しい幼馴染に話してしまっていいのだろうか。

　この温度に甘えてしまっていいのだろうか。










愛のない政略結婚




　奏士さんが連れてきてくれたのはホテルからほど近い日に本ほん橋ばしのオフィスだった。

　おしゃれで近代的なデザインのビルは新築のようで、『MISAI』と入っている。持ちビルなのだとわかる。

「奏士さん、ここは」

「『三栖ビジネスソリューションズ株式会社』。俺の新しい仕事場」

　奏士さんは得意げに微笑んだ。彼はずっとアメリカで仕事をしていたはずだ。

　彼の父親が社長を務める『三栖株式会社』の、海外拠点の若きトップだ。私が質問を返すより先に、奏士さんは私をエレベーターにのせる。日曜のオフィスはどこもかしこも無人だ。

「アーバンコンチネンタルには、友人を送っていったところだったんだ。まさか、里花と会うとは思わなかったよ」

　奏士さんは優しく気遣わしげな微笑みで私を見下ろした。その目に見つめられると、幼い頃からドキドキしてしまう。私はさりげなく視線を逸らした。

　最上階の三十階で降りるとそこには大きなドアがあった。

　広々とした執務室は半分の壁が窓になっていて、都心の夜景が広がっていた。応接用のソファとサブデスクにそれぞれ男性と女性がいた。私と同じくらいの年齢に見える。

「沙さ織おり、功こう輔すけ、ただいま」

「奏士社長お帰りなさいませ……ってお客様ですか」

「もう！　先にひと言、連絡してくださいよ～」

　女性の方が軽い口調で文句を言い、奏士さんは簡単に紹介する。

「里花、このふたりは俺の部下で門も司じ功輔と門司沙織。双子で、里花とは同い年だったはずだ。……功輔、沙織、こちらは俺の幼馴染の里花だ。『宮みや成なり商事』のご令嬢」

　ふたりは頭を下げて、慌てて仕事道具を片付け、場を辞していった。

　お仕事の邪魔をしてしまった。さらには、お茶の準備でもしに行ったのだろうか。お構いなくと言えばよかった。

「里花、こっちに座って」

　奏士さんに促されるまま、私はソファにかけた。ソファやテーブルどれひとつとっても洗練されたデザインだ。ここが奏士さんの新しいオフィス……。なんて素敵なんだろう。

　だけど、アメリカのオフィスはどうなったのかしら。

「奏士さん……日本でも事務所を構えられたんですね」

　ようやく言葉が出てきた。

「ああ、三栖のアメリカ拠点は、別な人間に任せて俺は日本に戻ってきたんだ。それで、このオフィスが俺の新しい会社。まだできたばかりだけどね。それに、当分はアメリカと行ったり来たりだよ」

　そう言って微笑む奏士さんは変わらない笑顔だ。確か今年三十歳のはずだけど、私の憧れたあの頃の奏士さんのまま。

「里花、今度は俺に聞かせてくれ。新婚の若い女性が、夜たったひとりでホテルのラウンジにいた理由を」

「……それは」

「この前再会したとき、おまえは『幸せだ』と言ったよな。『心配ない』と。それは間違いないか？」

　確かに先月、私は三年ぶりに奏士さんと再会した。そのとき、私は彼に本当のことを言わなかった。自分の窮きゅう状じょうは隠し、無邪気を装った。

「里花、言えないのか？」

　私は返答に困り、言葉を探して黙ってしまった。なんと説明したらいいだろう。包み隠さず話せば、優しい彼は心配するに違いない。

　そこに先ほどの男性と女性が入ってくる。私の前に温かな紅茶とお茶菓子のクッキーが置かれた。

「ありがとうございます」

「沙織と功輔もここにいてくれ。彼女、新婚なんだ。俺とふたりきりだったとなると、あとあと良くない」

　奏士さんはふたりに指示してから、私を見つめる。

「すまないが、ふたりを同席させてくれ。俺の信頼する部下だから、里花の事情を聞いてもけして他言しない」

　後ろで部下のふたりも真剣な表情でうんうんと頷いている。

　行く当てのない私を助けてくれた奏士さんに、嘘はつきたくない。だけど、言えば奏士さんを巻き込むことになる。

「里花、言いづらいことか？　でも、俺はこのままおまえを家には帰せないぞ」

　奏士さんの親身になった声に、私は数すう瞬しゅん迷ってから口にした。

「夫に……出ていけと言われました」

「え？」

「夫、京きょう太たには複数の愛人がいるのですが、……そのうちのひとりと私が原因で喧嘩になり別れたそうで……。忌々しいから出ていけ、と」

　説明する語尾が小さくなる。口にしておいて情けなく、恥ずかしくなった。

　見れば、目の前の三人は言葉を失っている。目を見開き信じられないといった表情だ。

「え……待ってくれ。里花の夫には、公認の愛人がいるのか？　何人も？」

　奏士さんが戸惑った口調で尋ねてくる。奏士さんは先日、パーティー会場で夫の京太と会っている。そのとき夫は愛想良く会話し、私を愛妻扱いしていたのだ。

「愛人の存在を知ったのは結婚後です。最初は隠していたのですが、すぐに堂々と会いに行くようになって。誰とも別れる気はない、と言われています」

　三人が疑問とも憤りともつかない顔をし、言葉に迷っている。それはそうだろう。私も、どうしてこんなことになっているのかわからない。

「つまり、その愛人のひとりと別れて八つ当たりされたのか？」

「……私と結婚してからうまくいかなくなったそうです。……だから、私のせいだと」

　三人が絶句する。その沈黙がいたたまれないので、私は慌てて付け足した。

「あの、でも暴力を振るわれてはいないです」

「当たり前だ」

　奏士さんが鋭く言った。

「だけど、里花。それは精神的な暴力だ。浮気された上に、愛人とうまくいかないから出ていけだなんて……あの男よく言えたものだな」

「最初から、愛のない政略結婚だとはわかっていました。ですが、ここまで嫌われているとは思わなくて……。夫とは男女の関係になったこともないですし、最近は週に一度顔を見ればいい方というくらいで……」

「ひどくないですか？」

　怒鳴るように言ったのは沙織さんという女性。横で功輔さんという男性も言い添える。

「あの……それはもう夫婦ではないのでは……」

　夫婦ではない。そうなのだろう。きっと最初から、私たちは夫婦ではなかった。

　奏士さんが私の顔を真っ直ぐに見つめた。

「里花……、この前会ったときには、もうそういう状態だったってことだよな。なぜ、俺に言ってくれなかった？　俺はおまえが子どもの頃からの知り合いなんだぞ」

「言えませんでした」

　私はうつむき、涙をこらえた。

　幸せな結婚をしたと思われたかった。

　見栄のためではない。奏士さんに心配をかけたくなかったし、奏士さんの口から家族へ真実を告げてもらいたくなかった。両親と弟は私が幸せな結婚をしたと思っているのだ。

　奏士さんはしばし黙り、沙織さんの方を見やる。

「沙織、今夜、里花をおまえの家に泊めてやれないか？」

「もちろんですよ、そんな旦那のところにやれるもんですか！」

　誰よりエキサイトしている様子の沙織さんが答え、功輔さんが言った。

「明日には当面不自由せずに暮らせる場所をご準備します」

「そうと決まれば、今日はもう遅いし休もう。沙織、里花を頼む。……里花」

　奏士さんに呼ばれ、私は彼を見つめる。

「明日、詳しく話そう。きっと疲れてる。よく休むんだ」

「はい、奏士さん。何から何まで申し訳ありません」

「やめてくれよ。兄妹みたいに育った仲だろ？」

　優しく笑う奏士さんの笑顔に、私は涙を飲み込むので精一杯だった。




＊＊＊




　私の実家・宮成家は、元をたどれば華族の家柄だそうだ。

　明治時代に貿易商を始め、民間企業の仲間入りをした。現在の社長は父、後継には弟の由よし朗おが立つ。

　私は幼い頃から、自分はいつかお嫁にいくのだと思い、育ってきた。

　父の会社は弟が継ぐし、両親も「里花には幸せな花嫁さんになってほしい」という願いを口にしてきた。

　女性は家庭に入り、子どもを産み、何不自由なく暮らせばいい。余計なことはせず、夫の隣で笑顔でいることが寛容。

　女性の社会進出が進む現代社会においては少々古くさい価値観かもしれない。しかし、私の母も伯母たちも皆そういう生き方をしてきた人たちだった。私は自然と自分もそう生きるのだと思うようになった。

　黒い髪を長く伸ばし、小柄な身体を控えめで女性的な装いに包み、宮成家の令嬢らしく静かに生きてきたつもりだ。

　幼稚舎から大学まで私立の女子校に通い、卒業後は父の会社の総務部で働いた。それもすべて私が結婚するまでの間。

　もう少し仕事を覚えたいと思っても、周囲からは『里花お嬢さんはそこまでやらなくてもいいんです』とやんわり諭される。これは仕方ないことだと諦めていた。

　それに仕事で出しゃばっては、ひとつ下の弟・由朗の立場をおびやかす。彼こそが宮成の後継者なのだから。

　私の人生のレールは生まれた瞬間に敷かれていたのだ。

　こういった家庭に生まれ、裕福な暮らしができている以上、両親の意向に従って当然。下手にやりたいことを主張すれば、迷惑がかかり、面倒が起こる。

　良くも悪くもしがらみのある家柄だった。




　もちろん、私も人間なのでわずかに独立心が芽生えたことはあった。中学生の頃だ。

　私には好きな人がいた。初恋だった。

　いずれ私は、同じような家柄、資産のある家に嫁がされる。それならその相手くらいは主張しよう。子どもらしい我わが儘ままを言って、その男性と婚約させてもらおう。

　家同士の格は問題ないはずだし、親に決められてしまう前に、意見を差し挟める可能性があるなら言っておかないと。

　将来の夢はお嫁さんに限定されている。それなら、好きな人のもとへ嫁ぐ夢くらい見たい。

　チャンスは今。なにしろ、彼は私より五つ年上の大学生だった。

『奏士くんの留学が決まったぞ』

　父にそう言われたのは、まさに私が婚約について相談しようとしていた矢先だった。

　三栖奏士さんとの婚約を……。

『奏士くん、アメリカの大学を出たら、そのまま向こうで暮らすんでしょう』

『三栖の海外拠点のトップに就くそうだ。今は現社長の叔父がついている役職だな。三栖グループ本体の後継者は兄の隆たか士しくんだから、順当な話だろう』

　私の初恋の人はアメリカへ旅立つ。卒業後も海外で活躍する予定だそうだ。

　そんな人との婚約を願いでるほど、私も厚かましくなかった。

　三栖家は古くは江戸時代から、宮成家のお抱えの商家だった。明治時代に宮成家が貿易を始めるとき、手助けしてくれたのも三栖家。昵じっ懇こんの間柄なのだ。

　現在は家柄こそ同格だけれど、三栖家は三栖株式会社を頂点に、三栖グループという多くの企業を束ねる立場。資産的な側面を見れば今や三栖家の方がずっと格上だ。

　そんな三栖家との関係は中学生の私にだってわかる。未来の三栖の一いち翼よくを担う人の妻に立候補するには私はほんの子どもだったと気づいてしまった。

　それに彼からしても、幼馴染でまだ中学生の私は妹にしか見えないだろう。

『里花、年に何度かは帰国するからほしいお土産はリクエストしておけよ』

　アメリカに立つ直前、二十歳の奏士さんは我が家に挨拶に来て、そう言った。

『奏士さんが元気に帰ってきてくれることがお土産かな』

　そう言って涙をこらえる私の頭を撫でて、彼は言った。

『里花はお袋みたいなことを言うなあ。大丈夫、健康に気をつけて、心配かけないようにするよ』

　大好きです、だなんて、言えるはずない。

　こうして、私の初恋は中学三年生で終わってしまった。

　最初で最後の我儘は見せる機会を失ってしまったのだった。




　それ以来、誰かを特別に好きになる機会もないまま大人になった私に、ついに縁談の話が来たのが一年前。二十四歳のときだった。

『郷ごう地ち家の京太さん。あなたより四つ年上の方よ』

『郷地物産』の社長令息である郷地京太という男性だった。郷地物産は、父の宮成商事とは取引関係にある商社だ。

『京太くんは、才さい気き煥かん発ぱつ、明朗快活。郷地社長を支えて頑張っている青年だ。きっと、里花を幸せにしてくれるよ』

『郷地物産は社長が一代で興した会社で、歴史はないけれど、今の時代そういったことに囚われないのも大事よね』

　父と母の明るい表情に、私から言える言葉はなかった。

　奏士さんの顔が浮かばなかったわけじゃない。

　奏士さんがアメリカに行って九年。

　最初の数年こそ年に何度も帰ってきてくれ、我が家にも顔を見せてくれたけれど、ここ三年ほどは帰国していない。向こうでのグループ運営がとても忙しいとは噂で聞いていた。

　初恋に固執し続けても仕方ないことだとわかっている。今更未練もないつもりだ。

　幼い頃から、自分の人生のレールはこうだと理解している。……私がいつまでも嫁に行かなければ、家族が困るのも知っている。

『わかりました。お会いします』

　私は素直に頷き、見合いを了承した。

　見合いの席で会った郷地京太は、明るい男性だった。爽やかで女性ウケしそうな顔立ちに、話し方は優しい。茶色く染めた髪や派手なデザインスーツには驚いてしまったけれど、それは私が華やかな男性に慣れていないせいでもあった。

　父と弟以外の男性に慣れていない私はしどろもどろで、ろくろく喋れもしなかった。つまらない女だと思われたかしら。自分自身に落胆していたらその日中に連絡が来た。

　結婚を前提に正式にお付き合いしたい。

　嘘でしょう？　どうして？

　そう思ったのを覚えている。

　今にしてみれば、この疑問をもう少し突き詰めて考えればよかったのだ。しかし、おめでたいとすでに結婚式の段取りまで考え初めている両親に水を差すようなことは言えなかった。

　私の育った環境的に、結婚は家と家の結びつきという側面が一般家庭より強いように思う。

　まだ歴史は浅いけれど興隆期に入っている郷地物産と由緒ある宮成商事が姻戚関係を結ぶのは、両家にとって喜ばしいことだったのだ。

　交際期間中、何度か食事に連れていってもらった。私は一生懸命会話を試み、慣れないながらも未来の夫に打ち解けようと努力したつもりだ。

　京太は私の慣れない様子も「初う心ぶで可愛いよ」と優しく接してくれ、積極的に話題を振ってくれた。

　思えばこの頃が私と京太の関係の一番いい時期だった。少なくとも私にとっては。

　私は京太を好きになろうと思った。この優しい男性の妻になろう。

　盛大な結婚式が執り行われたのは交際から半年後、縁談の話が来てから半年ちょっとでのスピード婚だった。私と京太は港区の高たか輪なわのマンションに新居を構え、新婚生活を始めた。

『俺が忙しいばっかりに新婚旅行にも連れていってやれなくてごめんな』

　そう謝る京太に、私は首を振った。

『いいえ、京太さんがお仕事を頑張っていることの方が大事です』

　忙しいと言う割に、最初の一ヶ月、京太は定時過ぎには帰宅していた。

　私の作った夕食を食べ、仕事だと部屋にこもる。なるほど自宅でも仕事をしているのだ、と私は真面目な夫を邪魔しないように静かに過ごした。

　やがて京太は、帰宅し食事をとったあと、会社に戻る日が増えた。私のために一度帰宅してくれるなんて、と夫への感謝の気持ちを覚えていた私は、随ずい分ぶんおめでたい女だった。

　夫婦として求められないことも、大事にされているのだと解釈していた。きっと、私が男性経験がない事実を見抜いて、ゆっくり事を進めようとしてくれているのだろう、と。

　しかしさすがにひと月近く何もない状態が続くと、妙だなと思うようになる。結婚すればそういう接触は避けられない。むしろ、両家にとって初孫を生すことも大事な仕事だと心得てきた。授かり物だし、こればかりはどうにもならないから気長に待つつもりではあったけれど、指一本触れ合わないでは、子どもはできない。

　かといって、男性経験ゼロの私にはどう誘えばいいのかもわからなかった。仕事だからと部屋にこもる京太に無理やり迫るわけにもいかず、最初のひと月が過ぎていった。

　ふた月目には、京太の帰宅自体がぐっと遅くなった。

『忙しいから家で食事はできない。夕食を用意しなくていいよ』

　そう言った京太は疲れているのか、出会った頃のような笑顔はなくなっていた。深夜帰宅や外泊が増え、私は心配だった。それほど忙しい仕事で、彼の体調は大丈夫だろうか。

　その日私は郷地物産の副社長室を訪れた。妻として、京太の身の回りの世話を焼くために。会社に泊まり込んでいるなら、きっと洗濯物や生活用品の交換など必要だろうと、無駄に気を利かせてしまった。

『京太さんなら外出中です』

　副社長室には綺麗な女性がいた。背の高いロングヘアの美人だ。

　京太さん、とこの人は言った。副社長、ではなく。その呼び方が引っかかったが、すぐに笑顔を作る。

『そうですか。いつ戻りますか？』

『しばらくはお戻りになりません』

　彼女は曖あい昧まいな返答をし、私を見下ろしてクスクス笑った。この女性は京太の秘書だろうか。仕事について何も聞いていないので、判断がつかない。

『洗濯物などあれば持ち帰ります。これ、新しいシャツです。忙しいようなので』

　私の差し出したシャツを受け取り、彼女はおかしそうに言った。

『ご心配ありがとうございます。でも、京太さんのシャツやスーツは私の家に予備がたくさんありますので』

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。宣戦布告なのだと気づいたのはそのあと。

『あの……主人はあなたのおうちで御厄介になっているんでしょうか』

『厄介じゃありませんよ。奥様がいらっしゃる前からずっとですし』

　私は言葉を失った。

　ずっと？　結婚前から京太の面倒を見ている？　家に着替えがある？

　さすがにここまで言われればわかる。この人は京太の愛人なのだ。愛人と関係を続けたまま、私と結婚したことになる。

『私以外にも、京太さんのお世話をさせてもらっている女性は社内にも社外にもいますわよ。お気に入りは変わるので、全員の特定は私もできていませんけど』

　知らないのはおまえばかり。そういう口調だったのは、私の被害妄想ではないと思う。

『奥様はなんの心配も要りませんわ』

　そう笑顔で言われ、私はよろよろと帰路についた。私は夫に浮気をされているらしい。相手は複数。夫が私を抱かないのは、他に興味のある女性がたくさんいるから……。

　頭を殴られたようなショックとはこういったことを言うのだ。足元がおぼつかないし、指先まで冷たい。

　ともかく京太と話さなければならない。

　先ほどの女性が嘘を言っている可能性だってあるのだ。

　そうだ、夫婦なのだから対等に話そう。その上で、関係を構築し直さなければ。

『……摩ま耶やに会ったのか』

　深夜帰宅した京太は、私の質問に舌打ちをした。その顔はもう爽やかで優しい夫の顔ではなくなっていた。面倒くさそうに頭をかき、ため息をつく。

『京太さん、どういうことですか？　恋人の方たちとまだ関係を持っているなら、それは浮気だと思います』

　私は精一杯落ち着いた声音で言葉を重ねた。

『京太さんの妻になるために結婚しました。ですが、これでは夫婦とは言えません。私に至らないところがあれば直します。どうか、女性たちとの関係を清算して、私と家族としてやっていけるようお考えいただけませんか？』

『元から、家同士の繋がりだろ、結婚なんて』

　京太は呆れた口調で答えた。それは初めて聞く投げやりな口調。

『俺は最初の最初から里花に興味はないんだよ。親がおまえにしろと言うから仕方なく結婚した。金はやるし、好きに遊んで暮らしてくれていい。だから、俺のことは干渉しないでくれ』

　冷たいばっさりと切り捨てる言葉に私は返す言葉を失った。

　優しいのはポーズ。楽しそうにしていたのは演技。彼は彼で我慢して、私と一緒にいたのだ。出会ってから、この数ヶ月間……。

『それでは……離婚した方がいいかもしれませんね』

　愕がく然ぜんとしながら震える声で言う。

　離婚すべきだ。愛を育む余地のない男女が一緒にいても仕方ない。

　すると、京太は馬鹿にしたように鼻で息をついた。

『離婚は無理だろ。うちの親が了承しない。……面倒だが、そのうち里花には子どもを産んでもらうよ。後継者ができればいいんだ』

『産むのは私でなくてもいいのではないですか？』

　今日会った女性に産んでもらえばいいではないか。彼女の方がよほど京太のことを知り尽くしている様子だった。

『おまえわかってないな。うちみたいな成金は、おまえみたいな由緒正しい元華族の血に憧れてるんだよ。宮成家と親戚なのが大事なのであって、宮成家の娘が産んだ後継者に意味があるんだ』

　絶句してしまった。私は家柄と血を、義両親に買われたらしい。

　京太を好きで結婚したわけではない。そこは私も彼と一緒だ。家と家の繋がりが縁談だと思っていた。だけど、そこから先は夫婦として愛情を構築していくものだと思っていた。時間をかけ、お互いを大事に想い合い、家族になっていくものだと思っていた。

　しかし、夫にはそんな気はなかったのだ。

　裏切られたというのはおこがましいだろうか。

　結婚二ヶ月で、私の実質的な結婚生活は終わりを告げた。開き直ったのか、京太はそれからほとんど家には寄りつかなくなった。




＊＊＊




「おはようございます」

　目覚めたら知らない天井で、どきりとした。状況を整理するより先に沙織さんの顔が視界に飛び込んできた。私を覗き込んでいる。

　私は仰向けのまま「おはようございます」と小さく返した。

　リビングに敷いてもらった布団で身体を起こすと、沙織さんのひとり暮らしの部屋を見渡す。今着ているＴシャツもジャージも沙織さんに借りたものだ。

「里花さん、少し休めましたか？　ゆうべは顔色すごく悪かったから」

「あ、はい。ゆっくり眠れました。ありがとうございます」

「社長から連絡入ってます。オフィスで朝食を食べましょうって」

　昨日の出来事がゆるやかに蘇よみがえってくる。外泊してしまった。結婚して初だ。もちろん私が家にいないことすら、夫は気づかないかもしれないけれど。

　起き上がって布団を畳もうとする私を制して、沙織さんが言う。

「あらためまして、門司沙織です。昨日一緒にいたのは双子の弟の功輔。私たち、アメリカから奏士社長の下についています。社長、秘書がいないので、一応私と功輔がスケジュールも見ています」

「そうだったんですね。私は……奏士さん……三栖社長とは幼馴染で、子どもの頃からよくしていただきました。この度はとんだご迷惑を……」

「ええ？　里花さんは被害者で、私たちは被害にあった方を保護しただけです。ご迷惑ではないですよ」

　沙織さんは立ち上がり、ハンガーにかけた私のワンピースの皺しわを手で伸ばしてくれた。明るい彼女に感謝しながら、袖を通す。

「それに、里花さんは社長の幼馴染でしょう。社長は絶対に里花さんを嫌な旦那のところになんか帰しませんので安心してくださいね」

　私は困惑していた。昨日の様子だと、奏士さんは私をかくまってくれるつもりかもしれない。だけど、それが良いこととは思えない。

「さ、行きましょう。お化粧、本当にいいんですか？」

「ええ、大丈夫」

　沙織さんがメイク道具を貸すと言ってくれたのを断った。実はもう何ヶ月もろくにメイクなどしていないので、昨日もアイブロウとリップくらいでほぼノーメイクだったのだ。

　マンションの隣の部屋は功輔さんの部屋だそうだけど、彼はもう出勤していると言う。沙織さんとふたりでオフィスへ向かった。マンションからは目と鼻の先だ。

　朝七時半。奏士さんのオフィスにはテイクアウトしてきたサラダやサンドイッチが並んでいた。

「おはよう、里花。少しは休めたか？」

　奏士さんが近寄ってきて、私の髪を撫でようとしてくれた。しかし、すぐに手を引っ込める。夫と関係がうまくいっていなくても、私の立場は人妻なのだ。

「朝食にしよう。ここは俺と彼らの仕事場で、他の部下は入ってこないから遠慮はしないでくれ」

「そもそもまだ時間外ですけどね」

　功輔さんが言う。おそらく、これらの朝食を揃えてくれたのは功輔さんだろう。

「ありがとうございます。美味しそう」

　ソファとローテーブルに四人でつき、食事にした。

　目の前には奏士さんがいる。沙織さんと功輔さんが、どちらがレタスサンドを食べるかで言い合いをしている。私は温かなカップのカフェオレを手に包み、ほおっと息を吐いた。

「やっと表情がやわらいだ」

　奏士さんが目を細めた。私は今までどんな顔をしていたのだろう。

「誰かと食事をとるのが久しぶりで、なんだか変な感じがします」

「え」

「ひとりだったので……ずっと」

　自分で言って痛々しい言葉になってしまったと慌てた。

　確かにずっとひとりきりで、一日中過ごしていたし、食事もちゃんとしたものは食べていなかったけれど、それを言っては引かれてしまう。

「あ、でも卵かけごはんの美味しい食べ方や、ＳＮＳのバズレシピとか試せたので、楽しかったですよ。実家では、あまりしたことがなかったので」

　言い訳が余計痛々しく響いてしまった。

　沈黙の流れる室内で、奏士さんが厳しい表情になり、私を見つめる。

「里花、蒸し返して悪いが、おまえの夫・郷地京太は愛人と別れる気はないんだな」

「はい……」

「出ていけと言われたんだろう。住まいは俺が用意するから、離婚に向けて動く形でいいな」

　私は言葉に詰まり、それからゆっくりと首を左右に振った。

「なぜですか？　離婚した方がいいですよ！」

　沙織さんが言い、功輔さんも口を挟む。

「離婚できないご事情があるんですか？」

　私は頷き、顔を上げた。

「義両親は宮成の血を引いた孫がほしいそうです。私との結婚の決め手はそこだったのだと思います」

「宮成家は元華族。日本国内でも有数の名家だからな。三栖も江戸時代までさかのぼれば、宮成家のお抱え商人だ。郷地物産は所謂成金の小金持ち。上流階級の集う社交の場に出入りできる家柄じゃない」

　奏士さんがコーヒーを片手に注釈する。

「里花を迎え入れることで、ハイクラス層に参入したいのだろう。後継者を宮成の血筋の子にすれば完璧」

「それじゃ里花さんは道具じゃないですか！」

　沙織さんが憤慨した声音で言い、功輔さんにつつかれはっとした顔をする。

「ごめんなさい、里花さん」

「いいんです。事実ですから。子どもの頃から私は家の繋がりのために嫁ぐのだと思ってきました」

　ただ、夫となった人がこれほど私の人間性を無視できる人だとは思わなかったのだ。

　沙織さんが思いついたように言う。

「そうだ。義理の両親に叱ってもらえばいいんですよ。息子が大事なお嫁さんを蔑ないがしろにしてるんですもの」

「一度、京太さんのことを相談に行ったんですが……」

　本人が開き直ってしまったあとすぐに、私は義両親に会いに行ったことがある。京太を諭してほしいと頼んだ私は、まだ夫婦関係の改善を願っていたのだろう。

　義両親は私の訴えを一笑に伏した。

「言われました。『浮気は夫の甲か斐い性しょう、そのくらいの遊びは本妻として寛容な心で許してやるものです』と。『あなたが子どもを授かれば、あなたと子どもに夢中になりますからなんの心配も要りません』だそうです」

「とんでもない連中ですね！」

　昨夜同様、沙織さんがエキサイトしてくる。功輔さんが「沙織、黙って」と突っ込みを入れ、私を見た。

「失礼ですが、ご主人はあなたと関係を持つ気は当面ない様子なんですよね。愛人の家に入り浸りで」

「恥ずかしながら、女性としてはまったく相手にされていません」

　結婚して半年経った今も、処女のままだとは思いも寄らなかった。この先、向こうの都合で義務的に性行為を行い、子どもを授かるのだろうかと思うとぞっとする。

　すると、コーヒーを飲みながらしばし黙っていた奏士さんがカップを置いた。

「里花」

　その呼び方は昔と変わらないのに、なぜか私は空気が変わるのを感じた。真っ直ぐな視線が私を射貫く。

「それなら、俺が里花を奪ってしまってもなんの問題もないな」

「え？」

　理解ができず、思わず間の抜けた声をあげてしまった。奪う？　それは何を？

「里花を郷地京太から奪う。その男におまえを任せておけない。向こうが興味がないなら、俺が奪ってもいいはずだ」

「ま、待ってください、奏士さん」

「里花が離婚できない理由は、郷地家の事情ばかりだ。これほど馬鹿にされて、相手の家の主張を汲んでやる必要はない。これ以上里花が惨めな思いをするのは、俺が嫌だ」

　奏士さんは本気の目だ。功輔さんに確認するように言う。

「父と兄のスケジュールを調べてくれ。早急に相談し、郷地物産との取引を全面的に停止する。里花にこんな苦痛を強いている連中と付き合う利点はない。父も兄も、里花の状況を聞けば簡単に切り捨てるだろう」

「奏士さん！」

　私は慌てた声で彼を呼んだ。奏士さんがものすごく怒っていることだけは伝わってくる。だけどここまで巻き込むのは駄目だ。

「宮成家と郷地家の問題です。三栖グループが関与してはいけません。奏士さんの優しさでそんなことは……！」

「私情を挟んで何が悪いんだ？　俺は里花を傷つけ続けた連中を許せそうもない」

　奏士さんは厳しい口調で言った。冷たいくらいの目は静かな怒りに満ちている。

「子どもの頃から妹のように大事にしてきたつもりだ。結婚したと聞いて、幸せを願っていたんだ。里花が不幸なら、俺が幸せにする。俺の妻として奪う」

「奏士さん、駄目です！」

　私は立ち上がった。思いのほか、自分の声が大きくて驚いてしまうけれど、ここで引いてはいけない。

「郷地京太と結婚したのは私の意志です。どうするかは、私が決めなければならないんです！」

「でも、真っ当な夫婦関係ではないのでは？　あなたの意志や決定を聞き入れてもらえる状況でもないかもしれない」

　功輔さんが奏士さんの代わりに冷静な言葉を返す。私はぐっと詰まったものの、答えた。

「まだ、私の努力が足りないのだと思います。もともと愛人がいたことを見抜けなかったのも、私の呑気な性格のせいですし、京太さんに家庭に戻ってきてもらえるような努力もしていません」

「家に寄りつきもしないくせに、出ていけという男だ。話し合う余地はないだろうし、この先も里花を幸せにできるとは思えない」

　奏士さんが険しい顔で私を見据える。

「それとも里花は郷地京太を夫として好きなのか？」

「愛しているのかと言われると、違うと思います。ですが、一度は夫として好きになろうと思った人です。ここで逃げ出しては、両親にも申し訳ないですし、自分自身の努力不足になってしまう気がします」

　私は三人に頭を下げた。

　これ以上、この優しい人たちを巻き込んではいけない。

「昨晩は行く当てのない私に親切にしていただきありがとうございました。きっと、夫も一時の感情で私に当たっただけだと思います。もう一度家庭を営めるよう頑張ってみたいと思います」

　奏士さんがすっくと立ち上がった。私を引き止めるためだとわかった。

「俺は納得していない」

「奏士さん、小さな頃から私を守ってくれてありがとうございます。だけど、私はもう二十五歳になりました。大人です。……夫と歩み寄れるように努力します。きっとまたご報告しますから……どうか」

「どうか？」

「……両親と弟にはこのことを言わないでください」

　私は頭を下げて、奏士さんのオフィスを出た。エントランスには出社してくる社員たち。私は流れに逆らうように外に出ると、すぐにタクシーを拾い自宅を目指す。

　京太は会社だろうか、愛人宅だろうか。どのみち家は無人のはずだ。

　目を閉じた私の脳裏には奏士さんの顔が浮かんでいた。

　初恋の人、今でも大事な幼馴染……。昨晩、奏士さんに会えてよかった。それは休める場所が見つかって助かったという意味合いではなく、精神的に彼の姿を見て救われた。

『俺が奪う』

　恋愛感情ではなくとも、そんな想いを口にしてくれる優しさが嬉しかった。

　思いだせば甘い気持ちになる。もう忘れたはずの初恋が胸の奥で呼吸をする。

　駄目だ。この気持ちは目覚めさせてはいけない。

　とくんとくんと鳴る鼓動を抑え、私は自宅マンションを目指した。そこに希望がないことは私だってもうわかっていた。










ずっと惹かれている




　奏士さんは憧れのお兄ちゃんだった。

　子どもの頃は無邪気に「そうちゃん」と呼び、会食やパーティーで会う度に奏士さんのあとをついて回った。お兄さんの隆士さんは奏士さんより十歳年上で、私や弟の由朗には大人のひとりだった。奏士さんとは年の近い親戚のお兄ちゃんという接し方をしていたように思う。

　小学校に上がる頃には自分の気持ちが恋というものだと自覚していた。

　無邪気にくっついて歩きたい気持ちと、すまして女の子らしく見せたい気持ちが小さな心に同居して、私はなんとももどかしい日々を過ごす。

　高学年に上がる頃には「そうちゃん」などと気軽に呼べなくなり、「奏士さん」と呼び方を変えた。奏士さんもまた、幼児にするように私を抱き締めたり、手を繋いでくれたりはしなくなった。

　どうしたら、奏士さんとずっといられるだろうと考えた結果が〝婚約〟だったのだけれど、彼は渡米。私は初恋を忘れることにした。

　幼い頃の五つ差は兄妹でいられた。

　だけど中学生と大学生の五つ差は、世界の隔たりだった。私は何も知らない子どもで、彼はすべて知っている大人に見えた。

　大好きだから、彼の世界を邪魔したくない。そう思った。

　郷地京太との婚約が決まったとき、私は心からこの人を大事にしようと決めた。

　まだよく知らないけれど、私を妻に望んでくれたのだ。

　学校や習い事など、親の決めた狭い世界しか知らない。若者らしく遊んだこともない。お喋りがうまいわけでもないし、気が利いているわけでもない。身長は低いし、スタイルも幼児体形だと思う。

　こんな私を妻にと望んでくれた。

　好きになろう。家族になろう。子どもを産んで、彼のお仕事を支えていこう。

　それが私の幸せになるのだ。

　そう思っていた。

　だけど、現実はそうじゃなかった。

　夫となった人は、私を形式上の妻として見ている。どちらかというと嫌悪に近い感情も持っているようだ。両親が望むからと娶めとり、この先は両親が望むからと私を孕ませるのだろう。

　他の女性を抱いた腕で仕方なく私を抱くのだろう。

　それは恐ろしいほどの嫌悪感だった。

　こんな夫をどうやったら愛せるのかわからない。許せるのかわからない。

　奏士さんのオフィスをあとにし、帰宅すると、やはり京太はいなかった。月曜の朝だ、出社したのだろう。

　ダイニングテーブルに酒瓶やデリの惣菜が散らかっていた。つまり京太は他の愛人女性のところには行かずに、ここでひとり苛立たしい夜を過ごしたことになる。私の外泊は確実に知られているということだ。

　私は手早くゴミを片付け、掃除と洗濯をし、自室のシングルベッドに横たわった。

　思い浮かぶのは夫の顔ではなく奏士さんだった。こんなに不安で心許ないのに、奏士さんを想うと胸を温かな感情が満たす。




　渡米していた奏士さんと三年以上ぶりの再会を果たしたのは先月のことだった。

　夫に連れられていったパーティー会場でだ。

　京太は表向き、明朗な愛妻家を気取っているようで、こうした場に新婚の妻を連れていくのは当然とばかりに、私にハイブランドのドレスを買い与え準備させた。

　だけど、私は最初からパーティーに乗り気ではなかった。見せびらかされに行くのだ。〝愛妻〟の振りをしなければならないのだ。

　そして、この日身につけているドレスの色違いを、彼が愛人に買い与えていることも知っていた。家にドレスを届けたのは例の摩耶という女性で、わざわざ親切にも教えてくれた。

　夫もこの女性もどうかしていると思いながら、浮気黙認生活が三ヶ月以上になっていた私は、文句を言うでもなくドレスを受け取った。

　会場では、明るく振る舞う夫の横で無理やり作った笑顔を貼りつけ続けた。これは仕事、いい妻という役割の仕事。自分に言い聞かせて虚しさを紛らわせていた。

　そんなときだ。

『里花？』

　一際華やいだ輪の中から男性がひとり抜けだし、声をかけてきたのだ。夫の横にいる私にわざわざ向かってくる。

　それが久しぶりに会う奏士さんだった。

『奏士さん』

　奏士さんはいっそう美しい男性になっていた。もとより整った顔立ちは男らしく年を重ね、肩幅も胸板も男性らしくなっていた。涼やかな目元を私のために優しく細めてくれるのはあの頃と変わっていない。

『久しぶり、結婚したと聞いていたよ』

　私に話しかけるのが三栖グループの次男であると、京太は最初気づかなかったようだ。私に紹介されてわかりやすく肩を揺らした。

『三栖奏士さん、お会いするのは初めてですね。アメリカで、海外グループ企業の統括をされていると伺っています』

『一応分社化しまして、あちらでは社長の肩書をもらっています。まあ、父と兄の御膝元で自由にさせてもらってますが』

『お父様とお兄様には、うちの郷地物産も大変お世話になっておりまして……』

　相手のペースに飲み込まれまいと京太が口調を強くするのを感じながら、私の目は奏士さんばかりを映していた。

　奏士さんだ。胸が苦しいほどに高鳴り、息が詰まる。

　心を占めているのは久しぶりに会えたことに対する純粋な懐かしさと喜びだった。

『妻の里花ですが……お知り合いだったようで』

『はい、里花さんとは幼馴染なんですよ。宮成家と三栖家は旧知ですし、兄妹のような関係です』

　そう言ってから奏士さんは私を見つめる。

『里花、会わないでいるうちにいっそう綺麗になったね。俺が知っている里花はまだ蕾だったのに、今は大輪のひまわりみたいだ』

　そこでバラや百合と言わずにひまわりをあげてくる奏士さんに、私はくすっと笑った。きっと彼にとって私はまだ、麗しく美麗というより、明るく無邪気な存在なのだろう。

『来月に三栖主催のちょっとしたパーティーがあります。郷地ご夫妻にも招待状をお届けしますのでぜひお越しください。またゆっくりお話しましょう』

　そう言って奏士さんは去っていった。彼が去ったあと、京太が横で舌打ちをした。

『好き勝手できる自由なボンボンはいい気なもんだ』

『奏士さんはそんな人ではありません』

　反射的に言ってしまった。好き勝手だなんて、この男にだけは言われたくない。

　奏士さんは次男であるがゆえに、三栖グループでの自身のポジション確立のため渡米したのだ。

『口答えか？』

　京太が私の腕を振り払った。それは周囲には気づかれないほどの小さな仕草だったけれど、された方にはしっかりと悪意が伝わる。

『おまえもあの男も、上流階級ヅラが気に食わない。ひとりじゃ何もできないクセに。黙ってろ』

　私はそれ以上何も言わなかった。むっつりと黙り込み、うつむいた。

　しかし、さすがに悔しさとも悲しさともつかない感情が湧いてきた。惨めというのが近いかもしれない。

　大好きだった人と再会したのに、私は何をしているのだろう。私を嫌っている男の横で幸せそうな振りをしただけ。

　断って化粧室に行き、個室の中で涙を拭いてメイクを直した。泣いているところを見られるわけにはいかない。出てきたときには普通の顔をしなければ。

　化粧室から出て会場に戻る前に声をかけられた。

『里花』

　そこには奏士さんがいた。私は一瞬、泣きそうに顔を歪ゆがめてしまった。

　拭いた涙がまた溢れてしまいそうだ。だけど、ぐっとこらえて笑顔を作った。

『奏士さん』

『里花、大丈夫か？　疲れているように見える』

　奏士さんは気遣わしげに私の顔を覗き込む。

『なんでもないんです』

『苦労はしていないか？　彼はおまえに親切にしているか？』

　まるで父親のような親身な心配に、私は笑い返した。

『奏士さん、平気です。仲良く生活していますから。……こんなパーティーに参加するのも久しぶりで、今日は会場の空気に酔ってしまったみたいです』

『そうか。彼を呼んでこようか？』

　そんなことをしたら、また京太は不機嫌になるだろう。私は首を振り断った。

『戻ります。遅くなっては、主人が心配しますから』

　そうして、私たちは別れた。あの日、私は強がって彼にＳＯＳを出さなかった。

　久しぶりに会えた大事な人を、こんなことに巻き込みたくなかった。

　それなのに、昨晩、思わぬ再会をした結果、巻き込んでしまった……。

「もう、奏士さんに会っちゃだめ」

　私は寝返りをうち、ベッドに顔を押しつけひとり呟いた。

「どうせ、何も変えられないんだから」




　夕刻、物音で目覚める。随分長く眠ってしまっていたようだ。

　リビングに出ていくとそこに京太がいた。

「寝ていたのか。昼日中からいい身分だな」

「すみません」

　私は謝る。昨日出ていけと言われたばかりで家にいていいものか。なんと言おうか迷っていると、京太が口を開いた。

「昨晩は？」

「ビジネスホテルに」

　咄嗟に嘘をついた。よくないと思ったが、友人などと言えば何を勘ぐられるかわからない。少しでも奏士さんを想起させるようなことは避けたい。

「出ていけと言ったが、今おまえに実家に戻られても困るからな。ここにいていい。うちの両親もうるさいし……」

「はい」

「好きなように過ごせ。どうせ離婚はできないんだ」

　夫なりに寛容な態度を取っているようだ。それが傲慢であっても。

　私は頷き、キッチンへ入った。

「お茶を淹れます」

「俺はいらない。すぐに行くからな。今夜も戻らない」

　そう言って、京太は私に背を向け自室へ入っていった。私は自分の分だけお茶を淹れ、自室へ。それから間もなく玄関のドアの開閉音が聞こえた。京太が出ていったのだろう。

　今日は別の女性の家へ行くのだろう。一番親しい様子の摩耶という女性だろうか。

　昨晩はユミというお気に入りの愛人と別れたと大騒ぎだった。帰ってくるなり『おまえなんかと結婚したからユミとこじれたんだ』と怒鳴り散らされた。

　夫の顔を見ること自体一週間ぶりで、さらにいきなりものすごい剣幕で身に覚えのない理由で怒られ、私はわけもわからず黙ってそれを聞いていた。

　私という本妻を迎えてから、そのユミという女性とはうまくいかなくなっていたそうだ。だからといって、私が直接何かしたわけではないし、結婚を選んだのは京太だ。

　そもそも私は京太の愛人を全員把握していない。会社に数人、馴染みのホステスが数人、キャバ嬢が数人……。

　私に責任はない。彼も結局両親に何かを言われるのが怖くて、『出ていけ』を撤回した。これは予想していたことでもあった。

「離婚できない、かあ」

　私は京太に言われた言葉を反はん芻すうする。

　京太は私とは離婚しない。それは義両親の言いつけだからだ。

　元華族がなんだというのだろう。私にはその価値がよくわからない。普通に生きていくのに必要なのだろうか。

　京太は親に絶対に逆らわない。甘やかされて育っているのは傍目に見てもわかるけれど、両親に対しては恐れがあるのか、はたまた経済的な部分を握られているのか絶対服従なのだ。

　義両親は、私が離婚を申し立てれば、私の我儘だと宮成家ごと悪く言いかねない人たちだ。

　そして私もまた離婚は避けたいと思う理由が別にある。これははっきりと奏士さんたちには言わなかった理由だ。

　まずは宮成家の両親の立場だ。

　旧家・宮成家本家の娘が結婚して早々に出戻ってきたとなれば、親戚筋がうるさい。大叔父大叔母たちは、古い考え方の人たちだ。彼らは私ではなく両親を責めるだろう。本家の在り方に文句をつけるだろう。

　さらに、宮成商事の方も問題がある。

　私が実家に戻れば、弟の由朗ではなく私を次の後継者に立て、入り婿をしようと狙う人たちがいるのだ。

　ひとつ下の弟・由朗は子どもの頃からあまり身体が強くない。

　高校時代に大きな病気をして、大学も一年療養を経てから入学した。今はほぼ完治したけれど、その点をあげて由朗より私を後継に押す一派がいたことも間違いない。

　だからこそ、私は『宮成商事に勤めるのは結婚までのわずかな間』というスタンスを取り続けなければならなかった。けして、熱心に仕事をしすぎてはいけなかったのだ。

　離婚し私が戻れば、宮成商事にも火だねをまくことになる。

　……でも、きっと一番の本音は違う。私は、お嫁入りを喜んでくれた両親と弟を悲しませたくないのだ。

　幸せな結婚をしたはずの娘が、ひとりぼっちで惨めに暮らしているなんて知られたくない。

　離婚によって、さらに傷つけたくない。

　私は両親と弟が大事で大好きだ。私のせいで、家族が責められ立場を危うくするのは嫌。

　そのためにも私は、こうしてここで形ばかりの妻を演じ続けるのだろう。




　翌週、私の元に夫から新しいドレスが届けられた。京太の顔は先週から見ていない。ドレスはまたあの摩耶という愛人の女性が届けてきた。

「京太さんはお忙しいので。明後日のパーティーまでに試着をしておくようにとのことです」

　そう言ってクスクス笑っている。失礼な女性だと思うけれど、いちいち相手をするのも面倒くさかった。

「ドレスのお直しがいるんじゃないかしら。奥様、小さいですし」

「はい、確認します」

「前回のドレスも裾が長そうだったって京太さん言ってました。私の方が似合うって」

「そうですか」

　マウントを取りたいのだろうか。それなら、他の愛人女性にやってほしい。張り合うべきところが違う。

　それでも私に突っかかってくるのは、本妻という立場が、彼女に取って妬ましいものだからだろう。

「幼児体形っていうのかしら。シンプルな身体つきをなさっているから」

　はっきりと言って、彼女は楽しそうに笑う。

「小学生みたいでとてもその気にならないと京太さんが言ってましたけど、確かに凹凸がないと触っていても楽しくないでしょうね」

　京太とそういったことをする想像が今では不快に感じられる。それでも私は結婚当初、彼と真っ当な夫婦になろうと思った時期があったのだ。

　そうか、私はそこまで興味を覚えない存在だったのかとあらためて虚しい気分になる。

　それが愛人向けの『妻には興味がないアピール』だとしても、私のことを当てこすって関係を深めているこの女と夫に吐き気がした。

　相手にすると面倒だからと黙っていたけれど、こうやってマウントを取りに頻繁にやってこられてはたまらない。

　私は受け取ったドレスを包みごと、後方の床に投げ捨てた。背筋を伸ばし彼女を見上げる。

「あなたは下品です。今後、この家への出入りは控えてください。届け物は宅配を頼むようになさって」

　私が毅然とした態度を取ったことに驚いたようで、彼女は負けじと声を甲高くする。

「あら、奥様、私はご用事があって参ってるだけですのよ。用事がなければこんなところ」

「ええ、愛人風情が来られるような場所ではありません。立場を弁わきまえ、日陰者らしく控えていなさい。今後、私への侮辱は郷地家への侮辱、そして私の実家・宮成家への侮辱と取ります」

　わざと気位の高いお嬢様として言い放ち、彼女をねめつけた。

「奥様……」

「あなたの存在を許しているのは郷地の両親でしょう。あの方たちは品性のない女は好かない。両親に反対されれば、京太があなたをどう処するか想像できないのですか？」

　京太が両親に逆らえないことは、彼女もわかっている。気圧されたのか、摩耶という女性は「失礼します」と短く言い、乱暴にドアを開閉し出ていった。

　嵐が去った。静かになった玄関に立ち尽くし、ふうと息をつく。

「……実家の名前とか、義両親の名前とか、出したくなかったわ」

　私は呟き、触りたくもない届け物のドレスを拾い、開けた。




　その日、三栖グループのパーティーに呼ばれた私と京太は、『帝てい東とうホテル』の会場へやってきていた。

　京太はやや緊張の面持ちだ。なにしろ、先月奏士さんと私が偶然再会したのをきっかけに呼ばれたのであって、本来は京太が出席するパーティーではない。

　郷地物産も三栖グループ本体である三栖株式会社の数多ある取引先ではあるが、今日の出席者を見れば、少々場違いな感があった。パーティーに招かれているのは、名だたる大企業のトップたち。大銀行の頭取や与党大派閥の代表もいる。

　子どもの頃から父のお伴でこういったパーティーには顔を出していたので、私は懐かしい気分で周囲を見回した。

「姉さん」

　声をかけてきたのは弟の由朗だった。今日は父の名代で参加するとは聞いていた。由朗の前で暗い表情はできない。私はぱっと笑顔を作った。

「由朗、久しぶり」

「姉さん、少し痩せた？　……義兄さん、こんばんは」

「ああ、由朗くん、こんばんは」

　京太は知っている顔があってホッとしたような、同時に嫌なものでも見るかのような皮肉げな顔をした。由朗も、数度しか会っていないのに京太の態度には結婚当初から不快感があるようだ。最低限の挨拶をすると、私の方へ向き直る。

「奏士くんには会った？　もうじき挨拶だよ」

「私、実は今日がなんのパーティーかもよくわかってなくて」

　由朗がじろりと京太を見た。そんなことも教えていないのか、という表情だ。

「三栖の新会社の設立記念パーティーだよ。三栖ビジネスソリューションズっていって、奏士くんはそこのトップに就いたんだ。会社自体は先々月くらいからもう稼働してるけどね」

　私の脳裏に、あの晩かくまってもらった立派なオフィスが思い浮かぶ。そういえば名前も聞いた。

　つまりは今日のパーティーの主役は奏士さんということだ。本人はちょっとした、なんて言い方をしていたけれど、設立記念パーティーならこの招待客の歴々とした様も頷ける。

「海外グループの仕事もまだ一部やってるから、すごく忙しいみたいだけどね。今後は国内で三栖のＩＴ関連部門を担うって。宮成商事もかなり関わってくるよ。部署を新設するし」

「そうなのね。由朗も忙しくなるじゃない」

「あまり忙しくなったら、姉さんに戻ってきてもらおうかな」

　由朗はそう言って京太を見やる。

「ねえ、義兄さん。姉さんが暇しているなら、実家を手伝ってもいいでしょう？　姉さん、こう見えて仕事できるんですよ」

　京太は一瞬わかりやすく顔をしかめた。こういうところが、本当に下品だと思う。私や由朗が嫌いなのは伝わっているけれど、子どものように嫌悪を丸出しにするなんて。

「由朗くん、俺は古風なのかもしれないけれど、奥さんに働いてほしくないんだ。里花にいずれは郷地の跡継ぎを産んでほしいし、家庭を守ってほしい」

　よく言う。最初から家庭崩壊状態にしているくせに。

　だけど、それを由朗には言えない。京太が偉そうに言うのを聞いているしかない。

　すると、会場の正面舞台に明るいスポットライトが当たった。

　三栖社長と隆士さん、そして奏士さんの姿が現れる。

「こんばんは、今日はお集まりいただきありがとうございます。三栖奏士です」

　私は一瞬にして奏士さんに心奪われた。ああ、奏士さんだ。こうしていると、私を助けてくれた晩が夢の中のよう。ほんの先週の出来事なのに。

　駄目だ。こんな目で彼を見つめていてはいけない。私はもう人妻なのだ。

　そう考えながらも、奏士さんのスピーチに聞き入っているわずかな間は、京太への不快感を忘れることができた。




　パーティーは歓談の場になり、京太はあちこち挨拶回りを始めた。最初はわかりやすく気おくれしていたものの、ビジネスチャンスだと思ったようだ。私に「あの男は誰だ」「顔見知りなら繋げ」「弟に紹介させろ」などなど傲慢なことを繰り返し言う。

　本来ならそんな都合のいい願いは聞きたくないけれど、妻として夫の商機を蔑ろにすることもできない。

　あとは、普段より人間扱いされていることにほっとした。いつもほぼ無視の夫が、この場は上流階級にツテのある私を頼らざるを得ないのだ。

　しかし、京太は一向に三栖家の本陣には赴こうとはしない。堂々と挨拶に行けばいいのに、と思っていたら、私は私で会場の隅に控えている女性と目が合った。

　沙織さんだ。その横には功輔さんもいる。奏士さんの部下として出席しているに違いない。

　すると、何を思ったのか沙織さんがずんずん大股で近寄ってくる。

「失礼します。奥様、顔色が優れないご様子ですが」

　私はたじろいだ。確かにあちらこちらと振り回され、顔繋ぎをさせられ、疲れてはいる。

「よろしければ、ソファのあるお部屋にご案内いたします。少々お休みになられてはいかがでしょう」

　沙織さんの言いたいことがわかった。私は迷ってから、頷いた。

「すみません、あなた。実は朝から少し貧血気味で」

　京太に妻らしく言う。対外的に愛妻家を気取っている京太が言うことを聞かざるを得ないように。

「……そうか。じゃあ、きみ、妻を頼むよ」

　舌打ちでもせんばかりに顔を歪めたあと、京太は愛想良く言った。

　沙織さんは私を支えるように会場から連れだし、控室に使われている様子の一室に案内してくれた。

「沙織さん」

「里花さん、あの旦那、本当にクズですねえ。奥さんが具合悪そうって言って、あんな顔します？　里花さんをずーっとひっぱり回して。休憩もろくにさせてないじゃないですか」

　沙織さんがあの日と同じトーンで怒っているので思わずくすっと笑ってしまった。私の代わりに怒ってくれるのがありがたい。

「社長に、折を見て連れだせと言われていました。間もなくいらっしゃると思います」

「沙織さん、ありがとうございます。でも奏士さんが？」

「里花さんのことをずっと心配しておいでですよ」

　沙織さんは私の前に温かなお茶を用意してくれる。すると、ドアが開き、奏士さんが現れた。

「里花！」

「奏士さん」

　私は立ち上がる。奏士さんがそれを制し、ソファに座り直させると自らも隣に座った。

　沙織さんは部屋の隅の椅子にかけ、私たちの再会をにこにこ見守っている。それ以上は口を開かないでいるので、ふたりで話をさせたいと思っている様子だ。

「今日はパーティーに来てくれてありがとう。あの日、誘っておいてよかった」

「奏士さん、お招きいただきありがとうございます。新しい会社……先日お伺いさせていただいた場所ですね。由朗からどういったお仕事か少しだけ聞きました」

「由朗にはたくさん手伝ってもらうつもりだよ。……里花、でも今日はそうじゃないんだ。その後大丈夫か？」

　私は困惑して微笑む。言い訳はどれほど効果があるだろうか。

「先日はお見苦しいところをお見せしました。夫とはきちんと話し合いを持っています。奏士さんにご心配いただくようなことは金輪際ないようにしますので」

　あの日、奏士さんのオフィスを立ち去ってから真剣に考えた。

　奏士さんは幼馴染の情で私を助けてくれるつもりだろう。そして、彼の力なら……三栖グループの力なら郷地物産に圧力をかけることは簡単だ。だけど、私は奏士さんにそこまでの行動を起こさせたくない。

　私は現時点、離婚するつもりはない。

　京太のことも義両親のことも嫌悪しているけれど、私は私で簡単に離婚には踏み切れない。もし踏み切るとしても、奏士さんと三栖家に迷惑はかけたくないのだ。

「里花」

「奏士さん、本当にありがとうございます」

　あの日、行き場のなくなった私は、初恋の人に甘えてしまった。それ自体は、私の弱った心に滋養を与えてくれた。

　だけど、やはり私の境遇については話すべきではなかったのだ。

　すると、奏士さんが私の頬に手のひらを押し当てた。

「泣きそうな顔でそんなことを言われて、俺はどうしたらいい？」

　泣きそうな……そんなつもりはない。だけど……。

「私は大丈夫ですよ」

「つらいのも苦しいのも我慢しなくていい。里花は人間性を踏みにじられているんだ。悲しいのは当たり前だ」

　気づけば私の頬には滝のような涙が流れていた。

　駄目だ、ごまかしようもない。しゃくり上げる私を奏士さんは抱き締めようとしてやめた。両肩に手を置き、真摯な瞳で見つめてくる。

「里花をあの男から奪う。俺は本気だ」

「奏士さん、いけません。あなたを巻き込むつもりはないんです」

「おまえが幸せになれる相手なら引く。だけど、あの男じゃ駄目だ。譲る気はない。子ども目当てに、おまえがあの男に何かされたらと思うと気が気じゃない」

　兄の気持ちなのだろう。強い口調で言う奏士さんを見つめ、私は一生懸命笑顔を作った。

「何か行動を起こすなら、自分の力で起こします。夫の目を覚まさせられるか、関係を構築し直せるかはわかりません。だけど、今は離婚しません」

「実家を頼らないのは、ご両親と由朗に知られたくないんだろう。家族に心配をかけたくないせいだろう」

　図星を突かれ、私はうつむいた。先日の口止めで察したのだろう。

　そっと奏士さんの手をはずした。それから、顔を上げ彼を見つめ返す。

「何かあれば、どのみち醜しゅう聞ぶんです。三栖家もあなたも関わる必要はありません」

「それなら絶対に関わることになる。里花は俺の花嫁になるんだから」

　私は困って首を振った。奏士さんの目は意志的で鋭い。

「冗談じゃないぞ。俺は子どもの頃から、里花を妻に迎えたいと思ってきた」

「……え？」

「アメリカへ行けと父親に言われたときに、まだ中学生の里花を約束で縛れないと思って諦めた。里花が結婚したと聞いたときは仕方ないと自分を納得させるのに必死だった。……こんな状況で俺が里花を諦められると思うか？」

　思わぬ言葉に私は自分が首まで真っ赤になっているのがわかった。

　全身が熱い。嘘みたいな告白をされている。

「奏士さん……そんなこと、駄目です」

「駄目じゃない。でも、おまえを困らせたくもない。覚えておいてくれ。里花を奪う覚悟が俺にはある」

　奏士さんは本気のようだ。私は慌ててソファから立ち上がった。このまま話していてはいけないと思った。

　その私の腕を奏士さんが掴む。

「里花は俺が嫌いか？」

「嫌いなわけ……ないじゃないですか」

　私はうつむき、かぶりを振った。

「子どもの頃から、奏士さんは私の憧れの人です」

　初恋の人です。私も十五歳の年にあなたを約束で縛れないと諦めたんです。

　だけど、それを言ったら私は戻れなくなる。奏士さんも。

「奏士さん、主人のところへ戻ります。まだ、私は逃げだせないんです」

「それはいつかあの男から離れるという意味か？」

「……わかりません」

　包み隠さない本音だった。私は奏士さんに頭を下げる。

「何かあったら、絶対に連絡してくれ」

　奏士さんと連絡先だけ交換をし、私はパーティー会場へ戻った。

　奏士さんは本気だ。

　私は困惑しながら、激しい喜びを感じていた。










限界




　京太からしばらく帰らないと連絡があったのはパーティーの翌週だった。

　何を今更と思ったけれど、わざわざ連絡をしてくるということは何かあったのだろう。

　私は粛々と日々を過ごした。

　結婚から七ヶ月。そのほとんどの時間を私はひとり自宅で過ごしている。掃除をし、ひとり分の食事を作る。暇な時間はたくさんあり、散歩をし読書をすることが多い。最近は夏が近づき暑い日が続いている。これからは散歩が減り、読書の時間が増えるだろう。

　孤独。

　退屈と孤独が、ずっと私の隣にある。子どもがいれば、まだ私はひとりぼっちではなかっただろう。

　そう考えて首を振った。まだ京太とやり直せると思っているのだろうか。最初から私を疎んでいた夫だ。心を通わせる術などなかった。

　だけど、もし京太が心を入れ替えてくれたらどうだろう。愛人たちと別れ、私と家庭を営んでいきたいと言ったらどうだろう。一方的に私を嫌うのではなく、本心を見せてくれ、私に『こんな妻であってほしい』と求めてくれたらどうだろう。

　そうしたら、私はきっと嬉しいのだ。

　縁あって夫婦になった。最初、私は彼を愛そうと努力した。彼も同じだと信じて。

　大きな裏切りにあい、期待もしていなければいっそ嫌悪すら感じているのに、まだ可能性を捨てていないのは、私のご都合主義の思考のせいだろうか。だって、この結婚を破綻させたら、親戚から非難されるのは家族だ。

　そして、奏士さん。彼もまた、私のために多くのことをしようとするだろう。

　私を奪うと、好きだと言ってくれた奏士さん。

　本当は今すぐこの家を出て、彼のもとへ走っていきたい。だけどできない。

　私はまだこの結婚をやめられない。離婚を選び、周囲を巻き込み大騒動になるより、ここで静かに夫の改心を祈りたい。

　だけど、こんな情けない自分は嫌い。

　プライドもない。活力もない。

　こんな私は大嫌い。




　義両親から呼びだしがあったのは、京太からの連絡の翌日だった。なんの用事だろう。義両親とは京太の愛人が発覚したとき以来会っていない。

「ご無沙汰しています」

　広々としたリビングで向かい合った。義父はしかつめらしい顔をし、義母も冷たい表情だ。義父が口を開く。

「里花さん、京太とはうまくやっているのか？」

　何を言っているのだろう。私は怒りとも虚しさともつかない感情を押し殺し、答えた。

「京太さんは家に戻られませんので、週に一、二度しか顔を合わせません。好きな女性の御宅にいるようです」

「里花さん、あなたもう少し頑張らなきゃ駄目じゃない」

　義母が苛々と言う。

「あなたがしっかりと京太を惹きつけておかないから、あんな女が」

　あんな女……それは京太の愛人の誰かのことだろうか。義父が続けた。

「里花さん、京太の部下の摩耶という女性を知っているか。彼女が妊娠してね」

　妊娠……さすがに驚いて言葉が出てこない。別れを祈るなんていうレベルではないことが起こっていたようだ。

「産むと言って聞かないものだから、家を与え金を握らせて黙らせることで話がついてるんだが。隠し子なんて噂が流れたら厄介でね」

「まったく、外聞の悪い。せめてあなたが先に妊娠していれば！」

　義母の苛立ちはそれらしい。本妻より先に愛人が妊娠してしまった事態を恥じているのだろう。それなら最初から京太の愛人を黙認などしなければよかったのに。

「相続は放棄させるし、里花さんが産む子どもが郷地の跡取りなのは間違いない。今日呼び出したのは、早く郷地の跡取りを作ってほしいということだ」

　義父がものものしく言った。場をしばし沈黙が支配する。

　愛人を囲い妊娠させる男と早く子どもを作れ。この人たちはそう言うのだ。

　私は顔を上げ、義両親を見つめた。

　ここで言わないでどうする。自分を叱咤する。

「京太さんと離婚したく思っています」

　義両親の表情にぴりっと緊張感が走った。

「京太さんはその摩耶さんと結婚すべきです。それが産まれてくる赤ちゃんのため。……京太さんとは、結婚前から今日に至るまで性的な接触は一切ありません。それでは子どもは産まれません」

「それはあなたの努力不足でしょう!?」

　義母が激高して怒鳴る。私は咄嗟に鋭い視線で義母を睨み返していた。

「どんな努力をしたらいいのでしょう？　お義母様、具体的にお教えいただけますか？」

　努力とはなんだろう。家に帰らない夫のためにする努力とは？　あからさまに私に嫌悪を見せる夫を追い回し、身体を使って取り入れというのだろうか。

　私の怒りも感じているようで、義父がため息をついた。

「里花さん、うちとしては宮成家と関係を壊したくないんだ。離婚などと短慮なことは言わず、もう少し京太に歩み寄ってくれないか？　きみに強く出られて、あの子も気後れしてしまうから外の気安い女に走るんだよ」

　義父の言葉はなだめているようでまったく違う。まるで私が高慢で京太を見下しているから悪いと言いたげだ。京太の浮気の原因が私にあると聞こえる。

「私は京太さんに対し、おっしゃるような態度は取っていません」

「どうかしら。おとなしそうに見えて、上流階級のお嬢様は鼻っ柱が強いものね」

　義母は私の先ほどの反撃が面白くないらしく、突っかかってくる。

「まあ、私たちからも京太に少し話すとするから、里花さんはご実家に頼らず京太を頼ってやってくれ」

　義父は最後まで眉間のしわを取らずに厳しい態度だった。

　帰路、考える。

　やはり義両親は私と京太の離婚を許さないだろう。むしろ、早く後継者を作れとこれからもプレッシャーをかけてくるに違いない。

　あの摩耶という女性が妊娠。……だから京太は帰らないのだ。

　決定的な出来事に思えた。やはり、私と京太に未来はない。一度は愛そうと決めた男性はやはり私と歩いていける人ではないのだ。

　ここまでコケにされ、存在を無視されるのは寂しい。

　私は郷地の後継者を作るためだけの機械なのだろうか。それなら……。

　自暴自棄になったわけではない。だけど、現況から解放されるには子どもを産むしかないのかもしれないと考え始めていた。

　たった一度、京太に願ってみよう。

　子どもを作ろう、と。親の願いを果たそう、と。

　彼が応じれば、嫌でもなんでも抱き合ってみせる。子どもができれば、この閉鎖的な状況が何か変わるかもしれない。

　私の妊娠出産で京太に変化が起こる可能性もある。家族の再構築のきっかけになるのではなかろうか。

　もし、京太の心が動かなくても、産んだ子は私の子だ。郷地の家でただひとり私の家族ができる。ひとりぼっちじゃなくなる。京太と義両親が私を無視しても、子どもだけは私といてくれる。

　私は思い切ってスマホで京太に連絡を入れた。

『今夜、お話しできませんか？』




　その晩、京太はかなり早く帰宅した。まだ日は落ちきっていないので、窓の外は明るい。もうじき夏至だ。

「なんだ？」

　京太は苛立たしそうに言い、私を見つめて仁王立ちの姿勢だ。座ってゆっくり話す気もないらしい。私は勇気を振り絞って口を開く。

「摩耶さん……部下の女性が妊娠したと聞きました」

「ああ……。うちの親から聞いたのか」

「はい」

　そこでしばし沈黙が流れた。私は顔を上げ、カーディガンを脱いだ。下はノースリーブのワンピースだ。

「お義父さんとお義母さんに、私も早急に妊娠するようにと言われました」

「あの親はろくなことを言わないな」

　逆らえないくせに、裏では強い口調の京太。この人が、私とは結婚しない、好きな人と結婚すると言い張ってくれれば、私たちはこんなことになっていなかったのに。

　だけど、この状況を今日変える。

　私にできる努力をしてみせる。

「京太さん、私を好いていないことは知っています。ですが、お互いのために……子どもを作りませんか？」

　私は思い切って口にした。たとえ、子どもも私も、京太は顧みないかもしれない。だけど、私はたったひとりじゃなくなる。

　しかし、京太は吐き捨てるように言った。

「くだらない。俺に相手にしてもらえないからと自や棄けになっているのか」

「京太さんがご両親の言いつけ通りにするなら、私も従うというだけです」

　一歩進み出た。彼を見上げ、必死に言葉を重ねた。

「私は京太さんと家族になろうと思って嫁ぎました。私との子どもを考えることはできませんか」

　すると、京太が私の肩をどんと突いた。私はよろけて、背後のソファにぶつかる。

「馬鹿か、おまえは。俺はおまえが大嫌いなんだよ。おまえら一家、全員が俺を馬鹿にしてるだろ。郷地家を下に見てる。上流階級に憧れる庶民を見下して楽しいか？」

　私はかぶりを振った。とんでもない被害妄想だ。どちらの家が上かなんて考えたこともない。

「里花、おまえの分別くさい顔が気に食わない。自分は思慮深いと言わんばかりのな。男の経験がないくせに誘うようなことをして、恥ずかしい女だな」

「それなら……なぜ、私と……結婚したんですか？」

「親父たちに言われたからだよ！　そうでなければ、おまえみたいないけすかない女……。子どもはいずれ考える。おまえの方からうるさく言うな！」

　ああ、勇気を出したのに。頑張ったつもりだったのに。全部駄目だ。

　涙が滲んできた。

「離婚しましょう、京太さん」

　溢れる涙のままに私は言った。京太が馬鹿にしたようにせせら笑う。

「何度も言わせるな。そんなのはうちの親が許さないんだよ」

「そんなにお義父さんとお義母さんが怖いなら、摩耶さんでも誰でも好きな女性を連れて逃げればいいじゃないですか」

　私の怒りの言葉に、京太が表情を変えた。ぎろっと睨みつけてくる。構わず私は続けた。

「それをしないのはご両親の庇護を離れて生活していく自信がないからでしょう。贅沢に甘やかされて育ったあなたは、ご両親に金銭的に頼れる場所にいたいだけなんだわ。本来は摩耶さんと子どもに責任を取るべきよ！」

　次の瞬間、京太が私を突き飛ばした。小柄な私はその勢いで、床に尻餅をついた。

　京太は乱暴な態度を取ってしまったことに、はっとした顔をし、それから慌てて顔をそむけた。

「……忌々しい女だ。知った口を利くな。なんの苦労もしていないくせに」

「あなたはさぞ御苦労の多い毎日なんでしょう」

　私は立ち上がった。もう駄目だ。ここにはいられない。

　手元にあった鞄だけを手に家を飛び出した。

　行く当てはなかった。いきなり実家に行っては両親が心配する。それに事情を知れば、両親とて私を離婚させるというだろう。

　こんな状況なのに、離婚によって周囲にかける迷惑を思うと、自分が早まったことをしたような心地になっていた。

　弱い自分の精神が嫌になる。意地も張り通せない。

　足は自然と以前来た場所を目指していた。夕焼けの中、電車に乗り、自分がどこを目指しているか気づいて慌てて降りた。だけど足はそこに向かいたがる。少し冷えた空気がノースリーブの腕を冷やした。ローヒールの靴はかかとがへたっている。

　気づけば、日はとっぷりと暮れ、私はひとり奏士さんのオフィスの大きなビルの前で立ち止まっていた。

　駄目だ。こんなところに来ては。助けてと言わんばかりじゃない。

　だけど、ひと目奏士さんに会いたい。声を聞きたいし、大丈夫だよとささやいてほしい。

　巻き込まないと決めておきながらひどい矛盾だ。

　私は踵を返し、アーバンコンチネンタルホテルを目指すことにした。ひとまず、またラウンジで紅茶を飲もう。そうしてこの先を考えよう。

「里花」

　その声は振り向く前にわかった。

「里花、どうした？」

　駆け寄ってきて、私の手首を掴んだのは奏士さんだった。

「なんでもないんです。用事のついでに通りかかっただけ」

「その用事というのはなんだ」

「奏士さんの気にすることでは……」

　奏士さんの手がぎゅっと私の手首を強く握る。それはまるで抱き締めるような強さだった。困惑する私に奏士さんが低くささやく。

「里花が泣いてるように見えた。俺は力になっちゃ駄目か？」

「奏士さん、私……」

　涙が出ないように必死に顔をそむけ、彼の手も外す。しかし、奏士さんは私を逃がすつもりはないようだった。

「おいで。話をしよう」

　奏士さんに伴われ、エントランスを抜ける。ビルにはまだ多くの社員がいるようだ。明るく人の行き交うオフィスビルはこの前来たときと雰囲気ががらりと違う。社員が奏士さんに一礼したり挨拶をする。後ろの私のことはなんと思っているだろう。

　エレベーターで最上階に上がり、私はこれで三度、彼のオフィスへ入ることとなった。

「里花さん」

　オフィスには沙織さんと功輔さんがいる。突然奏士さんに連れられて現れた私の様子に思うところがあったようだ。功輔さんはコーヒーを買ってくると外へ出かけていった。

「沙織はここにいてくれ」

　奏士さんはあくまで人妻への配慮でふたりきりを避けようとしてくれる。私も沙織さんに言った。

「すみません。このお部屋にいてくださるだけでいいので」

「もちろん、おふたりの仰せの通りにしますよ。今、功輔が温かい物を用意しますからね」

　やがて、功輔さんがコーヒーとサンドイッチを手に戻ってきた。向かいのコーヒーショップのものだ。

　そういえば、朝から何も食べていなかったと気づき、勧められるがままにサンドイッチを手に取った。

　卵のフィリングがたっぷり入ったサンドイッチだ。

「美味しい」

　口にしてみてわかった。私の身体はちゃんとごはんを美味しいと感じられる。まだ心は死んでいない。

「里花が子どもの頃を思いだした」

「え？」

　奏士さんがふふと笑う。

「里花の家のお手伝いさんがおやつにサンドイッチを作ってくれたとき。里花はイチゴジャムのサンドイッチが食べたかったんだけど、出てきたのが卵サンドで泣いちゃってさ。俺が『美味しいから食べよう』って一生懸命誘って、一緒に食べたんだ」

「奏士さん、それ私がいくつのときですか？」

　まったく覚えていない。私と奏士さんには五つの年齢差があるのだ。

「里花が五つくらいのときの話。でも、そのとき卵サンド食べて、里花は好きになったんだよ。あとから、里花のお母さんに聞いた。あれから朝ごはんは卵サンドになったって」

「恥ずかしいです」

　私が覚えていない思い出を奏士さんが覚えているなんて。

「でも良かった。やっと里花さんの顔色が良くなったもの」

　沙織さんに言われ、自分がどれほどひどい様子で歩いていたかと思って、ぞっとした。きっと幽鬼のような生気のない顔をしていただろう。

「里花、話を聞かせてくれるか？」

　奏士さんの言葉に促される。ここまで来て言い淀むことはもうできない。私は奏士さんを求めてしまったのだ。それ自体は人妻としてあってはならないことだけれど、奏士さんに会いたい気持ちを止められなくなってしまった。

　私は今日の出来事を、順を追って話した。

　義両親に呼びだされたこと、夫の愛人の妊娠、夫に拒絶されたこと。

「考えてみれば、自分の孤独を癒すため、子どもを産もうと一瞬でも考えた私が愚かでした」

　自分で言って涙が出てきた。こんなのは努力でもなんでもない。足掻きだ。もし、これで子どもを授かったらその子を不幸にしてしまっただろう。

「里花……、そこまでの状況でどうして耐えているんだ」

「私が郷地の嫁でいれば、誰にも迷惑はかかりません」

「ご両親を心配させたくないからか？　それとも、離婚したら由朗の居場所を奪うと思っているのか？」

　ぎくりと私はかたまった。やはり、そこまで奏士さんは察している。

　私が宮成家にもどれば、宮成商事の地盤が、由朗の跡取りとしての立場が揺らぐかもしれないということ。

「私が我慢すれば」

「里花、おまえの自己犠牲は的外れだ」

　私の言葉を遮って、奏士さんが厳しい口調で言いきった。

「可愛い娘が嫁ぎ先で蔑ろにされていると知ったら、ご両親は怒り狂う。それは親として当然の権利だ。里花が取り上げていいものじゃない。そして由朗は、里花が思うよりずっとしっかりしている。心配しなくても、宮成商事の跡取りは由朗だ」

　私の懸念材料を払拭する言葉を並べ、奏士さんは黒い瞳で真摯に私を見つめてくる。

「里花、おまえが悲劇のヒロインでいても誰も得しないんだ。むしろ、おまえを大事に思う多くの人を傷つける」

　その言葉にはっと私は彼を見つめ返した。

「私は……」

　良かれと思ってこの状況に甘んじていた。だけど、それ自体が間違いだった？

　私が我慢すれば、家族が傷つく？

「奏士さん、ごめんなさい。私、離婚したい……離婚したいです」

　涙が溢れた。

　馬鹿だった。私はこの結婚を解消するため努力すべきだったのだ。それをひとりよがりに我慢して、自分を押し込めていた。

「ああ、もうやめよう。こんなことで心をすり減らすな。これからは俺が里花を守るから」

　奏士さんが私の両手を大きな手で包む。そこには深い愛情が感じられた。

「宮成の家に帰ろう。俺が送る」




　その後、奏士さんに伴われ、私は久しぶりの実家へやってきた。沙織さんと功輔さんも一緒だ。

「どうしたの？　里花」

　平日の夜、突然奏士さんと現れた私に両親が驚いた顔をする。由朗も奥から出てきた。

「お母さん」

　母の顔を見たらもう駄目だった。私は涙し、奏士さんが支えてくれる。

「里花、何があったんだ」

「姉さん、……皆さんも中へ」

　由朗に促され、私たちは室内へ入る。こんな形で実家に帰ってくることになるとは、私も両親も思っていなかっただろう。

　それから私は事の次第を話すことになった。

「どういうことだ？　愛人？　京太くんは何人も愛人を持った状態で結婚したというのか」

　話を聞き終わるやいなや、父の怒声が響いた。私は頷いた。

「どうしてもっと早く言わなかったの？　半年以上も耐えていたなんて」

　母も言い、由朗が私をじっと見る。

「姉さん、俺と会ったとき、なんで言ってくれなかったんだよ。やっぱりあの男、ろくでもなかったんだな」

「里花はおじさんとおばさん、由朗に心配をかけたくなくて黙っていたんです。……俺にも最初は隠していました」

　奏士さんが執り成すように言う。

「どうしても放っておけなくて連れてきました。俺は里花を郷地京太のもとへは帰したくありません」

「もちろんだ。里花はもう郷地家には渡さないぞ」

　父が怒りに拳を震わせ言い、母と由朗も頷く。

「そして、おじさんとおばさん、由朗にお願いがあります」

　奏士さんが私の手に大きな手を添えた。私が止める間もなく、奏士さんは言い放った。

「里花を大事に想っています。昔からです。離婚が成立したら、正式に交際を申し込もうと思っています」

　まさか、この場で言うとは思わなかった。驚きと焦りで、頬がかーっと熱くなるのを感じる。

　奏士さんの強い感情は感じていた。これはただの幼馴染の感情は超えている。両親の前で結婚を請うだなんて。

「奏士くん、そんな……いくら子どもの頃からの仲だからって、きみにそこまで迷惑をかけるわけには」

　怒っていた父も一転面食らって言葉がしどろもどろになってしまう。私の離婚だけでも大変な話なのに、奏士さんが私を娶る発言をしてしまうのだから当然だろう。

「迷惑ではありませんし、同情でもありません。子どもの頃から里花を大事に想ってきました。俺は日本にほとんどいられないので、婚約を諦めましたが、今でも気持ちは変わっていません」

　堂々と宣言する奏士さんは、おそらく本気なのだ。

　でもいいの？　これは一時の激情ではないの？　不安でどんな顔をすればいいのかわからない。

「里花はどうなんだ」

　父に訊ねられ、狼狽した私は答える。

「あの、まだ奏士さんとはそういった仲ではないから」

「里花さんの離婚が成立するまでは、不貞行為に当たることはしません」

　奏士さんがはっきりと言うけれど、両親はまだ戸惑った顔をしている。

「いいじゃない。姉さんは昔から奏士くんが好きだし、問題ないだろ」

　由朗がさらりと言い、私は途端に顔に熱がのぼるのを感じた。「由朗！」と私は慌てて止めようとするけれど、弟は平気な顔で言う。

「まずはあんな男と離婚するのが先だろ？　そうしないと姉さんと奏士くんは一緒になれない」

　確かにそうなのだけれど、由朗のおかげで私はさらに恥ずかしさと焦りで混乱してしまう。

「おじさん、おばさん、気の早いことを言ってすみません。結婚のお許しはまたいずれ。里花さんの離婚には全面的に協力するつもりです」

　奏士さんは由朗から聞いた私の気持ちに反応は見せずに、両親に言う。私は呼吸を整えてから頭を下げた。

「お父さん、お母さん、由朗、こんなことになってしまってごめんなさい。でも、京太さんとはもう暮らしていけません。努力が至らず、結婚生活を破綻させてしまい申し訳なく思います」

「何を言ってるんだ、里花が謝ることじゃない」

　父が厳しい口調で言い、悲しそうに顔を歪めた。

「里花が幸せになれないなら、お父さんもお母さんもそんな結婚は許さないよ」

　私は溢れてきた涙を拭った。やはり、私の選択はひとりよがりのものだったのだ。

「あちらのご両親と京太くんに連絡しよう」

「お父さん、弁護士に入ってもらった方がいいかもしれないわ。企業法務の先生にお願いする？」

「良ければ、俺の方で弁護士を紹介したいのですが」

　奏士さんが申し出た。後ろに控えていた沙織さんと功輔さんを紹介する。

「彼らの父親が弁護士をしていて、俺の会社の顧問をしているんです。もとは三栖グループの顧問弁護士のひとりです」

「奏士くん、何から何まで」

「いえ、させてください。俺にできることはなんでもしたいので」

　奏士さんが言いきり、私たちは頭を下げた。

　そうして、私は七ヶ月ぶりに実家に帰ってきたのだった。










歩みだす決意




　翌朝の目覚めはとても快調だった。久しぶりの感覚だ。深い睡眠を取ったせいか思考がはっきりしている気がする。

　身体を起こすと、見慣れた自室に帰ってきたことを実感し、何よりほっとした。

「姉さん起きてる？」

　ドアの外で呼んでいるのは由朗だ。私はベッドの中で返事をする。

「起きたところ」

「朝ごはんの準備、できてるよ。ゆっくりでいいから下りてきなよ」

　由朗に促され、二階の洗面所で顔を洗い、パジャマのまま一階へ下りた。

「おはよう、里花」

「目玉焼きで良かった？」

　両親がいる。由朗がいる。温かな食事の並ぶ、朝食の席。初夏の朝の爽やかな空気。

　その光景だけで無性に泣けてきてしまった。今までの心細さや不安感がほどけて、立っていられない。その場でしゃくりあげる私を由朗が席に連れていってくれる。

「姉さん、ずっとあのマンションにひとりでいたんだね」

　そうだ。食事はいつもひとりだった。作っても無視される食事はいつしか作らなくなったし、京太もほとんど帰らなくなった。

　この世から忘れ去られたような、ひとりぼっちの数ヶ月だった。

「もうずっとここにいていい。今は何も考えなくていいから」

　父が言い、母が目尻の涙を拭う。

「今日はお庭の手入れを一緒にしましょう。暑いから、休憩しながらね」

　ああ、私は馬鹿だった。早く家族に相談すべきだったのだ。私が良かれと思って耐えてきたことは、結果家族を悲しませることになってしまった。

「奏士くんから連絡が来てる。今日の夕方、弁護士の門司さんが来るって」

　私ははっと顔を上げた。

　昨晩、父が郷地の義両親に電話をしたのは知っている。父は簡潔に『京太くんの愛人問題を聞いた。里花とは離婚させる』と伝え、向こうの話は一切聞かずに電話を切った。

　あとは、奏士さん紹介の弁護士、……沙織さんと功輔さんのお父様らしいけれど、その方に間に入ってもらう予定だ。

「弁護士さんまで。奏士くん、里花とのこと本気で考えてくれているのかしら」

　母の言葉に、私はゆるゆると左右に首を振る。

「奏士さんはきっと、妹みたいな気持ちで私を見てるの。家族がひどい目にあったって思って、極端な考えになってるだけだと思う」

　母に言い訳しながら心の中ではそれを否定していた。

　彼はきっと本気だ。奏士さんは私を娶ろうと考えてくれている。それが恋愛感情なのか、家族愛なのか、本人にも曖昧なのかもしれないけれど。

「なんにせよ、まずは離婚を成立させないといけないから」

「そうだな。奏士くんの厚情は嬉しいが、三栖本家に迷惑をかけるわけにもいかない」

　父の言葉に頷く。

　私はより慎重にならなければならないだろう。奏士さんだけでなく、三栖本家にも迷惑がかかるようなことはあってはならない。

　ともかく、家族と囲む久しぶりの朝食は私の心を落ち着けてくれた。ごはんが美味しいという感覚は、あの日奏士さんと沙織さんと功輔さんと朝食を取って以来だった。




　実家に帰ってきた翌日は、私は母と庭いじりをして過ごした。暑い夏の日差しの中、草むしりをし、草木に水をあげる。

　母と過ごしていると子どもに戻ったような心地だった。ホースで水をまけば、緑はあざやかにきらめき、小さな虹がかかった。子どもの頃から慣れ親しんだ庭が、私の心を癒してくれる。母手製のレモネードは安心する味だ。

　夕刻、沙織さんと一緒に弁護士の門司さんがやってきた。

「里花さん、すごく元気そう」

　沙織さんは会うなり、私の顔を覗き込んで言う。私も笑って答えた。

「庭にいたんです。日焼けしてしまってないかしら」

「会ったときの里花さん、青白い顔をしていたから、今の方がいいわ。確かに少し日焼けで赤くなってるけど」

　私は楽しくなって、沙織さんとお父様の門司さんにレモネードを準備した。そうしている間に早く帰ってきた父と由朗も揃った。リビングであらためて挨拶をする。

「門司です。この度は微力ですがお手伝いさせていただきたく存じます」

「お力添え感謝します」

　門司さんはすらっと背筋の伸びた五十代後半といった男性で、白髪交じりの髪をぴしっと撫でつけクールな雰囲気の男前だ。功輔さんはお父さん似なのだとわかる。

「まずご報告です。本日、三栖奏士社長のオフィスに郷地京太氏と弁護士がお越しになりました」

　驚いて言葉が出なかった。

　なぜ、奏士さんのオフィスに？　私が尋ねる前に門司さんが言う。

「三栖奏士社長と里花さんの不貞行為に対し慰謝料を請求するとのことです」

「不貞行為……私が奏士さんと不倫をしていたというのですか？」

　不貞行為なんてあり得ない。奏士さんは私の立場を気遣い、いつだって沙織さんと功輔さんを同席させていたのだ。プロポーズだって、私の離婚が成立してからと言ってくれているのに。

「ご安心ください。これは圧倒的に不利な立場の郷地家の苦肉の策です」

　門司さんが言い、後ろに控えていた沙織さんが口を挟む。

「うちの社長の動向にやましいところはありません。オフィスやパーティー会場、自宅などすべて監視カメラがありますので、社長と里花さんがふたりきりで会っていないという証拠が提出できます。いつだって、私と功輔が一緒だったじゃありませんか」

「郷地家は、まず京太氏の不倫はなかったと主張しています。愛人の妊娠もあり得ない。京太氏は仕事で多忙、自宅に帰れない日が多く、精神的に不安定に陥った里花さんが愛人がいるという妄想をしたのだろう、と」

　私は手がぶるぶると震えるのを感じた。強い怒りを覚える。

　よくもそんなことが言えたものだ。

　オープンに愛人を持たせておいて、不都合が生じればすべてなかったことにし、私のせいにしてしまうなんて。

「郷地京太氏は、奏士社長を前に言いました。里花さんが家に戻れば、慰謝料請求は取り消すと。奏士社長ははっきりとおっしゃっていましたよ。事実無根の不貞行為を持ち出すなら、こちらも名誉棄損で訴える覚悟がある。友人として里花さんを郷地家には帰せない、と」

「奏士さんが……」

「奏士社長は、何があってもあなたを守るつもりです」

　奏士さんを巻き込んでしまったと思うのと同時に、彼がいかに私のことを考えてくれているかと伝わり、胸が熱くなった。涙をこらえ、頷く。

「絶対に姉は離婚させます。あの男、許せないな。ここからは離婚調停の準備に入るんですか？」

　由朗が怒りに燃えた瞳で言い、沙織さんが言い添える。

「離婚調停には及びません。郷地京太は、愛人の隠蔽工作をしています。私と弟の功輔で、愛人をひとり残らず調査し、証拠として突きつけられるようにします。ぐうの音も出ない状況を作りますので、里花さんは絶対にあの男と離婚できますよ！」

「沙織、少し控えていなさい」

　門司さんに言われ、沙織さんが「はーい」と答えた。私は門司さんに向かい言う。

「私としては慰謝料も何も要りません。財産の分割も不要です。ただ、彼と別れられればいいと思っています」

「いえ、あなたの傷つけられた人生のために取れるものは取りましょう。当然、早く決着できるよう尽力いたしますし、そのために折り合いを付ける必要は出てくるかと思いますが」

「はい、構いません。これからよろしくお願いします」

　そのとき、玄関のチャイムが鳴った。由朗の出迎えで現れたのは、奏士さんと功輔さんだ。

「奏士さん！」

　私は思わず立ち上がり、駆け寄ってしまった。不貞行為だなどと言われているのにこんなところに来てはいけない。

　私の不安そうな顔で、何を言いたいかは伝わったようで、奏士さんは答える。

「大丈夫、向こうは訴えると息巻いているんだから、俺ももう関係者だ。それに、ほらこうしてみんな揃っているから、ふたりきりじゃないよ」

　そんなことを言うけれど、相手は火のないところに煙を立てる人なのだ。私のためにひどい目にあわせてしまって申し訳ない。

「おじさん、おばさん、里花さんとは恥ずべき関係にはありません。里花さんの離婚が成立するまでは軽率な行動は取りませんので」

「もちろん、奏士くんを信頼しているよ」

　父が言い、由朗も頷いた。

「奏士くんが姉さんを説得して連れてきてくれなかったら、姉さんは今もあの男の家にひとりぼっちだったんだ。迷惑をかけてすまないとも思うけれど、それより感謝の気持ちでいっぱいだよ。奏士くん、本当にありがとう」

「由朗は本当に大人っぽくなったなあ。宮成商事は安泰だね」

　奏士さんが昔みたいに由朗の頭を撫でる。私たちが兄弟みたいに過ごしていた頃を思いだし、嬉しいような切ないような気持ちになる。

「さて、ここで皆さんに相談です。少しだけ里花とふたりで話したりしたいので、皆さん、見張っていてもらえますか？」

　奏士さんがおどけた様子で言った。

　沙織さんがあははと笑い、功輔さんと門司さんに小突かれている。

「花火を持ってきたのでしたいなあ、と」

　奏士さんの手には手持ち花火のパックがある。ここに来る途中に買ってきたのかしら。奏士さんと功輔さんがこの花火を買っているところを想像したら、少し面白い。

「あらあら、それだったら中庭ですればいいわ。私たちは、リビングにいますし」

　リビングを開け放てば縁側があるのだ。その先は今日私と母が手入れした中庭である。それなりに広いし、隣家とは木立が遮蔽物になるので煙などの迷惑もかかりづらいだろう。

　門司弁護士は先に帰り、沙織さんと功輔さん、由朗が率先して花火をし始めた。私と奏士さんはまず中庭を散歩することにした。三人から私と奏士さんは見えるので、一応監視付きという格好だ。

「あいつら、みんな二十代の大人なのにはしゃいでるなあ」

「私と沙織さんと功輔さんが同い年、由朗がひとつ下ですものね」

　奏士さんが花火をする三人を見やり、おかしそうに笑った。三人は私たちを視界に入れつつも、手持ち花火に夢中だ。由朗と門司姉弟がしっかり会話するのも今が初めてだろうけれど、すでに打ち解けて楽しそうにしている。

「由朗、私が思うよりずっとしっかりしています。宮成の実家に帰らない理由は由朗のこともありましたけど、そんな心配は不要でしたね」

「ああ、由朗の体調面の心配をしている連中がいるんだろう。病気は完治しているって聞いているけど」

「今は通院もしていないくらいなんです。でも、子どもの頃から丈夫な方ではなかったので。それを引き合いに出す人たちもいて」

「あいつは宮成商事を継ぐ覚悟がある。不安視する声なんかそのうち払拭できるよ」

　奏士さんは請け合って、それから私の耳元にささやくように言う。

「それに里花には俺の花嫁になってもらわなければ困る。宮成商事の後継者は由朗に任せよう」

「奏士さん！」

　急な接近に私は慌てて彼から距離を取った。

　夜も気温が下がらないので歩けば暑い。だけど、時折ざっと吹きつける夜風は、清々しい心地だ。昨日までよりずっと心がラク。私は横を歩く奏士さんを見上げた。

「本当にご迷惑をおかけしてすみません」

「迷惑じゃない。好きな女を奪うためならなんだってする」

　そう言って奏士さんはうつむいた。

「こんなことになるなら、アメリカに渡る前に、里花と婚約をしておけばよかったと悔やんでも悔やみきれないよ。結婚の話を聞いたときも、自分の気持ちを整理するので精一杯で、里花の相手がどんな男かを調べたりしなかった。里花があの男に汚されていないということだけが救いだけれど、心は傷つけられている。俺が馬鹿だった」

「奏士さんが気に病むことではないです」

「里花、あらためて言わせてほしい。好きだ」

　奏士さんの言葉に頬が熱くなる。頬どころじゃない。身体中がほてる。

「子どもの頃は妹みたいに思っていた。でも、里花が中学に上がる頃には女性として見ていた。叶うならいつか妻にと思っていた」

「私みたいな……子どもっぽい女をですか？」

「俺からしたら今も昔も変わらず可愛い女性だよ」

　優しい愛の言葉が面映ゆい。だけど、嬉しくてたまらない。私だってずっとずっと奏士さんが好きだった。

「里花、俺はもう間違えたくないんだ。離婚が成立したら、俺の妻になってほしい」

「奏士さん、私は」

「それとも、今、里花の目に見える気持ちは俺の都合のいい勘違いか？　里花にとっては、兄のままか？」

　私は胸を押さえた。

　この愛に気づかれている。由朗が言ったせいじゃない。私の視線や声色、すべてが奏士さんを好きだと語っているのだろう。

　観念して、私はうつむきがちに言った。

「私も……私も奏士さんが好きです。子どもの頃から大好きです。ひとりの男性としてお慕いしています」

　中学生で諦めた気持ちをこうして伝える機会に恵まれるとは思わなかった。

　だけど、あの頃何も知らなかった私と今の私では大きく違う。

「郷地京太と離婚が成立したら、私はバツイチです。離婚歴のある女が三栖家に入るのは……」

「そんなことを気にするのは一部の連中だけだ。うちの家族は他ならぬ里花なら誰も文句なんて言わないよ」

　奏士さんはそう言ってくれるけれど、三栖家の親戚筋はきっとうるさく言うに違いない。それは今まさに新たな船で漕ぎだしたばかりの奏士さんにはマイナスなのではないだろうか。

「奏士さんが好きです。こうして助けてくれて嬉しいし、プロポーズまで。でも今は……」

　言い淀んでしまい、私はそのまま黙った。奏士さんが嘆たん息そくし、私の頭をぽんぽんと叩く。

「わかった。俺が焦りすぎたよ。ごめんな。だけど、プロポーズは取り下げない」

　どこまでも優しい奏士さんに私はまた涙をこらえる。奏士さんは私の顔を覗き込んだ。触れたい、そんな感情が言葉にしなくても伝わってくる。だけど、私たちはまだ触れ合ってはいけない。

「里花、頼みがあるんだ」

「なんですか？」

「子どもの頃みたいに『そうちゃん』って呼んでくれないか？」

　思わぬ申し出に、私はぶわっと赤くなった。そうちゃん。確かに呼んでいたけれど、小学生の頃の話だ。

「そんな……奏士さんは大人の男性で……」

「呼ばれたいんだ。ふたりきりのときだけでいいから。あと、敬語もやめてほしい」

　熱心に言われ、私は恥ずかしさと困惑でうつむいた。熱を測るように両頬に手のひらを当てると、びっくりするくらい熱い。気温のせいだけじゃない。

「嫌か？」

「嫌じゃない……ですけど。そんなふうに呼ぶのが久しぶりすぎて……」

「な、一回だけ」

　低くささやかれ、私はぎゅうっと目をつぶった。小さな声で呼ぶ。

「そうちゃん」

「……ありがとう、里花。今、すごく抱き締めたい」

　我慢をアピールするためか両手を顔の高さに持ち上げ、笑って見せる奏士さん。私は恥ずかしさに耐え、彼を見つめた。

「十年近く離れていたんだ。里花の身辺のこととは別に、俺たちの関係も、もう一度構築し直していこう」

「……はい」

　すると、沙織さんが呼ぶ声が聞こえる。

「社長、里花さん、線香花火しましょう！」

「おい、他の花火、もう終わったのか？」

　奏士さんの問いに、三人が「はーい」と笑顔を見せた。大袋の花火はあっという間に終わってしまったらしい。

「あいつら、まったく」

「行きましょう」

　私はまだ熱い頬を押さえて奏士さんを誘った。




　こうして、私は実家での暮らしをスタートさせた。

　宮成商事にも復職した。籍は抜けていないけれど、名前は宮成里花としたので、多くの社員は私の離婚を悟っただろう。それでいいと思う。

　これは必ず離婚するという決意だ。

　総務部に戻り、懐かしい人たちに囲まれて日々仕事をするのは本当に癒される。

　思えば七ヶ月マンションにひとり縮こまって生きてきた。人間はひとりきりでいると心が固まるのだ。誰かと関わりを持つことで、思考は巡るようになるし、生きることが楽しいと思える。京太のマンションにいた私は、ひとりきりで思考放棄の状態にあったのかもしれない。

　今、息を吹き返した私は、毎日新入社員より夢中になって仕事をしている。

　京太からは驚くべきことにただの一回も連絡は来なかった。奏士さんを訴えるなどととんでもないことを言ってきたというのに。京太の弁護士から、うちの両親に離婚には応じないと連絡が来ている。

　おそらく京太自身は私と離婚してもいいはずだ。

　ただ彼は両親に逆らえない。彼の両親は離婚を外聞が悪いと思うだろうし、宮成家の血筋にはまだ用がある。私に逃げられるわけにはいかないのだ。

　奏士さんはあれから毎日のように連絡をくれる。直接会いにくるのは控えて、スマホで通話したりメッセージを送り合ったりしている。

　代わりに沙織さんがしょっちゅう様子を見に来てくれていた。沙織さんと功輔さんは私の離婚のために京太の愛人関係や素行を調べてくれているし、門司弁護士は離婚に向けて進めてくれている。

　しかし、京太側がなかなか折れない様子なのは、話を聞くとわかる。

　多くの人が私のために動いてくれている。離婚において弁護士が間に入っているなら、ある程度任せた方がいいのはわかる。だけど、このまま私は待っているだけでいいの？

　そもそも私は、この期に及んで連絡ひとつしてこない京太に怒りを覚えていた。

　それこそ弁護士に止められているのかもしれないが、それで結婚生活を継続するつもりなら、やはり彼の傲慢な考え方は変わっていないのだ。

「里花さん、今日は社長からのプレゼントです」

　その日、沙織さんが持ってきてくれたのはマンゴーがたっぷりのったレアチーズタルトだ。

「すごい」

「本当は奏士社長も、里花さんと一緒にお茶をしたいと思います。まあ、代理で私がいただいちゃうんですが」

　天気の良い土曜の午後だ。私と沙織さんは木陰のテラスでタルトとアイスティーを楽しんだ。

「沙織さん、お仕事があるのに、厄介事をお願いしてしまいすみません」

「ああ、いえいえ。私と功輔は、父のコネで三栖グループに入れてもらえ、さらには奏士さんのもとで多くの経験をさせてもらっています。このくらいじゃ、社長へのご恩返しに入りませんよ」

「アメリカにいる頃からですよね」

「ええ、私と功輔はあちらの大学を出てそのまま。社長の手腕はすごいですよ。向こうは企業のトップに若者も多いですけど、社長はそういった環境が合ったみたいですね。日本にいるより、良かったとご自分でも言っていました」

　奏士さんは自分が次男だから、外側から三栖グループを支える道を選んだのだ。そして、今、三栖の一翼を担うために日本に戻ってきた。本当にすごい人なのだと今更思う。

「ちなみにアメリカではとんでもなくモテてました。だけど、ほとんど見向きもしなかったんじゃないかなあ。……それって、里花さんの存在があったからなんですね」

　どきんとした。奏士さんほど素敵な男性を、女性たちが放っておくわけはないと思っていたけれど。

「社長のお気持ち、信じてあげてくださいね」

　沙織さんの言葉に照れくさくてうつむく。すると、私の横に椅子を運んできたのは由朗だ。

「俺も参加していい？　美味しそうなタルトだなあ」

「あら、由朗さん。今日はお出かけじゃなかったんですか？」

　先日の花火からすっかり打ち解けたようで、沙織さんが気軽に会話する。

「伯父たちのゴルフに付き合ってね。早朝からだったから、割と早く終わったよ」

「由朗……伯父さまたちに何か言われてはいない？」

「ああ。姉さんは気にしなくていい。あの人たちはいつも言いたいことを何も考えずに口にする。俺たちは本家を守っているし、宮成商事も好調だ。文句は言わせないよ」

　頼もしい由朗に、やはり私は凝り固まった考えでいたのだなと痛感した。

「由朗さん、格好いいこと言うんですねえ。でも、ちょっとシスコンかしら」

　沙織さんがからかうように言い、由朗がにやっと笑って返す。

「沙織さんだって功輔くんにべったりじゃないか。ブラコンなんじゃないか？」

「功輔が私にべったりなんです。双子ですからしょうがないですけど」

　ふたりのやりとりを見ていると、それだけで心があたたかくなる。ふふと笑ってしまうと、由朗と沙織さんが私の顔を見た。

「やっぱり里花さん、おうちに戻って表情がやわらかくなってますね」

「姉さんが昔みたいに笑ってくれて嬉しいよ」

「そう？」

　私は両の頬を押さえた。

　私はやり直せる。ここからもう一度。私には家族がいて、大事な人たちがいる。自分を大事にしないことは、私の大事な人たちを傷つけること。もう間違えない。




　沙織さんが帰っていき、私は由朗と中庭の草木に水やりをした。シャワーをあび、部屋に戻ると、スマホにメッセージが来ていることに気づいた。

「京太……さん……」

　郷地京太のアイコンにメッセージのマーク。私はタップし、メッセージを開く。

【里花、元気にしていますか】

　いきなり私を気遣う文面に面食らう。メッセージは続く。

【一度ふたりで話をしたいと思っています。俺たちのこれからについて】

　これから……関係の再構築ならもう話すことはない。離婚に向けてなら話すことはあるけれど、おそらくもう私と京太ふたりでは話さない方がいい。お互い、弁護士を挟んで話し合うべきだ。

【どうか明日の十五時、アーバンコンチネンタルホテルのラウンジにひとりで来てくれないか。里花が望むなら離婚も視野に入れて話し合いをしたいと思ってる】

　離婚……。

　離婚に応じないと言っていた京太が、考えてくれると言っている。

　もしかすると、京太は両親の庇護から抜けだす覚悟を決めたのかもしれない。摩耶さんとお腹の子のために、私と前向きに離婚の話し合いを持ってくれるのかもしれない。

【俺の女性関係などの話もするだろう。そちらの弁護士には知られたくないし、穏便に話を進めたい。どうか、里花ひとりで来てほしい】

　私は少し迷い、返信した。

【わかりました。伺います】










決着




　奏士さんと門司弁護士には連絡をした。京太と会ってくる。ホテルのラウンジだから、何かあっても人の目がある。ふたりきりでも問題ない。

　奏士さんは門司さんの同行を勧めたけれど、私は断った。京太は歩み寄ろうとしてくれているかもしれない。愛人問題を隠している京太だ。私が門司弁護士を連れていったら腹を割って話してくれるとは思えない。

「夫と話す最後のチャンスかもしれないんです」

　心配して電話をくれた奏士さんに私は訴えた。

「縁あって一緒になった人です。こうなってしまったけれど、最後はお互いに納得して別れたいんです」

　京太は私に気持ちはない。私も彼に気持ちはない。互いの条件さえ合えば、離婚は叶うのだ。

『わかった。でも、くれぐれも油断しないようにしてくれ。向こうの気持ちが本心かわからないし、離婚に応じるとしても有利に進めたいと思っているはずだから』

　奏士さんは、一応は納得してくれた。何かあったら近くに待機している功輔さんに連絡するのが条件だ。

『俺もいつでも行けるようにはしておく』

「奏士さん、ありがとう。離婚に向けて話してきます」

　自分自身のためにも、待っていてくれる奏士さんのためにも、私は京太と離婚する。




　決意を新たに、私は京太に会うため、アーバンコンチネンタルホテルにやってきた。京太と住んだマンションを出てひと月近くが経っている。

　先に到着したのは私だ。席は取ってあるそうで、案内された窓辺の席で紅茶を飲んで待った。

　緊張していた。最後に会ったときは、諍いさかいをして別れた人だ。さらに、京太は奏士さんと私の関係を訴えるとまで言っている。

　もちろん、ここに呼びだしたのが建設的な離婚の相談なら、京太はきっと目を覚ましてくれているのだ。いつまでも気持ちのない結婚生活を続ける無意味さから。

　紅茶を一杯飲み終わる前に京太が姿を現した。

「里花」

　せかせかと足早に近づいてくる姿は、これから腰を据えて話し合いといった様子ではない。何かあったのかしら。

「京太さん」

「すまないが、場所を移したい」

「あ、はい」

　首をかしげる私に、京太はきょろきょろと辺りを見回して言う。

「ロビーで仕事の知り合いと会ってしまった。このラウンジを利用するかもしれない。込み入った話を聞かれたくないんだ」

「それなら……」

　東京駅に近い立地だ。同じようにラウンジを利用できるホテルはいくつもある。名前をあげようとしたら、手首を掴まれた。

「上に部屋を取ってある。そこで話そう」

「え？」

　私の疑問の声を無視して、京太は大股で歩きだす。エントランスを横切りエレベーターホールへ向かう。

「京太さん？　お話なら、別な場所で」

「里花は俺と離婚したいんだろう。話をすぐに済ませてやりたいのは俺も同じ気持ちだ。頼む、ついてきてくれないか？」

　京太は依然焦ったような口調だった。額は汗ばみ、視線はせわしなくあちらこちらをさまよう。

　確かに妻との離婚の話し合いを取引先の人間などには見られたくないだろう。彼は郷地の跡取りなのだ。

　離婚に前向きな様子を見せてくれてはいる。ここは信頼して、素直に従うことにした。

　エレベーターで移動し、入ったのはツインルーム。

　なんとなくおかしいという違和感はこのとき感じた。知り合いに会って急いで部屋を取ったということ自体が妙ではあったけれど、ツインルームに言い知れぬ不快感を覚えた。

　ここはアーバンコンチネンタルホテル。日曜の午後に、思い立って部屋が取れるだろうか？

　見られたくないにしても、部屋を取る手間より他のホテルのラウンジなどに移動した方が早い気がする。

「京太さん？」

　室内に入り、思わず不安で彼の顔を見た。

　次の瞬間、京太が私のハンドバッグを取り上げ、バスルームに投げ込んだ。がこんという音から浴槽に水が入っていないことはわかった。単純に私から連絡手段を遠ざけただけだ。

　慌てて取りに行こうとすると、京太の腕が私を捉えた。

　小柄な私は軽々持ち上げられ、ベッドに放り投げられる。スプリングで弾む間もなく、京太が圧しかかってきた。

「京太さん！　何をするんですか!?」

　叫ぶ私は京太の身体の圧迫で、それ以上言葉を発することができなくなった。腹と胸を押され、息すらろくにできず喘ぐ。京太が憎々しげに見下ろしている。

「諦めろ」

「……な……にを」

「おまえはここで俺と子どもを作るんだ。妊娠するまで、ここから逃がさないからな」

　ぞっと背筋が凍った。騙されていたのだ。最初からこれが目的で呼びだしたのだ。離婚の話し合いに応じるふりをして……。

「やめ……やめて……ください！」

　精一杯声を出すけれど、圧迫され大きな声が出ない。必死に手足を振り回し抵抗しても、非力な私は簡単に押さえ込まれてしまう。

「あの男……三栖奏士はおまえが俺と寝てないことに価値を置いているだろう。俺に抱かれて子を孕んだと知ったらどうなるかな。おまえを離婚させるなんて言わなくなるんじゃないか？」

「奏士……さんは……関係ありません……私があなたと……もうやっていけないだけ」

「おまえは俺の子を産むしかないんだよ！」

　シャツの襟を乱暴にはだけられ、ボタンがいくつか飛んだ。どうしよう、このままでは身体を自由にされてしまう。こんな乱暴で妊娠してしまったら、子どもはどうなるだろう。不幸な子だ。今度こそ私は逃げられなくなる。

「いい加減、ご両親の言いなりになるのはやめてください！」

　京太の身体を押しのけるため、腕をつっぱり必死に叫んだ。

「あなたはお義父さんとお義母さんの言いつけに従うことしかできない子どものままだわ！　私なんか抱きたくもないくせに！」

「うるさい、黙れ！　男は嫌いな女でも抱けるようになってるんだよ！　ひどくされたくなかったらおとなしくしてろ！」

「離して！」

　私は思い切り京太の胸を叩いた。たいしたダメージにならなくてもいい。涙の滲んだ目で睨みつけ怒鳴った。

「これで妊娠したらあなたみたいな子どもがまた増える！　摩耶さんの産む赤ちゃんはこの先どうなるの？　私が産まされる赤ちゃんはどうなるの？　子どもはあなたやあなたのご両親の都合のいい道具じゃない！」

　京太が怯んだような顔をした。私は渾身の力で京太を押し、叫んだ。

「あなたみたいな可哀想な子どもを増やさないで！」

　その言葉に明らかに京太の拘束が緩んだ。表情に狼狽が見て取れる。

　ドアがけたたましく叩かれる音が聞こえ始めた。

「里花！」

　廊下から切羽詰まった声が聞こえてくる。

「郷地京太！　ここを開けろ！　里花を返せ！」

　奏士さんの声だ。京太も私も激しく叩かれるドアを見つめた。そのときには京太の手はすでに緩んでいた。

　観念したのか京太が私の上から退いた。のろのろとドアに向かい鍵を開ける。

　すると、奏士さんと功輔さんが飛び込んできた。

「里花！」

　奏士さんが駆け寄ってきて、いまだベッドの上の私を抱き寄せた。誰憚ることなく、力強く。私も安堵からつい彼の腕の中に飛び込んでしまった。

「奏士さん！」

「郷地京太！　おまえ！」

　奏士さんがすぐに顔を上げ、怒りの形相で京太を睨みつける。今にも飛びかからんばかりの彼に、私は咄嗟にすがりついた。

「奏士さん、大丈夫！　何もされてないから！」

「離すんだ、里花。おまえが庇う必要はない！」

　そこに開け放たれたドアから人影が飛び込んできた。京太の前に立ち、庇うように両手を広げたのは摩耶というあの女性だ。

「申し訳ありません、奥様！　どうか、お許しください！」

　あの高慢な彼女とは思えない。必死の様子で、京太を背中に庇う。

「摩耶、おまえどうしてここに……」

　京太はいっそう驚いた様子で、恋人を自分の方に振り向かせた。

「どうしても、黙って見ていられなくて……。やっぱりこんなことはいけません」

「だって、おまえは……」

「京太さん、ごめんなさい。お腹の子は諦めます」

　そう言って摩耶さんは泣き崩れた。京太も泣きそうな顔をしてその場にへたり込んだ。

「どういうこと……？」

　私は立ち上がり、奏士さんに支えられながら京太に歩み寄る。

　お腹の子？　摩耶さんは京太が私を軟禁するのを知っていた？

　京太がうつむき、かすれた声で告白する。

「宮成家から里花との離婚の話が出て、うちの親が態度を変えた。摩耶を職場から解雇して、俺と里花の結婚生活を壊したことについて損害賠償を請求するって。お腹の子も堕ろせ、と」

「ひどい……そんなの……」

　京太の愛人を容認しながら結婚させたのはあの人たちだ。摩耶さんの妊娠だって、渋々ではあるけれど認めていたはずなのに。摩耶さんひとりを悪者にするつもりなのだ。

「損害賠償請求を撤回し、お腹の子を許してほしいなら、里花との間にすぐに子どもを作れ。離婚を阻止しろ。そういうふうに言われて……」

　そのときを思いだしているのか京太は屈辱の表情をし、拳を握る。それから言った。

「だけど、俺が馬鹿だった。こんなこと異常だ。犯罪だ。すまない、里花。すまない、摩耶」

　実の息子すら、命令で縛り操ろうとするなんて、それはもう同じ人ですらないのかもしれない。膨れ上がった欲望の塊だ。

　京太にたった今されたことを容認はできないし、境遇を同情してやることもできない。だけど、言うべきだと思ったから私は口にした。

「京太さん、ご両親から離れた方がいい」

　私は震える声で続けた。

「大変かもしれないけど、摩耶さんとお腹の赤ちゃんと生きていく道を探った方がいいと思います」

「……さっき、里花に言われてハッとした。俺は、あんな親になりたくないのに、不幸な子どもを作ろうとしている。……情けない。ずっと親の言う通りに生きてきた俺が間違っていた」

「奥様、申し訳ありません。お腹の子可愛さに、京太さんがあなたに何をしようとしているか知っていながら黙認しました。私が悪いんです」

　摩耶さんがほとんど土下座のような格好で私に謝る。

　功輔さんが口を開く。

「この人、ずっとロビーをうろうろしていたんで、俺が連れてきました」

　功輔さんは京太の愛人たちについて調べていた。摩耶さんの顔も知っていたのだろう。事情を聞くためか、重要な共犯として連れてきたのかもしれない。

「郷地京太、俺はあなたを許せない」

　じっと黙って、怒りに耐えていた奏士さんが、ふたりを見下ろし厳しい口調で言った。

「今日まで里花を苦しめ続けてきた。さらには自分の保身のために里花を襲った。許しがたい」

「三栖社長……あんたは里花が好きなんだろう」

「ああ、子どもの頃からな。だが、あなたに勘ぐられるような関係ではない。里花はあなたみたいな夫でも、婚姻関係がある以上はと俺を近づけなかった」

　奏士さんは言葉を切って、それから厳しい表情のまま続ける。

「今回の件で、郷地物産の現社長が人間的に信用のおけない人物であることはよくわかった。俺は、父と兄に郷地物産との取引を停止するよう進言するつもりだ」

　奏士さんの言葉に、誰もが息を呑んだ。

　三栖との取引がなくなるというのは、利益的にも郷地物産には痛手だ。さらにその理由についても、虚実の垣根なく噂されるだろう。郷地物産の信用はがた落ちとなる。

　奏士さんはわずかに口調をやわらげ、言った。

「あなたのご両親への制裁にはそれで充分にはならないか？……あなたは恋人とお腹の子と早々に沈む船から逃げだせばいい」

「京太さん」

　摩耶さんが涙目で京太を見つめる。京太は頷き、私たちに頭を下げた。

「そうします。里花、本当にすまなかった」

　私は京太の前に立った。一発殴ってやろうかとも思ったけれど、非力な私では無駄だし、そんなことしたこともないので無茶はやめておく。かわりに笑って、夫だった人を見上げた。

「京太さん、私と離婚してください。ここでちゃんと区切りをつけましょう」

「里花……俺は」

「私たち、夫婦になるべきではなかった。だけど、今ならやり直せます。別々の道を行きましょう」

「ああ。里花、長い間苦しめてすまなかった」

　京太と摩耶さんは頭を下げて帰っていった。

　すべてが終わると途端に目め眩まいに襲われた。足元から力が抜ける感覚がして、よろけてベッドに腰かけてしまう。

「里花、大丈夫か？」

「奏士さん、ちょっと目眩がしただけです。ふたりとも、助けに来てくれてありがとう」

「功輔がすぐに連絡をくれた。ずっとロビーに張り込んでいた」

「近くにいるとは伺ってましたけど、同じホテル内にいらしたんですね」

　ラウンジはオープンスペースでもあるので少し離れたところでも動向は探れる。連絡しないでも部屋まで駆けつけてくれたのは功輔さんのおかげだ。私が席を立った時点で奏士さんに連絡をしたのだろう。

「里花さん、今、沙織が着替えを持ってきますので」

　功輔さんに言われ、私は自分がボタンの飛んだシャツを着ていることに気づいた。

　確認したら、今更手が震えてきた。すべて終わったことだけれど、あの瞬間の恐怖と絶望が蘇ってくる。全員のために、何事もなくてよかった。

「……もう、抱き締めてもいいな」

　奏士さんが私の背に腕を回し、腕の中に閉じこめた。きちんとした抱ほう擁ようは先ほどに続き、二度目だ。

「奏士さん、あの」

「これは、功輔に里花の胸元を見せないためだ。深く考えるな」

　そんなふうに軽口を言うのだから、私も笑ってしまった。手の震えが少しマシになった気がする。

「社長の大事な女性をじろじろ眺めませんのでご安心ください」

　功輔さんが呆れたように言った。




　京太との離婚が成立したのは翌週のことだった。

　弁護士同士が話し合い、双方合意のもと、離婚届を記入した。決まればとても早く、スムーズだった。

　京太は両親には一切報告せずに離婚届を記入したという。それは京太の決別を意味しているのだろう。

　義両親からはうちの両親のもとへ直接抗議の連絡が来たけれど、当人同士が弁護士を通して話し合ったあとのこと。彼らが口を挟む余地はなかった。そして、義両親は近く知ることになる。郷地物産が大きな取引先を失う事実を。

　ともかく、受け取った離婚届を私が区役所に提出しに行き、八ヶ月の結婚生活は幕を閉じた。




　その週の土曜、私はお台だい場ばの公園で沙織さんと散歩をしていた。

　暑い夏の海辺。風は気持ちいいけれど、とにかく日差しが強い。私も沙織さんもつばびろの帽子をかぶり、日焼け止めもばっちり。手にはすぐ近くの売店で買ったソフトクリーム。

「慰謝料も、財産分与もなしで本当によかったんですかぁ？」

　沙織さんが私の隣でソフトクリームを食べながら尋ねる。私は自分のソフトクリームを手に、苦笑いする。

「ふふ、沙織さんのお父様にも怒られちゃった」

　私は金銭的にはほとんどの請求をしなかった。引越し費用と、門司弁護士の費用を京太に払ってもらっただけで、離婚届に判を押した。それで充分だった。

「いいんです、お金は。あちらの弁護士さんから聞きましたけど、京太さん、郷地物産を辞めて摩耶さんのご実家のある富と山やまへ行くそうです。あの人、我儘なお坊ちゃんだからきっとこの先お金に苦労すると思います。今あるものを大事に使ってもらわないと、産まれてくる赤ちゃんが可哀想」

「里花さん大甘。甘すぎ」

　沙織さんがぶーっとふくれて見せる。

　そこに奏士さんと功輔さんがやってくるのが見えた。近くの駐車場に車を停めて歩いてきたのだろう。仕事が片付き次第、合流するとは言われていた。

「里花、沙織。あまり日向にいると熱中症になるぞ」

　奏士さんが私の顔を覗き込む。そのまま私の手を掴み、顔の高さに持ち上げるとソフトクリームをぱくっと口にした。

「溶けて垂れそうになってた。許してくれよ？」

　口元を拭って笑う奏士さん。そんな姿に胸が高鳴った。

　私と彼の間に障害はもうない。なにひとつないのだ。

　恋をしてもいい。キスをしてもいい。

　法律上約三ヶ月経てば、結婚することも可能だ。

　そんな自由が清々しく、同じくらい不安で足場が揺らぐのを感じた。

「奏士社長、里花さん、俺と沙織は実家に行く用事があるので」

「あとはおふたりで～」

　功輔さんと沙織さんはそう言って去っていった。最初からこうして私と奏士さんをふたりきりにするつもりだったのだろう。

「どこかでお茶にしようか」

　奏士さんに言われ、ソフトクリームを食べ終わった私は答える。

「身体が冷えてしまったので、もう少し散歩したいです」

　海岸線の道、木陰になっているところを選んで歩いた。風が髪を乱す。この長い髪も少し切ろう。心機一転、いろんなことを変えていこう。

「子どもの頃さ、いつのパーティーだったか忘れちゃったけど、里花と由朗と三人で抜けだしたの覚えてる？」

「抜けだした……何歳頃のことですか？」

「確かお台場のホテルだったよ。どこかな。今はもう名前が変わってるかもしれない。俺は小学校高学年くらいで、里花と由朗は幼稚園の年長とか年中とかそのくらいだったと思う。パーティーに飽きて、中庭からこっそり海まで来たんだよ。三人で夜の海を眺めて、由朗が暗くて怖いって泣いてさ」

　私はなんとなくそのことを覚えている気がした。はっきりしない思い出だけど、奏士さんが由朗をおぶって歩いていた映像だけが脳裏にある。

「奏士さんは私と由朗にキャンディをくれましたね。由朗はそれで泣きやんで」

「そうそう。里花は今みたいに静かに東京湾を眺めてた。『そうちゃん、人魚っているのかな』って聞くから、俺は真面目に『いないよ』って答えた。そうしたら、言うんだ。『良かった。それじゃあ、王子様と結婚できなくて泡になっちゃった女の子はいないんだね』って」

　ああ、そういえばそんなことがあった。潮風を浴びていると、あの晩の幼い私が蘇ってくる。

　私は奏士さんを見ずに答えた。

「あの頃私は、恋が叶わなかった女の子はみんな泡になって消えてしまうのだと思っていました。それは人魚だけよって母に言われて、それなら人魚姫は可哀想だって」

　だけど幼い私は同時に思ったのだ。大好きな人と一緒にいられないなら、それは死んでしまうのと同じなのではないかしら。人間でも人魚でも、きっとどうしようもなく悲しくて命が絶えてしまうのではないかしら。

「私、あの頃にはもう奏士さんが好きでした」

「うん」

　奏士さんが頷く。それから私の手を取り、ぎゅっと握った。

「里花、来週からしばらく、俺はまたアメリカに行く。……ついてこないか？」

　私は奏士さんを見上げる。奏士さんの黒こく曜よう石せきのように美しい瞳が私を捉えている。

「行けません」

　奏士さんの真心に応えるために、私もまた真剣に答えた。

「離婚したばかりの私が、早々に奏士さんのもとへ行けば、世間の人はなんと言うでしょう。あなたにあらぬ噂を立てたくない」

「気にしなくていい。いずれは俺の妻になるんだ」

「あなたが好きです。だけど、今は行けません。……私は、やっと自分の意志で歩き始めたばかりだから」

　奏士さんの表情が変わった。私は微笑み、大好きな人を見つめる。

「家と家を繋ぐため、宮成商事のため、黙って嫁ぐのが私の仕事だと思っていました。だけど、結婚に失敗して考えが変わりました。自分の力で歩こうとしないと、未来は引き寄せられない。流されるままでは幸せになれない」

「……俺が幸せにすると言っても？」

　そう微笑み返した奏士さんは、もうすっかり私のことを理解した顔をしていた。

　私の気持ちを、この優しい人は汲んでくれる。だからこそ、私は力強く答えた。

「日本で、宮成商事で、しばらくは一生懸命仕事に取り組んでみようと思います。ひとりの人間として自立したい。父の会社ではありますが、今まで諦めてきたことをやってみたいんです」

　女性は嫁いで幸せになるという一族の価値観の中で生きてきた。そのため、できることの多くを見逃してきた気がする。

　仕事もそうだ。後継者の由朗を差し置いて頑張ってはいけないと思ってきた。でも、それは由朗に失礼なことだと今更ながら気づいた。由朗はそんなに弱くない。

「それに、今までしてこなかったことも、チャレンジしたいんです」

「たとえば？」

　奏士さんが楽しそうに聞き返してくれる。私は胸を張って答えた。

「筋トレとか、デカ盛りメニュー挑戦とか、登山とか。旅行もしてみたいです、ヨーロッパやアメリカは家族旅行で行ったことがありますけど、アジア諸国やアフリカ大陸には行ったことがないので」

　私の宣言に、奏士さんが声をあげて笑った。

「里花って結構アクティブだったんだね」

「家に閉じこもりの生活をしていたもので。反動ですかね」

　私は立ち止まり、奏士さんを見上げる。彼もまた私に向かい合う。強い風が吹きつけ、帽子が飛びそうになるのを咄嗟に両手で押さえる。長い髪がぶわっと巻き上げられた。

「里花、好きだよ」

　奏士さんの告白は、やわらかく私の耳をくすぐる。心を甘くとかす。

　だから、今はこの人に甘えない。

「奏士さん、私も好きです。自分ひとりで立てるようになるまで、待っていてもらえますか？」

「いくらでも待つよ。十年前、里花を諦めたことと比べれば、こんなことなんでもない」

　そう言って、奏士さんは腕を伸ばし、私を抱き寄せた。

　熱い温度、彼の香り。私はきつい抱擁に窒息しそうになりながら、そっと自らの手を彼の背に回した。

「そうちゃん」

　ささやくと、抱擁がさらにきつくなった。

「里花、嬉しいけどこのタイミングは反則。さらってしまいたくなる」

「それは困ります」

　そっと身体を離し、見つめ合う。彼は優しい目をしている。子どもの頃から変わりない、私を慈しんでくれる瞳。

　いったいいつから彼の目には恋が宿っていたのだろう。私が早く気づけば、私が先に伝えれば、こんな遠回りはしないで済んだ？

　いや、今の形でいい。有るがままの現在を受け入れ、その上で私はひと回りもふた回りも成長したい。

　奏士さんの顔が近づき、私たちの唇はやわらかく重なった。

　私たちの最初のキス。きっとこれから、何度だってすることになる。そう信じて彼を見送りたい。

　短いキスを終え、私たちは並んで歩きだした。冷たい飲み物で休憩できる場所を探して。




　奏士さんが、再び渡米していったのは翌週のことだった。










半年が過ぎて




　午前中、宮成商事総務部のオフィスは忙しい。今日は来客の取次が多く、応接室、会議室の準備、お茶出しなどの対応に追われている。社内の提出書類の締め切りも今日なので、取りまとめをしている私は、あっちもこっちも仕事だらけでバタバタしていた。

　宮成商事の総務部は総勢十名。二名の女性社員が交代で受付業務をし、他のメンバーはそれぞれ総務業務、渉外業務、人事業務、内部監査業務などを担う。それなりの規模の会社としてはかなり少数精鋭だ。一人ひとりの仕事が多い。

　しかし、宮成商事は由緒ある企業でありながらも、ほど良くアットホームな会社だと私は思っている。今の総務部も、皆仲が良く、他の職群でも手伝い合って業務を進めているのだから。

「姉さん」

　忙せわしない空気のオフィスに入ってきたのは由朗だ。スーツのジャケットに営業バッグ、これから外出といった雰囲気だ。

「悪い、姉さん。夕方から夜の社長のアポイントをずらしてもらえるか？　詳細メールしてあるから」

　由朗は社長である父の補佐をしている。肩書は専務だけれど、ほぼ秘書のような仕事だ。

「ええ、さっき送ってくれたメールを見たわ。十七時に大おお宮みやで打ち合わせ終了、十八時に『エヴァンス国こく際さいホテル』だと少しタイトね」

「十五分ずらしで頼む。失礼がないようにうまくやってよ。姉さん、今英語勉強中でしょう」

「そうだけど。……まあ、頑張るわ」

　父のアポイントの相手はシンガポールの製鉄メーカーの取締役。会話はすべて英語だ。父と由朗なら、由朗が英語を話せるので問題ない。

　私はこれから相手の秘書に連絡を取り、アポイントをずらさなければならない。もちろん英語で。

　現在私はビジネスイングリッシュを勉強中だ。文法や単語は学校でやっているからなんとなくわかるけれど、実際の会話となると難しい。

　お客様の方もまったく日本語がわからないわけじゃないけれど、そこに甘えないようにしないと。

「奥様もご一緒に来日されてるし、会食に同席されるからお詫びかたがたお花も用意してくれると助かる」

　由朗が言うので私は微笑んだ。

「お花はホテル側に手配済み。あと、由朗、これを持っていって。かんざしと櫛よ。奥様、日本文化がお好きだそうだから、お土産に」

　用意しておいた紙袋を手渡すと、由朗が感嘆の息をついた。

「姉さん、さすが」

「お褒めにあずかり光栄です」

「アポイント、上手にずらせたら、もっと褒めるよ」

「プレッシャーかけないで」

　胸を押さえて眉をしかめる私に、由朗は笑いながら総務のオフィスを出ていった。

「里花さん、今日お忙しいのに大変ですね」

　横の席から後輩の女子社員に言われる。確かに英語を使う仕事は、まだ自信がない。空いたときに由朗や沙織さんにも教えてもらってはいるけれど。

「たぶん、由朗なりのテストなんだと思う。ビジネスで英語を使えるかなっていう。頑張るわ」

「里花さん、頑張って。私、隣で聞いてますからね」

「わあ、だめ。プレッシャーになっちゃう」

　後輩とふたりで笑い合う。

　離婚から半年と少しが経った。私は宮成商事の総務部にすっかり腰を据え、毎日楽しく働いている。新入社員として一から仕事を覚え直し、なんでも率先して取り組んだ。わからないことはどんどん聞き、駄目なところは遠慮なく叱ってもらった。

　宮成家の令嬢という扱いを社員の誰もが簡単には変えられない。それなら、私が変わるしかない。私はこの会社の戦力で、皆と一緒に会社を発展させていきたいという姿勢を見せるしかない。

　アポイントの変更は、何度かつっかかりながらもどうにかできた。電話を切ったあと、「ああ、あんな言い回しをしてしまった」とか「あの言い方で意味が通じたかしら」など不安になって、すぐに由朗にメールしてしまったけれど、その晩の会食はつつがなく済んだそうだ。

　まだまだできることはたくさんある。もう少しで二十六歳。もっと成長していかなくちゃ。




「はい、じゃあかんぱーい」

　由朗の音頭で私と沙織さんはジョッキを合わせた。中にはレモンチューハイ。ジョッキのぶつかる小気味いい音が響き、私たちはいっせいに冷たいアルコールを体内に流し入れる。

　二月の寒い日だけれど、仕事終わりに飲むチューハイは美味しいのだと、私は最近知ったばかりだ。今日は三人で居酒屋に来ている。

「適当に頼んじゃうからね。里花さん、鶏のナンコツでしょ」

「うん、ナンコツ大好き。こんなに美味しい物をこの年まで知らなかったなんて損してたわぁ」

「姉さん、大袈裟。まあ、居酒屋自体、俺と沙織ちゃんと来るまで来たことなかったんだもんね」

　由朗に言われ、私は頷いた。仕方ないじゃない。女子大時代も、家と学校の往復で、友達と行くのはカフェくらい。バーは行ったことがあるけれど、こういう大衆居酒屋には来たことがなかった。

「居酒屋っていいね。ナンコツとレモンチューハイが美味しい。あと、きゅうりの一本漬けとか、ホッケの塩焼きとか……」

「ふふ、里花さんに色々教えたのは私。里花さんの色んな初体験を知ってるのは私。奏士社長に勝ったわ！」

　沙織さんがわははと豪快に笑う。

　そう、奏士さんが功輔さんを伴って渡米し半年。日本のオフィスに残った沙織さんは、私のいい友人になってくれた。居酒屋もそうだし、ありとあらゆる体験を由朗と三人でしている。

「この前、沙織ちゃんと高たか尾お山さんに登ったのはどうだった？」

「私、全然体力なくて……情けないけど帰り道はロープウェーを使ったわ」

「でも薬やく王おう院いんも、その先の頂上も頑張って行ったじゃない」

「沙織さんが手を繋いで引っ張ってくれたから行けたの。体力作りしなきゃ、もっと高い山には登れないね」

　由朗が笑う。

「もっと高い山って……。そのうち、世界の山を制覇するとか言いだしそう。姉さん、真面目だから」

「そんなビッグマウスたたけないわ。情けなくて」

「まあまあ、今度ボルダリングもしてみるんでしょ。私も初めてだから、一緒にがんばろ、ね？　あ、由朗さんも一緒に行く？」

「ついでって感じで誘うなよ。まあ、ふたりで行ってきてよ。俺は感想を聞く係」

　端はなから参加するつもりのない由朗に、私と沙織さんは顔を見合わせた。

「由朗ってこういうところヒヨるのよね」

「この前のバケツパフェチャレンジも、最後は私と里花さんで頑張ったもんねえ」

　先日、三人でバケツサイズの超ビッグパフェという触れ込みのパフェを食べてきたのだけれど、由朗は半分にも届かないうちにギブアップしたのだ。

「あれはお腹冷えたね。でも、沙織さんのラストスパートすごかったぁ」

「里花さんも思ったより全然食べるんだから驚いちゃった。奏士社長、里花さんのそういうところ、あまり見てないだろうから、すっごく優越感」

　沙織さんはいつも話題に奏士さんのことを出してくれる。離れている私が寂しくないように気遣ってくれているのだと思う。

　奏士さんは渡米から半年、一度も帰国していない。

　連絡はスマホで取り合っているし、週に一度は通話で声を聴いている。だけど、実際に会えないのはちょっと寂しい。

　彼についていかないと決めたのは私だ。

　好意は伝え合ったけれど、交際の約束はしなかった。

　だから彼を縛れないし、我儘も言えない。そんな私の心中を知っているのか、奏士さんは頻繁に連絡をくれ、花や靴などのプレゼントも送ってくれる。

　メッセージはいつも優しいし、電波に乗って耳に届く甘い声はいつもとろけるほど愛情に満ちている。

「あ、噂をすれば奏士さんだわ」

　私はスマホの振動でメッセージに気づく。向こうは朝のはず。

「えーと、【功輔と朝食です】だって。ほら、ふたりでサンドイッチ食べてる」

　由朗と沙織さんに液晶画面を向け、送られてきた写真を見せる。写真はラップサンドをかじる奏士さんと功輔さん。自撮りしたようだ。

「この角度だとふたりとも子どもっぽい顔してるね」

　画面を見せながらにこにこしていると、由朗と沙織さんがにまっと笑った。

「里花さん、もう一個メッセージ来てるよ」

「え」

　慌てて画面を自分の方に向けると奏士さんからの続きのメッセージ。

【早く、里花と朝ごはんを食べられるようになりたいです。愛してるよ】

　私はぶわーっと耳まで熱くなるのを感じた。奏士さんからの愛の言葉を由朗と沙織さんにまで公開してしまった。

「奏士くんと姉さん、可愛いメッセージ送り合ってるね。中学生みたい」

「いやあ、ラブラブであてられちゃいましたわぁ」

「わ、わすれて！」

　慌てる私のスマホを由朗が取り、勝手にカメラを起動させた。

「ほら、沙織ちゃんも寄って。三人で飲んでるところを奏士くんに送ってやろう」

「そうね、羨ましがらせちゃおう！」

　私たちは笑いながらジョッキを手に写真を撮った。私の顔はまだ真っ赤だったと思うけれど、お酒のせいってことにしておこう。




　沙織さんがビッグニュースを持って現れたのは翌週のことだった。

「里花さん、奏士社長が一時帰国します。なんと明後日！」

　ランチタイムの宮成商事の総務部オフィスに現れた沙織さんは上機嫌だ。たまにこうして来客扱いでやってくるので、オフィスの人間は誰も不審には思わない。しかし、私は沙織さんの言葉に目を見開き素っ頓狂な声をあげてしまった。

「え!?　うそ！」

　変な声が出てしまった口を押さえ、慌てて周囲をキョロキョロと見回す。ランチタイムなので、ほとんどの社員が出払っていてよかった。沙織さんとの会話も聞かれずに済みそうだ。一応、声をひそめて尋ねる。

「そんなに急に何かあったの？」

「そう、うち、三栖ビジネスソリューションズでトラブルがあったせい。さっき決まったの。緊急帰国なので、あまりおめでたくはないけど、たぶんひと月ほど日本にいるから」

　奏士さんが帰ってくる。そのことに私の胸はとくとくと早鐘を打ちだした。もう少しで会える。

「奏士さん、忙しいのね、やっぱり」

　浮かれないように自分を律して口にする。沙織さんが苦笑いして答えた。

「長くダブルワークの状態なので、部下としてはそろそろ日本を完全な拠点にしてほしいかなあ」

　もしそうなれば、ずっと奏士さんと一緒にいられる。そう思うだけで、ぶわっと身体の奥から喜びが湧き上がってくる。

　だめだ。落ち着こうと思っているのに、奏士さんに会えるとなったら、嬉しすぎて楽しい想像しかできない。遠足前の小学生みたいに落ち着かない気持ちになってしまう。

「ほんのひと月だけど、おふたりで過ごせる時間もたくさんあるわ。ご報告ね」

　沙織さんはそう言って上機嫌で帰っていった。この会話は私と沙織さんだけのもので、周囲に聞こえる声量だったわけじゃない。

　だけど、私の顔は明らかに締まりがなくなってしまったようで、この日いろんな人に「里花さん、何かいいことあった？」と尋ねられてしまった。

　奏士さんからもすぐに連絡があった。

【成なり田たから直接会いに行くよ】

　その言葉を目にして、私の頬はいっそう緩んでしまったのだった。

　その日は朝からそわそわし通し、仕事中は集中しようと思うものの、気づけば時計を見てしまっている。

　今頃、成田に着いた頃だ。約束は定時後の十八時。遅れないように仕事を片付けなければ。

　だけどそんな日に限って、社内処理が押してしまう。誰のせいでもないし、ここで浮ついていられない。会社に迎えに来るという奏士さんの申し出を断り、彼のオフィスで待っていてもらうことにした。仕事は続行。

　予定より一時間遅れで退勤し、急いで約束の場所へ向かう。久しぶりにやってきた奏士さんのオフィスビル。宮成商事のあるオフィス街の末すえ広ひろ町ちょう駅からだとメトロで三つ先だ。

　ビルの前で待っている大好きな人の姿に、私は込み上げるものを抑えた。

　私が名を呼ぶより、駆け寄るより先に彼が私を見つけた。長い脚で近づき、腕を伸ばし、少し強引に私の腰に腕を回した。人目も憚らず、私の身体を抱き寄せた。

「奏士さん……おかえりなさい」

「里花、ただいま。ああ、会いたかった！　里花だ」

　私の首筋に顔を埋め、奏士さんが万感こもる声をあげる。

　その声が身体に染み入ってきて、それだけで泣きそうになってしまった。駄目だ、泣いたりなんかしたらもったいない。こんなに幸せな瞬間に。

「半年間、戻れなくてすまない」

「寂しかったです。でも、ついていかなかったのは私だから」

　頬を寄せたい。キスをしたい。きっと、私はそんな表情をしている。

　奏士さんからも溢れる強い愛情を感じる。お互い気持ちをこらえて、私たちは身体をそっと離した。

「今日はデートできるんだろう」

「はい」

　抱擁を解いた代わりに、奏士さんが私の手を取る。指と指を組み合わされ、きゅっと手を繋がれると、妙に緊張した。

「そ、奏士さん」

「子どもの頃手は繋いだけど、こういう繋ぎ方は初めてだな」

　奏士さんもまた照れくさそうに笑っている。

「まずは食事に行こう。割と近いから、歩きでいいか？」

「ええ」

　手を繋いでいられるならどこまででも歩きたい。外は冷たい二月の風が吹いている。私も奏士さんもコートを着ているけれど、繋いだ手と手は温かい。そこから全身に熱が回る。

　ドキドキする。奏士さんといると、ずっとドキドキしてる。

　これが恋なのだと半年前よりもっと自覚した。幼い頃感じた淡い気持ちを何十倍にも重ねた密度の濃い感情だ。

「一応初デートなのに、馴染みの店で悪いな」

　ふたりでやってきたのは老舗の懐石料理店だ。子どもの頃から何度か来ている。そういえば、奏士さんのご家族とも来たことがあると思いだした。

「日本食が恋しかったんでしょう」

「そうそう。向こうでも食べられるけど、やっぱ味が違うよ。あと、恋しかったのはコンビニ。向こうは数が少なくて。デリではサンドイッチなんかは買うけど、便利さの度合いは日本のコンビニの方が高いな」

「何年も向こうに住んでいてもそう思うものですか」

「住めば都で、慣れるけどね。でも、半年前三ヶ月くらい日本にいたら、やっぱり日本が便利だなって思ってしまった」

　そんな話をしながら、ふたりで店内に入る。案内された個室で向かい合うとあらためて恥ずかしい気持ちになった。

「里花、髪短い」

「写真、送っていたじゃないですか」

　背中まであった髪を肩までのミディアムレングスにしただけだ。ずっと黒髪だったのを少しだけ明るくはしたけれど。

「似合うよ。可愛いな」

「奏士さんは、会う度どんどん男らしくなっていきますね。……子どもの頃から知っているのに、男の人ってすごく変わってしまうから」

「二十代の頃、近くにいなかったせいもあるかな。俺も里花が蕾から花開く瞬間は見逃してしまった」

　そこまで言って首をかしげてにっと笑う。

「まあ、俺の手であらためて花開いてもらうつもりなんだけど。……結婚式、綺麗だろうな」

「奏士さん……私」

「ごめんごめん、いくらでも待つって言っておきながら、気が早かった」

　正直に言えば嬉しい。私が仕事もプライベートも前向きに行動しているのは、半分は自分のため、もう半分は奏士さんのためだ。奏士さんに似合う女性になりたい。隣に並び立って、恥ずかしくない女性になりたい。

　そのために自分の力で前に進みたかったのだ。

　奏士さん、私は半年前よりは少しだけ前に進んでいる気がします。だけど、まだあなたに相応しいかわからないの。

　相手を見誤って、一度結婚に失敗している。奏士さんを信じているけれど、私自身を信じられていない。

　もう少し待ってほしい。それともこんなことを考える私は我儘？

　懐石料理は美味しく、奏士さんは馴染みの味に大満足の様子だった。

「観覧車に乗りたいんだ」

　そう言ってお台場の観覧車に連れてこられる。奏士さんも言っているけれど、一応これが私たちの初デートなのだと思うと、観覧車という定番のアトラクションに俄然恥ずかしさが湧いてきた。

「初デートで観覧車ってベタだったかな」

　奏士さん自身も照れくさそうに言うので、そんな姿が可愛いと思ってしまった。私はぶんぶん首を振って答えた。

「いいえ。観覧車、もう何年も乗っていないので楽しみです」

　平日夜の観覧車は人気もまばらだ。ほとんど並ぶこともなく乗り込む。

　小さな箱はゆったりと上昇していく。お台場や都心の夜景が見えた。船舶の灯りが光る海も空港も見える。

「綺麗。夜の観覧車ってすごく特別な感じ」

「冬は空気が澄んでいるから、余計にはっきり見えるなあ」

　奏士さんと並んで見ると、いっそう世界はキラキラ光り輝いて見える。気づけば奏士さんが私の手をぎゅっと握っていた。手を繋いでいたのとは違う。両手を大事そうに包んでくれる。

「あったかい、奏士さんの手」

「里花の手は冷たい。それにちっちゃい」

　そう言って、奏士さんの綺麗な瞳が私を捕まえる。

「里花、好きだよ」

　私も、と答える前に唇を奪われた。最初はやわらかく重なった唇は、すぐに離れ、その後何度も何度も重ねられる。やがて角度を変えて深く重なる。

　知らず逃げだしそうになっていた身体を奏士さんの腕が捉えた。抱きすくめられ、逃げ場を奪われ、ゆっくりと貪られる。侵入してきた舌を迎え入れたのは、もはや反射の領域だった。本能が言っている。彼がほしいって。

「ふ、……う、んん」

　思わず鼻に声が抜け、自分から漏れる甘ったるい音に驚いてしまった。そのまま何分も、私たちは互いを味わった。私にできることはほとんどなく、翻弄されているだけだったけれど。

　やがて、奏士さんがそっと唇を離した。

　黒い瞳は情熱的に私を射貫いている。

「……ごめん、里花」

「頂上の……景色を見そびれてしまいましたね」

　キスに夢中で、観覧車の醍醐味を忘れてしまっていた。視線をそらして言う私の耳元に、奏士さんが唇を寄せた。

「それもごめんだけれど、今、ちょっと危ない。おまえをこの場で襲ってしまいそうだ」

　驚いた顔をする私から離れ、座席に背を預ける奏士さん。苦笑いをしているけれど、私にそういう気持ちを持ったってこと？　ものすごく恥ずかしくて奏士さんの顔が見られない。観覧車が下っていく道のり、私はうつむきがちに夜景を眺めていた。

「コーヒーを飲もう。そうしたら送るよ」

　観覧車を降り、近くのチェーンのカフェまで歩きながら、奏士さんは紳士的にそう言った。正直に言えば、私はほっとしていた。

　奏士さんだけの感情じゃない。私だって、危なかったように思う。先ほどのキスは麻薬のようだった。味わえばはまってしまう。そのまま、なにもかもどうでもよくなってしまう。

　私たちはまだ正式に交際していない。これからじっくり関係を深めていきたいのだ。

　それなのに、キスひとつで関係や手順がひっくり返りそうになってしまった。彼にすべて明け渡したくなってしまった。

　私のこんな気持ちを奏士さんも察している。だからこそ、奏士さんは引いてくれたのだ。

「奏士さん、大好きです」

「お、急にどうした」

「言いたかったのに、さっきキスで言いそびれてしまったから」

「それは悪かったよ。今度はちゃんと聞いてからキスする」

　そう言って奏士さんはことさら優しく微笑んだ。




　日本にいるひと月ちょっとの間は、なるべくたくさん会おうと奏士さんと約束をした。

　彼は仕事上のトラブル対応でやってきたので、最初の一週間は初日のデート以外は会えなかった。一段落した頃にデートの日取りを決めた。

　私と奏士さんは子どもの頃から知っているけれど、離れていた期間も長い。互いのことをもっと知り合うのは大事なことだ。食事をしたり、ただ散歩をするだけでも、私たちには大事な時間。交際と結婚を考えているからこそ、時間をかけたい。

　そんなわけで私は今日のデートも楽しみにしていた。朝からウキウキと仕事を片付け、定時に上がれるように調整する。由朗には浮かれていると揶や揄ゆされたけど、そんなに浮ついていない。業務に支障は絶対に出さないもの。

　しかし、昼過ぎに連絡が入った。

【里花、すまない。今日の約束を延期してほしい】

【会食の予定が入った】

　このメッセージにはがっくりしてしまった。思わず自作のお弁当の卵焼きを落っことしてしまったくらい。

　いや、ここで落胆を見せると奏士さんが気に病む。私はカラ元気でメッセージを返す。

【わかりました。それじゃあ、別な日に。今週の夜は都合つけられるので、奏士さんが決めてください】

【焼肉を食べてみたいので連れていってくださいね】

　ちょっと無邪気な我儘を挟んでみる。気にしていない感じが出ているかな。

　落胆を押し隠して明るいメッセージを送ると、奏士さんからの返信の前に沙織さんから連絡が来た。

【里花さん、今夜は私とごはんに行こう】

　すっかり事情を知っているのだろう彼女の気遣いが嬉しい。私はＯＫの返信をして、スマホを置いた。

　奏士さんからは日程がわかり次第連絡するというメッセージが夕方に届いた。




　沙織さんと待ち合わせたのは、日本橋のオフィスビル裏手のイタリアンだ。大衆店といったわいわい賑やかなお店で、女性客が多い。

「沙織さん、今日はありがとう」

　ワインで乾杯する。約束がなくなった私を気遣って誘ってくれたのだろう。

「でも、沙織さんはいいの？　奏士さんについていなくて」

「最近、秘書業務は功輔がやることが多いんだよね。アメリカでも一緒だし。私は私で三栖ビジネスソリューションズの仕事をメインにしてるから。定時過ぎて自分の仕事が終わってたからさっさと帰ってやったわ」

　沙織さんが明るく笑う。それから私の顔を覗き込んだ。

「今日の奏士社長の会食相手、ハリウッド女優のアナ・ミラーなの。奏士社長が束ねる米国グループ企業の一社に、彼女がスポンサーを務めている会社があってね」

「え？　あのアナ？」

　アナ・ミラーは大女優だ。若い頃はその美貌と演技力で数々の賞に輝いている。彼女が二十代の頃に主演したラブストーリーは何度も見るくらい好きだ。

　確か現在は五十代半ばのはずだけど、やはり海外セレブは本業以外にもそういった仕事で資産運用をしていくのかと納得する。

「日本へはお仕事なのかな。奏士さんとは懇意ということ？」

「ええ、奏士社長はアナのお気に入り。……というか、娘のマノンが奏士社長を気に入ってるのよ」

　アナ・ミラーは若い頃フランス人の映画監督と結婚歴があり、確か二十代前半の娘がいたはずだ。その女性がマノンという人だろうか。

「マノンはモデルをしてるの。ハイブランドの専属モデルでプロモーションの関係で来日したなんて言ってるけど、絶対奏士社長を追いかけてきたんだと思う。ママ同伴で会食を申し込んでくるんだもの。社長も断れないわよ」

　沙織さんがスマホで検索をかけてくれる。マノン・ルーセル、父方の名前を名乗っているそうで、すぐに画像が出てきた。

「わ、美人」

　スマホの画面を見て、思わず感嘆の声をあげてしまった。マノンは長い黒髪のスタイル抜群の美女だった。母親のアナは金髪碧眼なので、父親似なのだろう。しかし、母親の目鼻立ちのはっきりしたところは彼女に遺伝している。

「こんな人が……奏士さんを好いてるの？」

「ちょうど一年くらい前、パーティーで会ってね。熱烈よ。アナも奏士社長がお気に入りだから、娘の夫にちょうどいいと思ってる感じはするわね」

　すっと伸びた長い手足、肉感的なバストとヒップ、目を惹く美貌。神様が作り上げたようなバランス……。

　ああ、隣に並んだら、私は幼児みたいに見えてしまうだろう。

　私が明らかにショックを受けていることに気づいたのか、沙織さんが慌てて言う。

「でも、奏士社長は里花さんひと筋だから！　マノンと出会ったときは、まだ里花さんと再会していなかったけれど、最低限の礼儀を尽くしただけで相手にしてないよ」

「でも……」

　彼女に限らず、奏士さんの周囲には魅力的な女性がたくさんいただろう。自分がとたんにちっぽけな存在に感じられる。沙織さんは私の様子を気にして、言葉を続ける。

「奏士社長だって大人の男性だし、きっとまったく女性関係がなかったということはないと思う。だけど、私が下についてからは、そういった様子は一度もないの。仕事命って感じで、女性は仕事関係者以外とは会いもしないわ。仕事で知り合う女性だって、好意を見せてくる女性は避けてたように見えた。だから、忙しい合間を縫って会いたがる里花さんは、本当に本気の相手なんだと思う」

「ありがとう、沙織さん」

　沙織さんの励ましはありがたかった。しゅんとしぼんでしまった心がわずかに息を吹き返す。

　そうだ、奏士さんは私を、と望んでくれているんだもの。勝手に気にして暗くなるのはやめよう。

　たとえ今、奏士さんがその女性と食事をしていても、それは仕事上のことだもの。

「あ、里花さん、由朗さんからメッセージ。『合流してもいい？』だって」

　沙織さんがスマホを見て言う。私は頷いた。

「ええ、いいわ。じゃあ、メインの注文はもう少し待ってあげましょ」

「ワインとアンティパストを追加ね」

　やがて由朗が合流し、この日はいつも通り楽しいディナーで終わったのだった。




　しかし、この日から奏士さんはすっかりアナ親子につきっきりになってしまった。

　通訳も秘書もいるはずなのに、アナ・ミラーは自分と娘の日本でのアテンドを奏士さん頼りにしているのだ。奏士さんもアナをビジネスパートナーであり、友人だとみなしているようで、無下にできない状況らしい。奏士さんは毎晩アナ親子の行く先に同行し、空いた時間は仕事にかかりきり。とても私と会う余裕はない。

【里花、本当にごめん】

　奏士さんからは謝罪のメッセージが来た。アナ親子のことも彼自身から説明があった。

　アナたちは来週末には帰国だと聞いている。つまりは二週間丸々、奏士さんは拘束されることになる。

【せめてランチを一緒に食べないか？　宮成商事の近くに行くから。ランチだから焼肉はやめておこうか】

　しょんぼりしていた私に、奏士さんが提案してくる。一も二もなくＯＫだ。

　当初の予定から四日遅れで、私は奏士さんと会うことができた。予約をしておいたダイニングカフェで向かい合う。

　帰国当日に会ってからまだ二週間も経っていないのに、ものすごく久しぶりな感覚がした。近くにいると思うと、どんどん欲深くなってしまう。もっと会いたいと思ってしまう。

「里花、約束守れなくてごめんな」

「いいえ。お仕事だもの」

　私は笑顔になる。奏士さんと会えたのだ。今はこの時間を楽しみたい。

「ランチコース、予約しちゃったんだけど、時間ある？」

「ああ、この時間は里花のためだけに使う」

　そう答える奏士さん。だけど、私は気づいていた。奏士さんのジャケットの胸ポケットでスマホが振動している。数度震えてはやみ、また震える。誰かが繰り返し連絡を取ろうとしているのがわかった。

　前菜とサラダが来て、とうとう私は尋ねた。

「スマホ、いいんですか？」

「ああ、この時間は里花に使うと言ってある」

　誰にだろう。功輔さん辺りだろうか。でも、奏士さんがそう言ってくれているのだから、これ以上野暮なことは言わないようにしよう。

　スープが来て、メインがそろそろというタイミングだった。ざわっと店内の空気が動いた感じがした。実際、入り口付近が騒がしいような。

　すると、目の前の奏士さんが苦虫を噛み潰したような顔になった。

「ソーシ！」

　大きな声が聞こえた。振り向くと、そこにはマノン・ルーセルがいた。

　画像でしか知らない彼女が目の前にいる。長い脚でパンプスを鳴らして近づいてくる。身長はヒールを差し引いても百七十五センチはありそうだ。

「マノン」

　彼女は私たちのテーブルの横に立ち、早口の英語で何かまくしたて始めた。私の英語力ではヒアリングが追いつかない。ギリギリ聞き取れたのは、「どうして私とのランチを断ったの？」というのと「今すぐ○○の○○を食べに行きましょう」という部分だった。なお、固有名詞はわからなかった。彼女気に入りの日本の店だろうか。

「里花、少しごめんな」

　奏士さんが席を立つ。マノンに向かい、英語で説明している。マノンより丁寧な発音なので、もう少し聞き取れる。「今日は行けない」「断ったはずだ」「夜はアナと三人で食事の約束がある」そんな内容だ。入り口には彼女の付き人やボディガードなどが複数待っている。彼らにマノンを託すつもりのようだ。

「Who is this……？」

　今の言葉は聞き取れた……というより、彼女が私を剣呑な眼差しで見ているのでわかってしまった。

「fiancée」

　奏士さんが短く、断言するように答えた。それは私に聞かせるつもりの言葉ではなかっただろう。だけど、私には聞こえていた。

　婚約者って、彼女に言った？

　全身が沸騰するくらいに嬉しくなった。どうしよう、ものすごく感動している。対外的にもそう紹介する覚悟が、奏士さんにはあるんだ。

　まだ周囲を憚らない大声で何か言い続けるマノンの背を押し、奏士さんは入り口付近まで彼女を送って言った。付き人たちと何事か話す様子が見て取れ、まもなく彼女は退店していった。納得したのだろうか。

「迷惑をかけて、すまない。せっかくふたりの時間だったのに」

「あの……いいんですか？　彼女は奏士さんとランチがしたかったんじゃ……」

「アナとマノンには毎日あちこちに付き合わされているんだ。正直、仕事を圧迫されるくらいにね。さらに貴重なプライベートを邪魔されてはたまらないよ」

　奏士さんはなんでもないと言わんばかりに答えた。

「ただ、完全に無視もできないのは事実なんだ。アナは重要な取引相手だしね。日本にいる間はゲスト。楽しい思い出くらいは作ってやらないと。その分、里花には退屈させて申し訳ない気持ちだよ」

　私は言おうか迷って、言葉にした。

「あのさっき」

「ん？　フィアンセって聞こえてた？」

　悪びれもせずに答えられて、私は頬が熱くなるのを感じた。

　前言撤回。私に、聞こえてもいいと思っていたんだ、この人。そうして、私がどんな顔をするか見ていたに違いない。

「宣言しておかないとな」

　悪びれない言葉に、私はいっぱいいっぱいになってしまう。

「早く本物のフィアンセになれるように俺も頑張るよ」

　精悍な笑顔で言う奏士さん。この人には敵わない。

　ランチタイムは短い時間だったけれど、奏士さんの気持ちに触れた嬉しい時間だった。




　奏士さんが忙しい間、私もできることをしよう。

　浮ついた気持ちを引き締めるのは、彼の気持ちに応えたいと感じているから。離婚から半年、対外的な目はまだ厳しいかもしれないし、私は自分で歩きだしたばかり。でも、奏士さんが周囲にも婚約者だと言ってくれるのなら、もう待たせたくない。彼の隣に立つ自信よりも、覚悟を持つべきではないだろうか。誰に何を言われても負けない勇気と覚悟が必要だ。

　そして、私から彼に告白する。恋人にしてほしいと伝えるのだ。

　密かに芽生えた夢を胸に、毎日の仕事に精を出そう。奏士さんに胸を張って会うのだ。

　翌週、私は父の出席するパーティーに同行することになった。本当は由朗が行く予定だったのだけど、風邪を引いたのか熱を出してしまったのだ。

　謝る由朗をベッドに押し込め、普段由朗の務めている父の秘書役を私が担うことになった。

「今日は三栖本社のレセプションパーティーよね。海外ブランドとのタイアップがあるんでしょう」

　会場へ向かいながら尋ねると父が頷いた。

「ああ、そうだよ。今日は里花もビジネスパーソンとして付いてきているのだから、見識を広げなさい」

　以前の父なら、私がこういった場で社会人として顔を広げる必要はないと考えただろう。今は、私を部下のひとりとして見てくれているのだ。

　会場は『マンダリアンホテル』のバンケットルーム。

　以前はドレスで郷地物産の副社長夫人として参加していたパーティーに、今日はデザインスーツ姿で宮成商事社長の秘書役として参加している。感慨深いものがある。

　単純かもしれないけれど、違うポジションで立ち会うこの場に、自身の成長の一端を感じられるのだ。副社長夫人のままでは見えなかった景色が、これからもっと見えるようになるのだろう。

　華やかな会場に集まる招待客の中に、奏士さんの姿を見つけた。

　当たり前だ。今日は三栖本社のパーティー。グループ企業の社長である奏士さんも参加していて当然。

　しかし、目に飛び込んできたのは、奏士さんの腕にしなやかな腕を巻きつけるマノン・ルーセルの姿だった。

　サイドに大きくスリットの入った薔薇色のドレスは、彼女が着るとまったく下品には見えない。セクシーさとエレガントさを感じさせる。

　近くにアナ・ミラーの姿もある。今日のパーティーのエスコートを奏士さんが務めているのだろう。

　マノンは奏士さんにしなだれかかり、その姿は本物の恋人同士にすら見える。あまりに華やかな男女の姿に、周囲の人々もため息だ。

　見てはいけないものを見た。そんな気分になった。

　奏士さんの愛情を信じているし、応えたいと思っている。だけど、あれほどお似合いの美しいふたりを見てしまったら、自分自身の存在がしおしおとしぼんでしまった。

　私はその日、奏士さんに近寄らないようにした。父に付き従い、一緒に挨拶回りをした。

　奏士さんが三栖家のひとりとして壇上に上がるまで、マノンはずっと彼の隣にいた。私はそれを見ているだけ。

　多くの人に囲まれていた奏士さんは、私が参加していたことすら気づかなかったかもしれない。










本当に必要なこと




　覚悟を持とうと思った。奏士さんの気持ちに応える覚悟。それなのに、情けなくもパーティーで奏士さんとマノン・ルーセルのツーショットを見たら、心が浮力を失った風船みたいにしぼんでしまった。どうにも浮上できない。

　容姿で負けているとか、出自で負けているとか、そんな理由じゃない。

　自信に満ちた美しい彼女は、奏士さんのパートナーとしてよく似合った。彼女は奏士さんが好きなのだと沙織さんから聞いている。それは私の目からも明らかで、一挙手一投足に奏士さんへの愛情を感じる。そんな様子を見れば、先日のパーティーにいた人たちは彼女と奏士さんの特別な関係を想像しただろう。私よりよほど相応しいと、誰もが思うはずだ。

「里花」

　奏士さんが夜遅くに会いに来てくれたのはパーティーから二日後だった。どうやら、パーティーに同行していた功輔さんが私の姿を発見し、その後奏士さんに伝えたらしい。

「こんな時間にごめん」

　私たちは我が家のリビングで向かい合っていた。両親や由朗は気を利かせて、部屋に引き上げた。

　時刻は二十四時近い。アナ親子のお相手か仕事のあとに駆けつけてくれたのだ。嬉しいと思いながら、どうしても彼の顔を真っ直ぐに見られない私がいる。

　紅茶を淹れ、奏士さんの前に置き、向かいに腰かけた。

「疲れているでしょう。無理して会いに来なくていいんです」

「一昨日のパーティーはすまなかった。里花が来ていると知らなかった」

「由朗の代わりに急遽行くことになって。でも、気になさらないでください」

「マノンのことは気にしないでほしい。誰にでも距離が近いんだ」

　奏士さんは自嘲的な表情で言う。

「まあ、正直に言えば見せたくなかったよ。好きな人に、他の女性といるところは。それが仕事上でも」

「お仕事だって理解してます」

　答えながら胸の奥がちくちくしてしまう。本音を言えば、自信喪失してしまった。奏士さんの隣にいていいのかわからない。頭では自信を持たなければと思っている。こうして会いに来てくれるくらい奏士さんは私を大事にしてくれているのだから。それなのに、心が言うことを聞かない。

「でも、奏士さんとマノンさん、お似合いでした」

　思わず口から零れてしまった。それが嫉妬の念から出た醜い言葉だと気づき、羞恥で自分が嫌になる。それなのに、止まらない。

「美男美女で並んでいて絵になるというか」

「俺には関係ないよ」

「あの場にいた出席者も、三栖グループの関係者も、奏士さんとマノンさんを恋人同士みたいに見ていたんじゃないかしら。奏士さんもマノンさんを気遣っているし、マノンさんは誰が見ても奏士さんが好きで。綺麗で初婚で……彼女は、私よりずっと奏士さんの婚約者らしい」

「そんなふうに思ったのか」

　奏士さんの言葉に私はぎゅっと下唇を噛みしめた。

　ええ、そう思ってしまいました。私は相応しくないって。

　だけど、それを奏士さんに言うのは、彼を傷つけることになるのに。

　奏士さんが嘆息した。

「俺は好きな女性だから結婚したいんだ。でも、その本人に他の女性の方が似合っていると言われるのはきついな」

　紅茶をひと息で飲み干し、奏士さんが立ち上がる。

「それとも、これは里花なりの断りの文句なのか……いや、すまない。忘れてくれ」

　断るために他の女性と似合うなどと言っていない。違う、すべては私が嫉妬から疑うようなことを言ってしまったせいだ。

「ごめんなさい、奏士さん。変な言い方をしました」

「いや、今日はお互いに頭を冷やそう。また連絡する」

　どこまでも優しくあろうとする彼に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「じゃあ、里花。またな」

　玄関先で、軽く私をハグし、奏士さんは出ていった。その背中を見送って、自分のおろかしい言動で、奏士さんを痛めつけてしまったと感じた。せっかく来てくれたのに、私は自分の〝苦しい〟を押しつけた。

　彼が帰ってから、あらためて自分の言動を反省した。

　マノン・ルーセルへの嫉妬は簡単になくならないけど、奏士さんと嫌な雰囲気で居続けるのは嫌だ。なるべく早く会って、この不穏な状態を解消しなくては。

　しかし、翌日沙織さんから新たなニュースがもたらされた。

　奏士さんが予定を早め、来週にはまたアメリカに戻るとのこと。アナ親子と一緒だそうだ。

　奏士さん本人からも連絡は来たけれど、直接会って話す機会はない。

　こうして私は、また彼を待つ日々に戻ったのだった。




　日々を過ごすことに集中する。

　私は奏士さんと離れていた半年に心を戻した。粛々と自分を磨き、仕事をする。

　アメリカにいる奏士さんからは頻繁にメッセージが届く。あんな形で別れてしまったことを、気にしているのだろう。思いやり溢れる文章に、私はいつも切なくなった。

　それでもまだ、私の中には奏士さんとマノンの並んだ姿が焼きついていた。彼女の方が奏士さんに相応しいのではないかという気持ちは、心の中でくすぶっている。

　だけど、実際そんなことになったら、私は耐えられるかわからない。いや、きっと耐えられない。

　この前の件で、奏士さんの私への気持ちが冷め、彼女の方へ向いてしまったらどうしよう。そんな不安に胸が苦しくなる。彼と曖昧な関係のままでいたのは私の希望なのだ。奏士さんが心変わりしても、私は責められる立場にない。

　メッセージ上では変わらない奏士さんに安堵しながら、直接会ってきちんと話したいという気持ちがふくらむ。

「里花さん、険しい顔してますよ」

　仕事中に後輩の女子に声をかけられ、はっとする。

「ごめんなさい。少し考え事。午後の発注のことで」

「里花さんたら、そんな顔になるまで真剣に考えるなんて真面目」

　嘘をついてしまったことに罪悪感を覚えながら、私は集中しようと自分の頬をぽんぽんと叩いた。

「驚かせちゃってごめんなさいね」

　気分を変えたくて、昼食は外に食べに行った。しかし、いざ何か食べようと思ったら何も食べたくなくなってしまった。コンビニでおにぎりを買い、近くの公園のベンチに腰かけた。オフィス街の真ん中にある小さな緑地だ。同じように昼食を取っている会社員がたくさんいる。

「あれ、姉さんどうしたの？」

　通りかかったのは由朗だ。横には沙織さんもいる。

「外で食べようかと思って。ふたりは？」

　私は手付かずのおにぎりを持ち上げてみせた。由朗が答える。

「打ち合わせがあって、そのままランチしてた。……姉さん、奏士くんがまたアメリカに行っちゃってから元気ないね」

「そんなに露骨に元気なかった？　気をつけるね」

　私は苦笑いして見せる。弟に気を遣われるのは恥ずかしいし、さっきは後輩にまで心配されてしまった。こんなことでは駄目だ。

「奏士社長、今は、あちらの拠点でトラブル対応で出向いているだけ。本来はもう日本中心に仕事をしているはずだし、すぐに戻ってくると思うから。何か動きがあったらすぐに知らせるわね」

「沙織さん、そんなに心配しないで。私は元気だから」

　私はにっこり笑って見せ、それから目を細めた。

「私としては由朗と沙織さんがこうして仲良くランチしている方が気になるんだけどなぁ」

「え」

　ふたりが驚いた顔をした。由朗が明らかに困った顔をし、私と沙織さんを見比べている。沙織さんはめずらしく曖昧な笑顔のまま固まってしまった。

　話題の転換のために軽口をたたいたつもりだったけれど、これはまずいことを聞いてしまったかもしれない。微妙な関係なのかしら。

「出会いが私の離婚だから、普通のご縁じゃないかもしれないけど、ふたりにはこれからも友人として仲良くしてほしい。いつも私を励ましてくれたから、頼りにしてるの」

　ごまかして言うと、ふたりは焦ったように頷いた。

「この年で新しい友人ができるのって嬉しいことよね。里花さんのおかげ」

「沙織ちゃんと功輔くんは俺にとっても大事な友人だから、姉さんが心配しなくても仲良くするよ」

　やはりふたりの間には何かが育ち始めているのかもしれない。もしそうなら嬉しいけれど、私は見守るだけにしておこう。




　その日帰宅すると、母が封書を差し出してきた。

　めずらしい。手紙のようだ。送られてくるような相手は思いつかない。

　母が差出人を指し示し、私はどきりとした。

　そこには郷地京太の名前があったからだ。

「これ」

「不安なら、門司弁護士を通しましょうか。離婚が成立したとはいえ、あなたたち色々あったんだし」

「……大丈夫よ」

　私は封筒を手に自室に入った。コートを脱ぎ、ベッドに腰かけて封筒を開ける。

　正直に言えば、あまり進んで見たいものではない。数ヶ月の孤独な結婚生活、人間性を無視された日々を、いまだ忘れられていない。京太には会いたくないし、今後も連絡を取りたい相手ではない。

　でも、わざわざ封書を送ってくるなら何か意味があるのだろう。

　取り出したのは便箋と写真。写真を見て、思わず「わぁ」と声をあげてしまった。瞬間、心がほぐれた。

　写真には産まれたばかりの赤ちゃんが映っていた。二枚目には京太と摩耶さんと赤ちゃんが三人で映っている。

「産まれたんだ……」

　私は写真をベッドに置き、便箋を開いた。京太の自筆の手紙だった。




『里花へ

　ご無沙汰しています。元気にしていますか。

　俺は今、富と山やまにいます。摩耶と結婚し、彼女の実家で働いています。

　子どもが産まれました。男の子です。

　どのツラを下げてと思うかもしれないけれど、どうしても里花に報告をしておきたくて手紙を書きました。

　里花、あらためて、結婚生活では悲しい思いをさせて申し訳なかった。

　知っての通り、里花を妻にしたのは両親の意向でした。俺は、他に何人も遊び相手がいて結婚なんかしたくなかった。というより、子どもの頃から両親の言いなりになって生きている生活が嫌だった。

　里花にも言われたね。俺は両親のもとから離れる勇気がなくて、両親の脛をかじりながら人生を操られる方を選んでしまった。

　里花を初めて見たとき、あまりに品が良くてあどけない女の子で、俺とは真逆の人間だと思ったよ。郷地家より格上の家から嫁に来た里花に、劣等感をおぼえていたというのが本音。絶対に相容れないと頭から決めつけて、里花を受け入れようとしなかった俺は本当に嫌なやつだった。

　里花をマンションに放置し、寂しい思いをさせることは八つ当たりだった。本当にごめん。悲しい思いや嫌な思いをたくさんさせた。

　俺は郷地家を離れました。両親には勘当だと言われたし、俺もそれでいいと思ってる。三栖奏士社長の言った通り、今、郷地物産は三栖グループすべての取引を失い窮状に立たされている。本来、俺も両親と一緒にこの罰を受けるべきだったんじゃないかとも考えるよ。俺はそれだけのことを里花にしてしまった。

　でも勝手だけど、今は摩耶と息子のために生きたい。もう両親に関わらず、自分の人生を歩みたい。摩耶は俺の愛人問題も里花のこともすべて受け入れ、一緒にいると言ってくれている。彼女の愛情に報いたい。

　たとえば、両親がこの先生活に困るようなことがあれば、俺が遠方からでも面倒を見られるように、俺は俺でこの土地で摩耶と摩耶の家族と子どもとやっていこうと思います。

　長くなりました。

　里花、きみはきみの人生を生きてください。俺が言えることじゃないけれど、俺は悲しい思いをさせた分、他の人の何倍もきみの幸せを祈ります。

　里花が大好きな人と、毎日笑って暮らせる未来にたどりつけるよう、ずっとずっと祈っています。

　本当にごめん。短い期間だったけれど、俺の妻でいてくれてありがとう。俺の目を覚まさせてくれてありがとう。

郷地京太』




　全部読み終わって、私はもう一度最初から京太の字を追った。それから、写真を手に取り、あらためて見つめた。

　京太が見たこともないような笑顔で笑っていた。これがこの人の素の笑顔なのだろう。

　摩耶さんはあのきつい表情はどこへやら、母親の顔で微笑んでいる。腕の中の赤ん坊はきょとんとした顔をしている。

　胸が温かくなる心地がした。

　あんな風に別れた人なのに、こうして時間と距離ができれば、互いの幸せを祈れる。私は、京太の謝罪の言葉を素直に受け取れる。

　私と彼はうまくはいかなかった。だけど、彼は別な場所で大事な人と新しい生活をしていくだろう。

　そのとき、私はどうするのか。

　私はこのままでいいのだろうか。

　離婚したことや、自分のスキルのなさを言い訳に、奏士さんと向き合っていないのではないだろうか。彼の隣に並び立つのは私だと胸を張って言えないのは、私の弱さではないだろうか。

「私、馬鹿だった……」

　自分自身の弱さを奏士さんに押しつけた。マノン・ルーセルの方がいいだなんて、私は本当にひどいことを言ったのだ。

　今更ながら、あの晩が悔やまれる。醜い嫉妬で、心をコントロールできず、奏士さんを傷つけた。

　彼女が奏士さんを好きであっても関係ない。私の方が彼を好きなのだから。私以上に、奏士さんのことを好きな女はいない。

　それを伝えなければいけない。

　そのとき、スマホが振動した。由朗からだ。

【姉さん、このニュース見て】

　貼りつけてあるネットニュースの見出しは『アナ・ミラーの娘、婚約』。

　急くような気持ちでニュースをタップすると、記事本文が読めた。

『アナ・ミラーの娘でモデルのマノン・ルーセルが婚約。お相手は日本企業の社長とのこと。ふたりは昨年知り合い、すぐに意気投合。順調に愛を育んできた』

　おそらくパパラッチが撮ったであろう写真が掲載されている。劇場に入っていくマノン・ルーセルの横にいるのは間違いなく奏士さんだ。いつの写真だろう。コートを着ているから最近のものだろうか。

　アメリカに戻っても、奏士さんはマノンと会っている？

　それは仕事の付き合い？

　そんなに何度もエスコートをする必要があるの？

　……マノンとお似合いだと言ったのは私だ。

　心の中に絶望が暗い波になって押し寄せてくるのを感じる。私があんな態度を取ったから、奏士さんの心はマノンの方へ行ってしまったのだろうか。

「違う」

　私は呟き、立ち上がった。

　記事は憶測だ。だって、奏士さんとマノンが出会ってすぐ交際を始めたなんて事実はない。奏士さんを信じている。

　だから、この婚約というニュース自体、信憑性が低いのではないだろうか。

　だけど、こうしてはいられないのも確かだ。

　私は奏士さんの心を繋ぎとめなければならない。受け身でいては駄目だ。自立するより、社会人としてのスキルを磨くより、自分の気持ちを正直に伝え訴えることの方が何倍も大事なことだ。

【こんな知らせ送っておいてなんだけど、きっとデマだから気にしない方がいい。奏士くんは姉さんのことが好きだよ】

　由朗から励ますメッセージが届く。私は由朗にメッセージを返した。

【奏士さんのアメリカの事務所の住所を知ってる？】




　キンと凍てついた空気の早朝、まだ夜が明けきらない時間帯。私は成田に向かう車の中にいた。

　運転しているのは由朗だ。

「奏士くんに会いに行くって本気？　しかもアポなしで」

「アポイントは入れたわ。でも、返信がないだけ」

　宮成商事は有休を取った。奏士さんに会うために私は渡米する。昨晩、そう決めすぐに奏士さんへメッセージを送った。

【お話があるので、そちらへ向かいます】

　既読はつかないし、返事はない。

　ひと晩経った今もだ。十三時間の時差を考えても、彼が一度もスマホを見られないという時間帯ではないと思う。敢えて見ていないのかもしれない。

　奏士さんは、私と話したくないのかもしれない。

「返事がなくても押しかけるわ」

　私は宣言する。

「奏士さんはわからないけど、私には話したいことがあるもの」

「姉さん、結構強いな……」

　由朗が呆れているのか、感心しているのかわからない口調で言った。

　成田空港のロータリーで降ろしてもらった。見送りまでついていくという由朗の申し出を断り、ひとり国際線の第二ターミナルを目指す。急遽取ったニューヨーク行きの便は早朝で、始発がないため由朗が送ってくれたのだけど、ここからはひとりで行動するつもりだ。

　単独で海外に行くのは初めて。でも、不安に感じている暇なんかない。

　奏士さんと話せないまま、彼の心が離れていくことを考える方が不安だもの。

　チェックインカウンターで搭乗手続きを済ませる。荷物はボストンバッグひとつなので預けなかった。

　搭乗ゲートに移動するにはまだ早い。空港内のカフェで何かお腹に入れておくことにした。

　ふと、スマホがポケットの中で振動していることに気づく。なんだろう、こんな早朝に。奏士さんから連絡だろうか。慌てて手に取ると、沙織さんの名前が表示されている。

「はい、沙織さん、どうしたの？」

『里花さん、まだ日本？』

「ええ、日本だけど」

　質問がおかしくて思わず笑った。由朗から聞いたのだろうか。

『飛行機に乗っちゃ駄目！　そこにいて！』

「え？　なに？」

『奏士社長が……』

　沙織さんの声は聞こえていた。だけど、私は途中から声の内容を理解できなくなっていた。数メートル先に奏士さんが立っていたからだ。

　少し髪の毛が乱れているけれど、スーツ姿で、洗練されたいつもの奏士さんだ。私を見つめている。

　奏士さんは近寄ってきて、私のスマホを手に取った。沙織さんの名前を確認し、「ありがとう。里花と会えた」と言うと、通話を終え、私にスマホを戻す。

「奏士さん……どうして……」

「里花が昨日俺にメッセージをくれた時点で、俺はもう飛行機に乗ってた。機内のＷｉ‐Ｆｉの調子が悪くて、里花からのメッセージが届いたのを見たのはついさっきだ。里花にも一度電話してるよ」

　よく見れば奏士さんからの着信もある。どうやら搭乗手続き中で気づかなかったようだ。

「里花に会いに来た」

　奏士さんは私を真摯な視線で射貫く。

「マノンとのことで変な記事が出たが、婚約なんて嘘だ。誤解されたくないと思って。直接会った方がいいと思ったんだ」

「そのためにわざわざ来たんですか？」

「里花だってそうしてくれるつもりだったんだろう？」

　真剣な瞳に気圧されて、私は言葉に詰まる。彼は私に会いに来てくれた。やはり記事は憶測の誤報だったのだ。それを真正面から伝えてくれるなんて。

「マノンさんとのこと、事実じゃないって思っていました。でも、マノンさんの方があなたに相応しいって言ってしまったのは私で……。自分に自信がなくて嫉妬深い自分が嫌になりました」

　言葉にすると涙が出そうになった。こらえて、真っ直ぐに奏士さんを見つめる。

「だけど、このままじゃ駄目だって思ったの。素直に気持ちを伝えなきゃって。奏士さんに本当の気持ちを言わなくちゃって」

「里花」

「マノンさんを選ばないで。私を選んで。私を奏士さんの恋人にして」

　手首を取られ、ボストンバッグが落ちた。そのままの勢いで奏士さんが私を抱き寄せた。背の高い彼に抱きすくめられると、私はつま先立ちになってしまう。

「そのつもりで来た」

　奏士さんが私の耳元でささやいた。

「里花を不安にさせるくらいなら、もう待つのはやめようって。強引にでも、俺のものにしてしまおうって」

「奏士さん」

　私は彼の背に腕を回し、しがみついた。こらえていた涙が溢れる。

「恋人になってくれ、里花」

「はい。奏士さんの恋人になります」

　彼が髪を撫でる。頬に大きな手のひらが押し当てられる。その手に私も手を重ね、彼を見つめた。微笑んで目を細めると、新たな雫が頬をつたった。

　人の少ない時間帯でも、抱き合う恋人同士の姿はきっと目立ったと思う。恥ずかしいから早くここを立ち去ろうと思うけれど、奏士さんはなかなか私を放してくれなかった。




　飛行機をキャンセルし、夜が明けたばかりのロータリーへ出る。手を繋いでタクシーに乗った。

「今日は休み扱いにしてるんだ」

　最初から私に会いに来てくれるつもりだったのだ。

「一緒に過ごしてくれるか」

「はい」

　タクシーの中では私も彼もほとんど喋らず、ただ互いの手をぎゅっと握っていた。

　やがてオフィスにほど近いマンションに到着する。初めて入った奏士さんの部屋は、沙織さんと功輔さんの住むマンションとは目と鼻の先。ひとり暮らしには広すぎるリビングからは、高層階ということもあって、周囲のビルが見渡せる。夜は夜景が綺麗だろう。

「里花」

　奏士さんが私を呼ぶ。振り向く前に抱き寄せられた。もう誰憚ることなく、私も無我夢中で腕を回していた。

「やっと触れられる」

　顔を見たくて顎を持ち上げると情熱的なキスが落ちてきた。

「ん、んっ」

　唇を割り開き舌が入ってくる。慣れない深いキスに、息が苦しくてうめく。くぐもった声は煽あおってしまうようで、奏士さんが私の腰をきつく抱き締めた。

「くる、し、そうしさん」

「ごめん、里花。余裕がない」

　ネクタイを緩め、自身のジャケットを脱ぎすてる奏士さんは、本当に苦しげな表情をしている。それが苦痛ではなく、興奮なのは経験のない私でもわかる。観覧車でしたキスの危うい空気が今この場にある。

　コートを脱がされ、首筋に顔を埋められた。耳たぶの下に押し当てられた唇がちゅ、ちゅとリップ音をたて、鎖骨まで下りてくる。リボンタイのついたブラウスは襟を緩められ、おそらく下着も胸元も見えてしまっているだろう。

　火照る頬で彼を見つめると、屈み込むようにして私を味わっていた奏士さんと目が合った。

「ほしい、里花」

「奏士さん……あの……私、初めてで……」

「知ってる。里花の初めても、これから先も、すべて俺がもらいたい」

　甘い嘆願に全身が熱くなった。恥ずかしい。だけど、どうしようもなく嬉しい。

　言葉にできないでいると、熱い手のひらが私の頬を包んだ。思わずびくんと震えた。期待してしまっているのは、きっと表情からも仕草からも伝わっているだろう。

　彼の親指が私の下唇をふにふにと弄る。奏士さんの黒曜石のような瞳に囚われ、逃げるどころか私は薄く唇を開け、キスをねだるような顔をしてしまう。

「里花、返事してくれ」

「奏士さんの……ものになります。……抱いてください」

　奏士さんの顔が近づき、唇が重なる。さっきよりもっと熱のこもったキスだ。私は腕を伸ばし、奏士さんの首に巻きつけた。

　背をしなるほど抱かれ、その力に彼の深い愛情を感じる。

「好き、大好きです」

「俺もだ」

　奏士さんが私の身体を抱き上げた。

　寝室に運ばれ、ベッドに下ろされる。名前を呼ぶ愛しい声と、温かな身体の重み。大きな手が私の髪を梳すき、肌をたどる。私は目を閉じ、甘いひとときに身をゆだねた。




　意識が浮上していく。目覚めたとき、私は一瞬自分の状況がわからなかった。身体を起こし、身体中が強張っていることに気づく。裸の胸を見下ろし、その視線の向こうに眠る奏士さんの姿を見つけ、どきりとした。ようやく記憶がはっきりしてきた。

　私は奏士さんに抱かれたのだ。途端に身体中が熱くなり、動悸が激しくなる。

　疲れているのか深い寝息をたてている奏士さん。何度も何度も情熱的に交わした愛を思いだし、恥ずかしさでいっぱいになった。そうだ。奏士さんの恋人になったのだ。

　なんて情熱的な時間だったのか。奏士さんは全然離してくれなくて……私も初めてなのに……。思いだして居ても立ってもいられなくなる。

　起こさないようにベッドから下り、立ち上がると身体の奥がずくんと痛む。愛された痛みなのだと思うと、恥ずかしさと確かな喜びを感じた。

　ブラウスとスカートを身につけ、今は何時だろうと時計を探す。朝この部屋に来て、抱き合ってそのまま眠ってしまったのだ。遮光カーテンの部屋は時間の感覚が狂うし、時計がどこにあるのかも見つけられなかった。

　寝室を出るとすぐにリビングだ。広々としたリビングには傾いたオレンジ色の日差し。もう夕暮れなのだ。壁の時計は十六時を指していた。

「シャワー借りたいな」

　暖房の入っていない部屋は少し寒く、汗をかいた肌が冷える。でも、断りもなく使うのは……。

「里花」

　ためらっていたら背後から呼ばれた。振り向くと、けだるげにドアにもたれた奏士さんがいる。上半身は裸で、下はスーツのスラックス姿だ。

「奏士さん、寝ていてください。長時間のフライトで疲れているでしょう」

「フライトより里花に夢中になりすぎたことで疲れてるかな。身体、痛くないか？」

「大丈夫」

　本当はあちこち違和感があるけれど、何時間も愛され続けた状態と考えれば普通のことだろう。お互いに夢中になってしまったのだから。

「シャワーを借りたくて」

「ああ、俺も一緒に入ろうかな」

「え！」

　驚いて真っ赤になってしまう私に、奏士さんがにっと意地悪に笑う。

「冗談。恥ずかしがる里花の顔が見たかった。シャワーも風呂も、そのうち一緒に入ってもらうけど、今日のところはひとりでゆっくり浸かるといいよ」

　ああ、ドキドキした。そういう仲になったとはいえ、いきなり一緒にシャワーを浴びたりするのは心臓が持たない。

　バスタブを軽く洗い、お湯を溜めさせてもらった。それから手足をのばして浸かる。温かなお湯が身体をほぐしてくれる。

　奏士さんに触れられた部分がじんわり熱い気がした。明るいところで見れば、鎖骨や胸元に赤い痕が散っていた。小さな花弁のような愛の証に、羞恥より彼のものになった嬉しさに微笑んでしまう。

　濡れ髪を拭くだけで、服を身につけリビングに戻った。てっきり寝直したのかと思っていた奏士さんはコーヒーを淹れてくれていた。

「お腹が空いただろう？　何か食事でもと思ったんだけど、この家何もないんだ。コーヒーしかなかった」

　帰国したのは今日なのだから当たり前だ。私のために淹れてくれたコーヒーの香りに幸福が胸をいっぱいに満たす。

「沙織か功輔に何か頼もうかと思ったんだけど、さすがに俺でも気まずいというか照れくさいというか」

　確かに。ふたりは奏士さんが帰国からそのまま休みを取っていること、私と過ごしていることを知っている。ふたりそろって家で出迎えたら、あからさますぎる。

「それは……私も恥ずかしい……かな」

「じゃあ、もうちょっとしたら、ふたりで何か食べに出かけようか」

　私は頷き、奏士さんに近づいた。そのまま、ぎゅっと彼の身体にしがみつく。

　里花、と奏士さんが呼ぶ。

「これで奏士さんのものだから。全部」

「ああ」

「結婚の話は、もう少しゆっくりにしたい。だけど、私は奏士さんの恋人。誰にもこの座は譲りません」

「俺だって、もう二度と里花を見失いたくない」

　私たちはどちらからともなく顔を近づけ、キスを交わした。二十六年間生きてきて、一番幸せな瞬間だった。










未来へ向かって




　こうして、私と奏士さんは交際することとなった。

　皆、このことをとても喜んでくれた。由朗、沙織さん、功輔さんは「やっとか」と笑ってくれた。奏士さんのご両親とお兄さんの隆士さんも納得してくれた。

「奏士は小さい頃から里花ちゃんを大事にしてたからな」

　挨拶に行ったとき、隆士さんは笑って言った。

「里花ちゃんと再会したって聞いたときから、こうなる気がしてたよ」

　奏士さんのご両親も言う。

「結婚ではつらい思いをしたそうだね。我が家はそういったことについてはまったく気にしない。今後は奏士が責任もって幸せにするからね」

「そうよ、他ならぬ里花ちゃんですもの」

　幼い頃から親戚のような付き合いをしてきたせいか、ご両親もお兄さんもとても寛容だ。

　安心したような、より責任が増したような……。

　会食をして帰り道、奏士さんが送ってくれる。

「言った通り、うちの家族は大歓迎だっただろ？」

「うん、良かったなあって思ってる」

　少しずつ口調もくだけたものにしている。子どもの頃みたいに。だけど、彼の要望通り「そうちゃん」と呼ぶのは、さすがにこの年齢だと恥ずかしいので、たまににさせてもらっている。

「奏士さんのお嫁さんになるなら、三栖グループに入るわけだから、気を引き締めなきゃなあ」

「付き合い始めたばかりで気が早いかもしれないけど、俺はいつ結婚してもいい。というより、早くしたい」

　耳元でささやかれ、どくんと心臓が跳ねる。愛を交わし合って以来、奏士さんはスキンシップも愛情表現も遠慮がない。

「里花と毎晩一緒に寝たいしな」

　こんなふうに甘い声で誘われては、あっという間に落とされてしまう。私は気合いを入れ、ぐっと奏士さんを押し返した。

「それはまだ、もう少し待って。……私の離婚が成立して一年も経っていないんだもの」

　民法上、女性の再婚禁止期間は百日で、それはとっくに過ぎているけれど、やはり世間的な目がある。

　ただでさえ、三栖本社は郷地物産との取引を全面停止した。それが宮成家の令嬢を奪い合ってのものだったなどと、奏士さんにとって不名誉な噂を流されたくない。

「俺は気にしないけど、里花が気にするなら無理強いできない。赤ちゃんもな」

「……うん」

　正直今は赤ちゃんのことも考えられない。京太の結婚生活で、後継者を残すことを求められ続けたことが、心に引っかかっているようで、どうしても自分が母親になる姿にポジティブな気持ちが持てないのだ。

　そんな葛藤を、奏士さんはなんとなく見抜いているようだ。

　私は顔を上げ、敢えて明るい口調で言った。

「私、まだ全然子どものままで。奏士さんに相応しい女性になって、胸を張って結婚したいの。もう少し待ってほしい。駄目かしら」

「里花と恋人同士になれただけでも嬉しいから、いくらでも待つよ。だけど、今夜はもう少し一緒にいられるんだろう？」

　覗き込んでくる目は期待に満ちている。私だって期待してしまう。

「うん、奏士さんの家に寄って帰る」

「よかった。ちゃんと家まで送るから。……あと」

　言葉を切って、奏士さんはいたずらっ子みたいな表情で言った。

「ベッドの中ではそうちゃんって呼んでくれよ。盛り上がるから」

「もう！　恥ずかしいこと言わないでください」

　私は奏士さんの肩をべしべしと叩き、照れ隠しにうつむいた。

　両親も交際を知っているけれど、お泊りはまだしないことにしている。遅くとも必ず帰宅する。

　短い時間だけれど、じっくりと愛を交わし、送るという奏士さんを断ってタクシーで帰宅した。

　深夜、家中は寝静まっていた。私はひとり幸福を噛みしめ、家族を起こさないように寝室に入るのだった。




　翌朝、家族の集う朝食の席、私は三栖家に挨拶に行ってきたことを報告した。結婚を前提とした交際をしていくこと、あちらのご家族が許してくれたこと。もとより、家族ぐるみの付き合いだ。

「よかったね、姉さん。あとは結婚の日取り？」

「それは気が早いよ。奏士さんもまだアメリカと日本を行ったり来たりだし。私も離婚から一年以上は期間を置きたいし」

「……少し心配だ」

　思わぬ言葉が父から漏れた。

「里花と奏士くんはいいかもしれないが、三栖家にご迷惑にはならないだろうか」

「でも、あなた、あちらのご両親も喜んでくれているのだし」

　母が執り成すけれど、父は渋い顔のまま。

「もともとの宮成家と三栖家の関係を考えればそういった態度になるだろう。今はあちらの方が莫大な資産を持っているとしても、三栖家は宮成家を立てるのが常だ。里花を迷惑だとは言えないだろう」

　確かに古くからの関係を考えれば、三栖家と宮成家には暗黙の上下というものがある。そして、代々三栖家は宮成家に忠節を示してくれていた。私を認めたくなくても、宮成家の言うことだから聞かざるを得ないと考えているとしたら……。

「でもお父さん、私が事情があって離婚したことは向こうのご両親もわかってるのよ」

「周囲はそう見ない。里花が離婚した経緯を知らない人たちは、三栖家に対して悪い噂をたてるかもしれないだろう。三栖家もそれはわかっているはずだ。宮成家のために断れないでいるとしたら、向こう様の言葉を額面通りに取るのは早計かもしれないぞ」

　私は黙ってしまった。奏士さんのご両親も隆士さんもそんな様子は微塵もなかった。でも、本音の部分で引っかかっているところはあるかもしれない。

　離婚歴がある。珍しいことではないけれど、彼のような立場の人に嫁ぐとなると、やはりそこは問題になってしまう。

「まあまあ、もう少し様子を見ましょう。まだお付き合いが始まったばかりなんだし。ほら、朝ごはん」

　母が気を利かせて空気を変えてくれる。

　私は明るい表情を作り、朝食を運ぶのを手伝った。胸は重たい。




　週末は奏士さんとデートの約束をしていた。

　待ち合わせはお台場の公園。今日はたくさん歩き回って、奏士さんの家で夕食を作る予定だ。

　ふたりで海沿いの遊歩道を歩いた。肌寒い三月、薄曇りの昼時だ。私はマフラーを巻き直し、空を見上げた。

「来週からまた離れ離れだね」

　私のために緊急帰国してくれた奏士さんは、あれから二週間、日本での仕事をこなし、来週から再びアメリカへ向かうのだ。

　本人曰いわく、次に帰国するときが日本に腰を据えるときだそうだ。

「寂しい？」

　奏士さんが尋ねるので私は深く息をついた。

「寂しいに決まってます。恋人同士になれたのに、簡単に会えない距離になっちゃう」

「俺も寂しい。でも、この先ずっと里花といるために、向こうでの仕事を整理してきたい」

「わかってます。待っているから」

「今度は半月で戻るし、功輔も置いていく。困ったら、沙織と功輔を頼ってくれ」

「困るようなことないよ。離婚してから平和だもの」

　奏士さんが私の手を取る。優しく組み合わせられた手と手。お互いの温度が心地いい。

　抱き合うのは大好き。だけど、こうして手を繋いでいるとまるで未来まで見通せるような強い気持ちが湧いてくる。無敵になったような感覚だ。

　奏士さんは私の宝物で、大好きな人。この人と歩んでいくためなら、どんなこともできる。

「あのね、奏士さん」

　思い切って先日父と話したことを口にしてみる。

「私が初婚の方が、三栖家的には良かったよね」

　奏士さんが首を巡らせ、私を見下ろした。少し眉が上がり、驚いたような顔をしている。

「誰かに何か言われたのか？」

「ええと、父に。宮成家と三栖家の江戸時代から続く関係上、奏士さんのご両親は私のことを反対できないんじゃないかって。そうなら、却って御迷惑をかけてしまうんじゃないかな」

　ふうと嘆息が聞こえ、奏士さんが私から手を離す。怒ってしまっただろうか。不安になった私の腰を奏士さんが抱き、身体を引き寄せた。

「うちの家族は本心から全員賛成してくれている。口さがないヤツらはどこにでもいるけど、言わせておけばいいよ。俺と里花は清い交際の末に結婚する。それは間違いないし、噂程度じゃ俺の足は引っ張れない」

　頼もしいことを言い、それから私の髪にキスをくれる。

「そんな理由で結婚を反対されるなら、俺は里花を連れて三栖を出奔するよ」

「奏士さん、そんなこと絶対駄目」

「里花を誰にも奪わせはしない。もう、ずっと俺の里花なんだ」

　こめかみに頬にキスを落とされる。この人はこんなに情熱的な人だったのだ。長く兄妹みたいな関係だったし、数年間は会わないで過ごした。だから、私のイメージは優しい初恋の人。

　だけど、恋人になった奏士さんは私を深く愛してくれている。普段の言動も、ベッドの中でも、溺れるほどの愛をくれる。

「……駄目だ、里花」

「え？　なあに？」

「散歩どころじゃない。里花がほしい。ランチを食べたらうちに来ないか？」

　切羽詰まった顔がセクシーで、私の胸はどくどくと高鳴り始めた。全身が熱くなり、見つめられただけでとろんとしてしまう。どうしよう、彼の欲求に身体が反応してしまう。

「でも、夕食の買い物……」

「あとで一緒に行こう。……というか、夕食どころじゃないかも」

「駄目です。夕食作るって決めてるんだから」

　私たちは予定を早めて駅前のカフェでランチを取った。それから、奏士さんの車でマンションに戻った。

「しばらく会えない分、里花で満たしておかなきゃ」

　そう言って私の身体中にキスをする彼を止めることができない。

「奏士さん、待って」

「待てない。余裕がなくて悪い」

　翻弄されるのが怖くて哀あい願がんするけれど聞いてもらえない。

「そ、そうちゃん、お願い」

「可愛い声で呼ばれたから、完全に無理」

　キスをされ、指先まで舐め上げられ、たっぷりと甘やかされながら私は彼の腕の中に閉じこめられた。

　結局、夕食の買い物も作る時間も与えてもらえず、彼の独占欲のままに抱かれ続けた。私はその幸せに抗えない。身も心も、すっかり彼のものだ。




　奏士さんは翌週、渡米していった。恋人になって見送るのは初めてで、私は以前より寂しい気持ちに耐えなければならなかった。

　奏士さんのいない間、私は以前にも増して仕事に邁進した。彼の妻として恥ずかしくない人間になりたい。総務の仕事は以前より幅広くできることを増やし、由朗のサポートとして父のスケジュール管理なども請け負うことが増えた。

　プライベートでは沙織さんや由朗、奏士さんと入れ違いに帰国した功輔さんがいてくれる。寂しいと感じている暇は作らないように努力した。

「で、どうしてランニングなの？」

　私の横を一緒に走ってくれているのは沙織さん。今日はふたりで終業後に皇居周りをランニングしている。

「沙織さんに付き合ってもらって、登山やボルダリングにチャレンジしたけど、私って思いのほか体力がなくて」

　軽いジョグでも走りながら説明すると息が切れる。

「ランニングは心臓と肺を強くしてくれるっていうし、いつでもできるから」

「なるほど。私はいくらでも付き合うよ。最近、体重がオーバー気味だったから助かっちゃう」

　沙織さんがフットワークの軽い人で助かる。誘えばたいていのことは一緒にしてくれるので、新しいことに踏みだすハードルを下げられるのだ。

　疲労を溜めないように、体力の底上げは重要だ。

　あと、これは誰にも言えないけれど、奏士さんがベッドの中で何時間も放してくれないことが多いというのも理由にある。今の体力では、とても彼の愛を受け止めきれない。

　かといって、気遣われて甘やかされ、彼に遠慮をさせたくもない。奏士さんとは気持ちの上では対等でいたいもの。

　ランニングを終え、私はそのまま沙織さんのマンションにお邪魔した。今日はここがランニングの拠点だったのだ。

　シャワーを借り着替えたら、ふたりで食事に出かけようという話になっている。

「あれ？　着信来てる」

　シャワーから出て濡れ髪を拭いていると、スマホに連絡が来ていることに気づいた。母からだ。着信とメッセージ。メッセージを開けてぎょっとした。

【由朗が倒れました】

【すぐに来られる？】

　病院名は由朗が大学入学前に入院していたところだ。病気の治療をしたところ。まさか、再発？　胸に嫌な思いが過よぎる。

「沙織さん」

　シャワーから出てきた沙織さんに事情を話す私は、かなり動揺して見えただろう。話の途中で、沙織さんはさっと顔色を変えた。

「ごめんね、私、行かなきゃ」

「里花さん、私も一緒に行く。車、出せるから！」

　沙織さんが言い、その場で功輔さんに電話をかけた。




　病院には両親が到着していた。私は沙織さんと功輔さんと三人で駆けつけた。

「由朗は？」

　病室の前で、父が話す。

「ひとまず大丈夫。詳しい検査は明日になるそうだ。本人は今眠っているから」

　眠っているなら、顔を見るのは明日以降がいいだろう。顔が見られないことで、不安な気持ちが増す。

「本人は隠していたけれど、微熱が続いていたそうだよ」

「あの子、全然言わないから」

　ぞっとした。最初の病気のときも、由朗の異変は微熱からだったのだ。ああ、毎日顔を合わせていて気づかなかったなんて。姉失格だ。

　この無力感は両親も同じようで、私たちは病室の前でうなだれた。

「あの、私も功輔も由朗さんとは友人です」

　沙織さんが言う。沙織さんも泣きそうな顔していた。

「なんでもお手伝いしますので、おっしゃってください」

「門司さん、ありがとう。心強いよ」

　両親が頭を下げ、私たちは一度帰宅することとなった。先に帰っていてほしいというので、私を沙織さんと功輔さんが車で自宅まで送ってくれることになった。

　由朗の病状が、たいしたことじゃなければいい。再発というワードが頭から離れないからこそ、私は祈るように思った。

　地下の病院駐車場まで下りてきて、沙織さんが立ち止まった。見れば大粒の涙が頬を伝っている。

「里花さん……由朗くんが……」

　そのまま言葉にならない。嗚お咽えつが聞こえ、隣にいる功輔さんが沙織さんの背をさすった。

　やはりそうなのだ。私は沙織さんの顔を覗き込む。

「由朗の大事な人なのね、沙織さんが」

「ずっと言えなくてごめんなさい」

　功輔さんが頭を下げる。

「沙織を許してやってください。由朗さんは宮成家の跡取り、いずれしかるべきところから奥様を迎えなければならない立場だと沙織も理解しています」

「ごめんなさい、里花さん。由朗くんを好きになってしまって」

　沙織さんがしゃくり上げながら言う。

「誰と結婚してもいいの。幸せになってほしいから、いつだって身を引ける。だけど、元気でいてくれなきゃ駄目。由朗くんに何かあったら、……私……」

　私は正面から沙織さんを抱き締めた。

　私の方が背が低いから、子どもが背伸びして腕を回しているような格好になってしまったけれど。

「由朗を好きになってくれてありがとう。好き合ってるふたりを引き裂くなんて、私は絶対にしないわ」

　確かに由朗はいずれ、同じような家柄の女性を妻に迎えることになるだろう。少なくとも両親はそう考えているに違いない。

「両親を説得するときは、私も力を貸すから。由朗の容態は、まだなんとも言えないけれど、入院期間も自然に会いに来られるように協力する」

　親が家の事情で恋人同士を引き裂いてはいけない。歪みは別なところに支障をきたす。私はもうそういう環境を充分に見てきた。だから、由朗と沙織さんには幸せになってほしい。

「まずは由朗の検査が終わったら、すぐに連絡するね。それから、由朗と過ごせるように計画を立てるから」

　私は請け合い、沙織さんが泣きながら「ありがとう」を繰り返していた。沙織さんも功輔さんも、私が一番大変なときに一緒にいてくれた人たちだ。由朗のことは不安だけど、その裏で悲しませたくない。




　翌日から私はすこぶる忙しくなった。

　まず宮成商事においては、由朗の担っていた業務の半分を肩代わりすることになったからだ。

　営業関連の仕事はさすがに一朝一夕でできることではないので、営業部に預け、私は父の秘書業務を完璧にこなさなければならなくなった。今までの手伝いなどのレベルではない。すべて私の責任で行う。

　父は無理をするなと言ってくれているけれど、父が由朗の入院に精神的にダメージを受けていることは間違いない。由朗は跡取りなのだ。母もまた、ひっそりと泣いているのを知っている。

　家族を、会社を支えるのは私の役目だ。

　由朗の検査結果は翌日夕方には出て、幸いなことに以前の病気の再発ではなかった。

　しかし、過労から肝臓がかなり弱っているそうで、二週間は病院で安静とのこと。

　由朗本人は目覚めてからはすっかり元気そうで「ひ弱で嫌になっちゃうよなぁ」と笑っていた。

　日中は専業主婦の母が面会時間にいるし、夜もしばらくは宮成商事の関係者が見舞いに訪れていた。

　私が夕方、沙織さんを伴って病室を訪れたのは入院から四日後のことだ。

　誰もいない個室、私たちが入室するまで由朗は読書をしていたようだ。私たちの顔を見て、にっこり笑う。

「姉さん、沙織ちゃん、いらっしゃい。なんか美味い物持ってきてくれた？」

　軽口をたたく由朗は、まだ私がふたりのことを知っているとは知らないのだ。私は沙織さんの背を押し、前に進みださせる。

「少しの間、ふたりきりでどうぞ」

　由朗が驚いた顔になる。沙織さんが「里花さんに話した」と言い、それから由朗のベッドに駆け寄った。涙する沙織さんと、抱き締める由朗の姿を視界の片隅に入れ、私は病室を出る。

　外には功輔さんが待っていた。

「里花さん、ありがとうございます。沙織、ずっと里花さんを裏切ってるって悩んでました」

「裏切りじゃないよ。むしろ、由朗を支えてくれる人ができて嬉しいの」

　由朗はずっと私と比べられてきた。頑健な身体さえ持っていれば、跡取りとして誰からも文句は言わせないのにと思ってきただろう。

「由朗、私や両親の前ではへらへらしてるの。倒れちゃってごめんとか、病気してごめんとか。高校の頃もそう。でも本当は悔しくて泣きたいのは由朗だったと思う。由朗が、甘えられる場所ができてよかった。きっと、沙織さんになら弱い部分を見せられると思う」

「それならよかったです。俺もホッとしました」

　そう言ってから、功輔さんが気づいたように顔を上げる。

「……里花さんが奏士社長と結婚して、沙織が由朗さんと結婚するとなると、必然俺は奏士社長の義弟になりますね」

「ええ、まあそうなるかな」

「ちょっと緊張しますね。今度、社長を義兄さんと呼ぶ練習をしてみます」

　大真面目でそんなことを言うので、私は吹きだしてしまった。

「じゃあ、私のことも義姉さんと呼ぶ練習をしてください」

「はい、義姉さん」

　私たちは顔を見合わせ笑った。沙織さんと由朗は三十分ほどふたりで語らった。私はまた沙織さんを連れてくる約束をし、三人で病院をあとにしたのだった。

　弟にゆっくり休んでもらうためにも私は仕事をしなければならない。

　父の秘書業務は、社内だけの仕事では済まない。同行することも多いし、そのための下調べや準備も必要だ。運転手役をすることも増え、ペーパードライバー状態だった私は緊張の連続だ。

　当然、社内でのスケジュール管理や資料作成、各部署との調整も私の仕事。総務の仕事も兼務しているのでなかなか忙しい。でも、この忙しい日々をこなすことで、自分自身の成長に繋がるようにも思えた。

　奏士さんももう少しで帰ってくる。胸を張って会うために、頑張ろう。

　しかし、我ながら情けないことに、忙しくなってから極端に寝つきが悪くなってしまった。

　身体は疲れているのに、あれやこれやと考えているとなかなか眠りが訪れない。明け方近くにようやくうとうとし、はっと気づけばもうアラームが鳴っている。

　おそらくプレッシャーを感じているのだろうと自分でも思う。突然、多くの仕事が目の前に並び、由朗のためにも失敗なくすべてをこなそうと思うと、どうにも肩に力が入ってしまうみたい。

　こうなるとなかなか疲労が取れない。だけど、私まで体調を崩しては、両親が心配するに違いない。由朗も自分のせいだと思ってしまうだろう。

　ストレスやプレッシャーは私が勝手に感じているだけ。リラックスしなきゃ。

　仕事を片付け、食事もなるべくしっかり取り、可能な限り早く布団に入る。父のお伴をこなし、由朗のお見舞いに沙織さんと功輔さんと行く。

　そんな日々が十日ほど続いた。この日は土曜で、母の代わりに朝から由朗のお見舞いに行く予定だった。沙織さんと功輔さんとも待ち合わせている。

　朝食をあまり食べられなかった。疲労と睡眠不足のせいだろうか。自分の脆弱な精神が憎い。仕事で責任が増して不安定になるなんて。こんなことで奏士さんの妻になれるのだろうか。三栖グループの一員になれるのだろうか。

　駄目だ。私が元気を出さないと。明るい空気を作っていかなきゃ。自分に気合を入れて家を出発した。




「姉さん、ありがとう。功輔くんも」

　だいぶ顔色の良くなった由朗は来週には退院ができる。思えば入院した頃は、変に痩せていたし、頬がこけていた。今ははつらつとしていて、休養が効いているのを感じられた。

「由朗くん、食べたがってた豆大福買ってきたよ」

「沙織ありがと。え、一個だけ？」

「駄目、ある分食べちゃうんだから」

　仲睦まじいふたりを残し、私と功輔さんは病室から退散した。普段はうちの両親と鉢合わせしないように、病室前で功輔さんと待機するのだけれど、今日はふたりともそろって会食に招かれている。病室の前にいなくても大丈夫だろう。沙織さんと由朗を残して私たちは中庭に出た。

「功輔さん、お休みなのにありがとう」

「いえ、沙織のためでもありますから。双子って妙なもので、沙織が悲しいと俺も悲しいんです。大人になってもそうなのが不思議です。今は沙織が幸せになれるよう協力したいんです」

　きっと、功輔さんは沙織さんと由朗の仲を複雑に思う部分もあるのだろうな。言葉尻からそんな印象を受けた。

　年下の身体があまり強くない男、家柄から姉を幸せにできないかもしれない男。だけど、沙織さんを想っているから、彼女の気持ちを尊重して反対しない。

　功輔さんは寡黙でクールな印象の人だけど、実は愛情深いのだろう。信頼のおける人だから、奏士さんだって頼りにしているわけだし。

「ところで、里花さん、あまり寝ていないのでは？」

　突然言われ、私はぎょっとした。

「メイクで隠しているようですが、隈がくっきりと」

「え？　本当ですか？」

「無理をしていると知れば奏士社長が心配します。俺たちも叱られてしまいます」

「なんで功輔さんが叱られるの？」

「里花さんに対しては、奏士社長おかしいですからね。『俺がいない間、里花の様子を見ていてくれ』って母親みたいな過保護っぷりですよ」

　その言葉に思わず笑ってしまった。奏士さんの愛情深さもだけど、真顔でそんな説明をする功輔さんもおかしい。

「実は、由朗の仕事を肩代わりしているんだけど、私にはまだ荷が重いみたいで。緊張状態が続いているのか、寝つきが悪くて」

「それはいけないですね。睡眠が取れていないと、免疫が落ちます。……少し待っていてください。温かなお茶でも買ってきますので」

　功輔さんが離れたタイミングで、雲の切れ間から日が差し、その光に目がくらんだ。寝不足の身体には強い刺激だったようで、一瞬周囲が暗くなる。自分が立っているのかわからない。

　はっと気づくと、私の身体を抱き、支えてくれているのは功輔さんだった。

「里花さん、大丈夫ですか」

「功輔さん、ありがとう」

　離れようとするものの、まだクラクラしてしまい、彼の腕を頼るようによろめいてしまう。近くのベンチに、功輔さんが連れていってくれる。

「里花」

　その鋭い声は中庭の入り口から聞こえた。まだ揺らぐ視界の向こうに奏士さんがいる。

　なんでそんな顔をしているの？　もしかして今のシーンを見られた？　誤解された？

「どういうことだ、功輔」

　奏士さんが歩み寄ってくる。功輔さんに食ってかからんばかりになっているので、私は必死に声をあげる。

「違うの、奏士さん。私がふらついて」

「功輔、正直に話せ」

　私の制止を聞き入れずに功輔さんに詰め寄る奏士さん。しかし、功輔さんはその剣幕に動じることなく、けろっとした様子で答えた。

「社長、お早い到着でしたね。今夜の便では？」

「フライト予定の便が変更になったんだ……。そうじゃない！」

　功輔さんがやれやれとばかりに嘆息し、奏士さんをぐいと私の方に押しやった。それは上司にする態度じゃない。友人相手にやるくらい雑な態度で、ちょっと面食らってしまった。

「奏士社長、里花さんはお疲れです。あなたがいないので、夜も眠れないほど憔悴してしまっています。大事な恋人をこんなにほったらかして何をしておいでです」

　正確に言うと、奏士さんがいないからやつれたわけじゃないんだけど、堂々と彼の責任を追及する功輔さん。きっと、くだらない嫉妬をするなという意味だろう。それが奏士さんにも伝わっているようだ。

「功輔、おまえ」

「俺に嫉妬する前に、愛しい里花さんがやつれていることに気づくべきですよ」

　奏士さんがようやく私を見た。私はベンチからよろよろと立ち上がり、奏士さんの腕に掴まって訴える。

「功輔さんは支えてくれただけ。私……少し無理をして、体調が悪くて」

「里花……本当だ。顔色が悪い」

　見る間に切ない表情になった奏士さんが、ぎゅっと私を抱き締めた。それから、功輔さんに顔だけ向けて謝った。

「……悪かった、功輔」

「いえ、今も里花さんに話していたんですが、奏士社長は里花さんのことになると我を忘れますからね。気にしていません」

　クールな返答に、奏士さんは反省しているのかしゅんと背を丸めてしまった。

「里花さん、社長は里花さんを驚かせたくて帰国の予定を早めたんです。今日明日はお休みですから、おふたりでゆっくりお過ごしください。社長の隣ならよく眠れるのではないですか？」

　少しだけいたずらっぽく言う功輔さんは、沙織さんだけでなく、奏士さんのこともすごく大事に想っているのだと気づいた。

「功輔さん、ありがとう」

「もう少ししたら、沙織と帰りますので。社長、由朗さんに会うのは明日以降にしてください。今日は里花さんの体調優先です」

　功輔さんに促され、私と奏士さんはタクシーでマンションに向かった。奏士さんは空港から真っ直ぐ病院に駆けつけてくれたようで、スーツケースも持っている。

「帰国、来週だと思ってた」

「仕事の引継ぎが思ったより、早く済んだから。由朗の体調の件も聞いていたし」

「由朗は来週には退院できるの」

　タクシーから降り、マンションのエントランスを抜ける。高層階用のエレベーターに乗る。私たちしかいない。

「里花は大丈夫なのか？」

　尋ねられて私は苦笑いで頷いた。

「慣れないものだから、ひとりでいっぱいいっぱいになって眠れない日があって。情けないなあ」

「功輔の言葉じゃないが」

　奏士さんは言葉を切った。

「俺の隣ならよく眠れると思う」

「そうかも」

「試してみよう」

　照れくさい気持ちで頷く。

　彼の温度が隣にあれば、いつまでだって安心して休んでいられる。奏士さんがこの上もなく優しく微笑んだ。私も勇気を出そう。

「今夜は泊まっていってもいい？」

「泊まっていってほしい」

　奏士さんが私の耳元にささやき、私たちはドアを開けるのももどかしくキスを交わした。










愛の誓い




　奏士さんと私の結婚が決まったのは夏だった。

　私の離婚から一年が経ち、奏士さんも自身の三栖ビジネスソリューションズの仕事をメインにし、日本から滅多に離れなくなったのが契けい機きとなった。

　双方の両親に挨拶に行き、結納も夏のうちに済ませた。

　当初は三栖家へ遠慮し、結婚に慎重な姿勢を見せていた私の父も、奏士さんの真摯な態度や、三栖家の鷹おう揚ような様子に安心したようだ。私の結婚を祝福してくれた。挙式の日取りは十一月と決まった。

「いよいよ同棲スタートね」

　九月の頭、引越しを翌日に控えた私は、沙織さんとランチをしていた。場所は、宮成商事の近く神かん田だ駅前のカレー屋さんだ。ふたりともお昼休みに待ち合わせてランチしている。

「同棲といっても、最近は私がほとんど奏士さんの部屋にいたから今更だけど」

「でも、おうちを出るのは感慨深いんじゃない？」

「これで二度目だから、三つ指ついてご挨拶っていうのは省くかな」

　冗談で言ったつもりだったけれど、沙織さんはまずいことを言ってしまったという顔をする。慌てて「気にしないで」と口にする。あまりいいジョークじゃなかった。

「あの頃は、私何も知らなかったの。結婚すれば幸せになれるって信じていて。とんだお嬢さんだったわ。自分の力で生きていなかった。離婚を経て、今があると思ってるから」

「そうね。里花さん、出会った頃と比べて強くたくましくなったかも」

「でしょう」

　奏士さんと結婚しても、宮成商事での仕事は続けるつもりだ。奏士さんもそれでいいと言ってくれている。私はまだ自分を磨き、突き詰めていく最中で、仕事はその大事な手段となっていた。

「私と由朗くんのことだって、あんなに強くご両親に訴えてくれるとは思わなかった」

「力になるって約束したじゃない」

　先日、由朗は沙織さんとの交際を両親に打ち明けた。そのとき、私は同席し、ふたりの仲を認めてくれるよう言葉を尽くして嘆願したのだ。

「でも、私が訴えるまでもなかったね」

　両親はあっさり由朗と沙織さんの交際を認めた。ひそかに由朗の見合いの相手を選定していたようだったけれど、相手が沙織さんならと祝福してくれた。

「好きな人と一緒になるのが一番いいって、きっと父も母もわかったんだわ。私の件で」

　それに沙織さんは奏士さんの部下で、お父さんの門司弁護士は私の離婚に尽力してくれた人だ。さらには由朗が体調を崩していたとき、献身的に支えたことも知り、反対する理由がなくなったのだと思う。

「由朗はだいぶ丈夫になったけれど、無茶すると体調を崩しやすいの。沙織さんがこれからは頑張りすぎないように見張っていてね」

「ええ、もちろん。里花さんも奏士社長のことを……と言いたいところですけど、里花さんがいるだけで社長はご機嫌だからなあ」

　私は笑った。それはとても光栄な評だ。

「御機嫌かつ絶好調で仕事をしてもらえるよう、努力するわ。妻として」

　両親に挨拶をし、実家を出たのは翌日。九月のよく晴れた日曜のことだった。今日から奏士さんとふたり暮らし。二ヶ月後には夫婦になる。

　嬉しいような気恥ずかしいような。

　だけど、今度こそ幸せになる。奏士さんとならそれが果たせる。

　奏士さんが仕事で家にいないことは知っていた。引越し業者に荷物を運び込んでもらい、ひとり荷ほどきを開始する。今日中に終わらせるぞ、と夕方まで延々作業をしていたら、さすがに疲れてしまった。

「そういえば、お腹が空いた」

　気分転換を兼ねて外へ出ることにした。

　ここからならアーバンコンチネンタルホテルが近い。ラウンジで夕食代わりにサンドイッチでも食べよう。奏士さんからは遅くなるかもしれないと言われているし。

　散歩がてら、まだ薄青の残る夜空の下を歩く。夏の熱気が心地いい。

　去年の夏は離婚したばかりで、いろんなことに必死だった気がする。奏士さんもアメリカだった。夏も秋もあっという間に通り過ぎていった。今年からは、夏も秋も冬も、ずっと奏士さんと一緒なのだと思うと嬉しい。

　ホテルのエントランスは冷房で寒いくらい冷えていたけれど、外を歩いてきた私にはちょうどいい気温だ。

　温かな紅茶とサンドイッチをいただくにもちょうどいい。ラウンジに向かうため、エントランスを横切ろうとして、ぎくりと凍りついた。

「なんで……」

　少し離れたエレベーター近くに奏士さんがいる。

　隣にいる黒髪の美女は……マノン・ルーセルだ。

　女優アナ・ミラーの娘、奏士さんに好意を持っていたモデル。

　なぜ、こんなところにいるの？　どうして奏士さんと並んでいるの？　彼女の手が奏士さんの腕に添えられている。相変わらずとても親しそうに見える。

　遅くなるというのは彼女との用事なのだろうか。

　鼓動が嫌な音で鳴り響く。頭の中で誰かが言う。

　またなの？　また私は裏切られてしまうの？

　奏士さんも、私じゃなくて他の女性を選ぶの？

　私を好きだと言ったのは嘘だったの？　プロポーズは嘘だったの？

　頭の中で暴風雨のようになる気持ちを、私は自制心で抑えた。それから背筋を伸ばし直す。

　何を動揺しているのだろう。

　奏士さんの妻は私だ。そして、奏士さんを世界中の誰より信頼しているのは私だ。

　私はつかつかと歩み寄った。

「奏士」

　呼び捨てで呼んだことなどない。だけど、敢えて呼んだ。奏士さんとマノンが振り向く。

　私はにっこりと微笑み、簡単に英語で挨拶をした。それから、奏士さんに向き直る。今度は日本語で言う。

「私の引越しの日に、彼女と会っているなんてどういうことですか？　説明してください」

　奏士さんが額に手をやり、「すまない」と謝罪の言葉を呟く。それは浮気をしていたと取ってもいいのかしら？

　ふつふつと怒りを燃え上がらせる私の目の前でエレベーターが開いた。

　そこから出てきた金髪の男性がマノンを抱き寄せた。マノンも彼にハグをし、キスをする。

　あれ？　驚きを隠せない私に、奏士さんが言った。

「マノンと婚約者のロイ。今日は、ふたりのアテンドをしていたんだ」

「そう……だったの？」

　男性が奏士さんに少し訛りのある英語で早口に話す。奏士さんも応対し、マノンが口を挟む。かろうじて聞き取れた単語を組み立てると『疲れた』『ディナーはキャンセルする』『ふたりでゆっくり過ごす』『明日はスカイツリーに連れていってほしい』……こんな感じかな。

　ともかく、奏士さんは浮気なんかしていなかった。恋敵だった女性には今や別な婚約者がいて、奏士さんも私も眼中にない様子。

　間もなく、私と奏士さんは、マノンと婚約者から離れ帰路についた。

「ごめんなさい、奏士さん」

　食欲はどこかに行ってしまった。歩きながらしょんぼりと謝る私に奏士さんが大仰に首を振った。

「いや、マノンの名前を出して誤解されたくないと敢えて黙っていた俺が良くなかった。すまない、里花」

「私、浮気されたってカッとなって」

「マノンには最初の来日のときにはっきり言ってるよ。あの可愛い人が俺の未来の花嫁だから、きみとは付き合わないよって。彼女も納得して、アメリカに戻ったら以前からアプローチをしてきていたロイとあっさり付き合い始めたんだ。女性は強いね」

　そう言って、奏士さんは笑う。そうか、ふたりの婚約というデマが流れたとき、すでにマノンは別な婚約者がいたのだ。

「信じなきゃ駄目なのに、私って嫉妬深いね」

「里花はそのくらいの方がいい。俺は絶対に裏切らないって約束するけど、里花が不安なときはいくらでも追及してくれよ」

　今回は俺が悪かったし、と付け足し謝ってくれる奏士さんは優しいのだ。私が以前の結婚で負った傷をまだ気にしてくれている。不安にさせまいとしてくれている。

「あなたを失ったら生きていけない」

　私は呟く。優しく手を握り返してくれる奏士さんを見上げ、宣言する。

「だから、絶対に奏士さんを離さない。重たいかもしれないけど、これが私の絶対だから」

「重たいどころか嬉しいよ」

　奏士さんが微笑む。

「里花は本当に強くなったなぁ」

「褒めてるの？」

「褒めてるよ。ところで、お腹が空かないか？　何か食べて帰ろう」

　忘れていた空腹がゆるやかに蘇っていくのを感じる。奏士さんといれば、きっとなんだって楽しい。同棲初日からびっくりしてしまったけれど、これも私にとって小さな試練のひとつだったのかもしれない。

「賛成。ラーメンはどうかしら」

「いいね、そうしよう」

　夏の夕暮れどき、私と彼は手を繋ぎ、ラーメン店を目指した。




　十一月がやってきた。同棲から二ヶ月ちょっと、結婚式を明日に控えたその日、私は奏士さんと夕食の準備をしていた。

　アメリカではデリばかり使っていたなんて言う奏士さんだけど、家事はそれなりにできる。今日も私の代わりにステーキ肉を焼いてくれている。私はサラダの係だ。

「里花、一枚でいいのか？」

「そんなに食べたら、お腹がポッコリ出て明日のドレスが着られないよ」

「そんなことないだろう」

　そんなことあるのだ。奏士さんと暮らして二ヶ月、彼とごはんを食べる毎日で私は少々太った。一緒に暮らす人がごはんを食べてくれるというのが嬉しくて、毎日作りすぎてしまっていたのかも。奏士さんも喜んで食べてくれるので、つい……。

「ドレスを選んだ頃から三キロくらい丸くなっちゃったの。普通はウエディングドレスを着るために痩せるはずなのに、私ったら」

「いや、里花は細すぎるくらいだったから、少しふっくらしても全然いい」

　抱き心地もいいしと笑う奏士さんをぽこんと叩いておく。各自のお皿にお肉やサラダを盛りつけ、完成だ。

「美味しそうね」

「しっかり食べて、元気に結婚式をしよう」

　奏士さんが笑顔で言って、お皿を運んでくれる。素敵な旦那様の後ろを、私もカトラリーを手についていく。

　明日は結婚式だ。離婚から一年と少し。奏士さんと再会してから数えれば一年半近い時が経った。

　私が二度目の結婚になるので、結婚式自体はあまり派手にしたくなかったけれど、奏士さんの立場的にはまったくしないわけにもいかなかった。その代わり、招待客は少な目にし、なるべく双方の会社の社員を中心としたアットホームなお式にすることにした。

「お昼から挙式で、披露宴は長めで四時間半くらいあるのよね。父も由朗も飲みすぎそうで心配」

「そのくらいないと全員とは話せないだろう」

「確かにねぇ」

　宮成家や三栖家の親戚筋には、私と奏士さんの婚姻に苦言を呈する人もいたようだ。父や奏士さんははっきりとは言わなかったけれど、話を聞いていれば察することはできる。

　そんな人たちには言わせておけばいいと私も今は思える。大切なことは、私と奏士さんが想い合って一緒になるということだもの。

「里花、今更なんだけれど」

　お箸を置いて、奏士さんが私をじっと見つめた。

「なあに？」

「俺で良かったか？」

　私は驚いて彼の黒い瞳を見つめ返した。奏士さんが困ったように笑っている。

「里花が離婚する手助けをしたと自分では思ってる。決めたのは里花だけど、手を引いたのは俺だ。里花は、俺に恩を感じて一緒になってくれたんじゃないかって、少しだけ考えていた」

「なんで……そんな」

「俺は昔から里花が好きだった。里花が俺を兄のように思ってくれていることを、利用してしまったかもしれない。俺の好意を知っていて、恩があって断れなくて、里花は俺を受け入れたのかと……」

「そんなことを言わないで」

　私は箸を置き、奏士さんを真っ直ぐ見つめた。

「好きじゃない人と結婚して不幸せだった私が、また好きでもない人との未来を選ぶわけない。私はずっと三栖奏士さんが好きよ。子どもの頃から」

「里花」

「以前もちゃんと言ったのに、信じてくれていなかったの？」

　奏士さんが立ち上がり隣にやってきた。そして、泣きそうに顔を歪めた私の頭をかき抱いた。

「ごめん、里花。俺の些細な不安で傷つけた。里花を信じているのに、すまない」

　大きな手が私の髪を梳き、背を撫でる。私は彼の鎖骨に頬をこすりつけ、目を伏せた。

　不安から相手を傷つけてしまうことは、私にも経験があるからわかる。私も同じように奏士さんの心を疑ってしまったことがあったもの。

「私は他の誰でもない奏士さんと幸せになりたい。私の気持ち、信じて」

「ああ、里花。好きだよ」

「私も」

　私たちはしばしそうして身を寄せ合った。大事な気持ちを分け合うように。

　それから、「ごはん冷めちゃうね」と笑顔になって食事に戻った。

　意外だった。奏士さんにも不安はあったのだ。私に愛されているかという不安。

　そんな気持ちにさせてしまったことを申し訳なく思った。

　もっと愛情を伝えていかなければ。もっとあなたが大事だって言葉にしなければ。

　隣に寄り添って、不安になる必要はないと微笑むのが私の務めだ。

「そうだ……」

　明日のために早々にベッドに入った私たち。眠る奏士さんを見つめ、私はあることを決めた。

　私自身は、まだ考えられないと思っていたこと。だけど、彼との未来のために真剣に考えた方がいいこと。

「大好き、奏士さん」

　私は眠る彼の唇にキスをして、自らも隣に横たわった。




　結婚式はアーバンコンチネンタルホテルのバンケットルームで行われた。

　私と奏士さんの運命が動きだすきっかけになったこのホテル。彼があの日、私をつらい境遇から連れだしてくれたから今日この日があるのだ。

　参列者の前、私たちは向かい合う。宣誓し、指輪の交換、誓いのキス。まるで初めてみたいに式の間中、私はずっとドキドキしていた。

　そうか、私は憧れの人の妻になるんだ。一度は諦めた人。恋を封印した人。

　だけど、彼は私を見つけてくれた。

　愛を誓ってくれた。

　フラワーシャワーを浴び、奏士さんの横を歩きながら私はささやく。

「生きてきて今が一番幸せ」

　奏士さんが笑ってささやき返す。

「その幸せを毎日更新する。約束するよ」

「嬉しい」

　奏士さんは私の王子様だ。あなたと出会った幼い時分から、私はずっとずっとあなたの愛に包まれてきた。これからは私も同じだけ愛を捧げていきたい。




　披露宴のあと、由朗と沙織さん、功輔さんと五人で食事をした。ホテル上階のバーラウンジで慰労会のような二次会だ。

「あまり食べられなかったからお腹が空いてしまって」

「花嫁は忙しいから。お色直しも二回したものね」

　ウエディングドレスのほかにカラードレスと色いろ打うち掛かけを着たので、私は何度も入退場をした。写真を撮ったり、挨拶をしているうちに食事を取りそびれてしまったのだ。

「奏士くんの希望だろ？　姉さんのお色直し」

　由朗が尋ね、奏士さんが答える前に功輔さんが答える。

「そうですね。里花さんのドレス選定のために、何度か仕事の予定を変更しましたので」

「功輔、余計なことを言わなくていい」

　奏士さんが照れ隠しに渋い顔をしている。でも、本当に奏士さんの希望だったのだ。ドレスも和装も、全部見たいと言われて私は苦笑いで了承したのだから。

「社長は、里花さんに夢中だから、たくさん綺麗なところを見たかったんですよね」

「次は沙織さんと由朗だからね。期待してます」

　私も恥ずかしいので矛先を変える。由朗と沙織さんもおそらくそう遠くない未来、結婚式をあげるだろう。今日、沙織さんにブーケをプレゼントしたことは、みんな知っている。

「私たちはまだ先！　それに功輔が心配で簡単にお嫁になんか行けない」

「余計なお世話だ。とっとと嫁に行ってくれ」

　つつき合う双子に私たちは笑う。

「沙織、功輔、明日からしばらく頼む」

「ハネムーンくらいゆっくり行ってきてください」

「お土産期待してます」

　そう、明日から一週間、私と奏士さんはハネムーンに出発するのだ。行き先は私の希望でアジア。ベトナムのリゾート地を回る予定だ。

「由朗も無理しないでね。忙しすぎると、また倒れるよ」

「姉さんに心配かけないように気をつけるよ。沙織にも見張っていてもらうから」

　ねえ、と微笑み合う弟と友人を見て、私はやっぱりふたりの結婚もそう遠くない未来だといいなと思うのだった。




　二次会を終えて私と奏士さんはマンションに戻った。本当はホテルに宿泊し、のんびりしようかとも話していたのだけれど、ハネムーンが明日の朝出発である関係で、一度帰宅することにしていた。

「くたびれたね」

「でも、明日は早いから、もう荷物を玄関に置いておこう」

「朝ごはんはフライト前に食べられるかな」

　結婚式の疲労もどこへやら、私たちは明日からの旅行に胸を躍らせ、準備を始める。私はスーツケースを玄関に置き、当日着ていく服をハンガーにかける。荷物の最終チェックをしている奏士さんにお茶を淹れて声をかけた。

「奏士さん」

「なんだ？」

「あのね、ちょっと相談」

　私の言葉に何かあったかと奏士さんが振り向いた。顔が少し緊張している。

　私もドキドキしている。だけど、大事なことだから、今言っておきたい。

「赤ちゃんがほしいと思ってるの」

　奏士さんが息を呑むのがわかった。吐息のような声が私を呼ぶ。

「里花……」

　交際も結婚も、奏士さんにはたくさん考える時間をもらった。妊娠出産も、ずっと保留のままだった。私はまだ自立した人間になれていない気がしていたし、赤ちゃんを授かることについて以前の結婚のせいかどこかで前向きになれずにいた。

　だけど、奏士さんが私との愛の証を望んでいることにもなんとなく気づいていた。はっきり口に出さないのは、優しい彼の気遣い。

　応えたい。

　不安や寂しさを覚える必要がないと伝えたいし、これからもっとふたりで家族になっていきたいとわかってほしい。

「奏士さんはどう思う？」

「……俺もほしいよ。里花と俺の赤ちゃん。実はずっと想像してた。可愛いだろうなって」

「私を想って言いださなかったんでしょう？」

　私は歩みより、奏士さんにそっと腕を回した。私はここにいる。あなたといる。このハグで全部あますところなく伝わればいいのに。そんなもどかしさの分を言葉にする。

「赤ちゃんができたら嬉しい。そう思えるようになったの。奏士さんによく似た赤ちゃんに会いたい。奏士さんと子どもと生きていきたいの」

　奏士さんが私を抱き締め返し、ふうと深く息をついた。

「ありがとう、里花。すごく嬉しいよ」

「ハネムーンベイビーになるかしら。この旅行中にできたら」

　奏士さんがいきなり私を横抱きに抱き上げた。小柄な私は軽々とベッドルームへ運ばれてしまう。目元を色っぽく染めて微笑んだ奏士さんが、低くささやいた。

「今夜できるかもしれないよ」

「気が早いなぁ」

　あとは夢中で唇を重ね、私たちは夜に沈んでいった。




　翌早朝、眠たい目を擦り、私たちはスーツケースを押して出発した。

　手を繋いで、ふたりの新しい時間のために。










エピローグ




　カレンダーの六月には丸い印がついている。記念日の印だ。今年はディナーに行こうかと奏士さんは言っていた。大丈夫かしら。

　私は縫物の手を止め、ふうと嘆息する。

「ママ、めーよ。めー」

　私の膝の上によじ登ってきたのは二歳の娘、里り衣いだ。私が縫物にかかずらっているのが面白くないみたい。しきりに邪魔をしてくる。

「駄目よ、りーちゃん」

　針が危ないのでクッション型の針山に戻し、娘を膝から下ろす。しかし、めげずによじ登ってくる。

　誰に似たのか、里衣は体力があり、野生児と言ってもいいくらいやんちゃで健康だ。今も私の縫物をやめさせるために全力である。

　こうなった娘はコントロールが利かない。イヤイヤ期も手伝って、注意を向けようと泣き叫ぶ未来が見えるので、私は黙って裁縫道具を片付けることにした。

「よしおじちゃんのところに赤ちゃんが産まれるから、ママ、プレゼント作ってたのよ」

　昨年挙式した由朗と沙織さんの間に、間もなく赤ちゃんが産まれる。私は暇を見つけてスタイを作っていた。

　里衣がお腹にいるときに何枚も作ったのだけれど、それを見た沙織さんが妊娠したらほしいと言っていたのだ。

　だからちょっとだけ。趣味程度のものだけれど。

「女の子だって。りーちゃんいいお姉さんになれるかしら」

「そぉらよぉ」

　よくわからない相槌が返ってきた。彼女は私が作業をやめたので、ご満悦でブロックを手に走り回り始めた。そこはママと遊ぶんじゃないの？　ママ、手が空いたんですけど。

　それにしても、やっぱりこの元気娘と記念日ディナーは厳しい気がする。三回目の結婚記念日は、去年と同じく自宅でパーティーにしようかしら。最近アイスクリームデビューをし、その魅惑の甘さにハマってしまった里衣のために、アイスクリームケーキでも注文して……。

「ただいまー」

　玄関で奏士さんの声が聞こえる。里衣が「パパら！」と叫び、ぱたぱた走っていった。

　ふたりがきゃっきゃと再会を喜ぶ声が聞こえ、次に里衣を抱き上げた奏士さんがリビングに姿を現した。

「ただいま、里花」

「おかえりなさい。出張お疲れ様」

　私は近づいていって奏士さんの頬にキスをした。一週間のアメリカ出張からの帰国だった。渡米する機会は、今は年に一度くらいだけど、この一週間はやはり私も里衣も寂しかった。

「やんちゃな里衣ちゃんは、ママの言うことを聞いていたかな？」

「あいあい」

　調子のいい返事をする娘に苦笑いしてしまう。

「全然言うこと聞かないの、このお嬢さん。走って転んで駄々こねて暴風雨みたいよ」

「イヤイヤ期っていうのは噂に聞く以上なんだな」

「結婚記念日のディナーは来年まで取っておいた方がいいかも」

　ちらっと奏士さんを上目遣いで見る。他意はなかったけれど、奏士さんがにっこり笑った。

「俺としては親や由朗たちに里衣を預けてもいいけれど、それだと里花が気持ち的にゆっくりできないだろう」

「沙織さん妊娠中だし、由朗のところは駄目。うちの親は喜ぶし、奏士さんのところも喜んではくれると思うけど」

　里衣は台風並のパワー溢れる女子なので、丸一日預けるのは気が引けてしまう。

「それじゃ、三回目の結婚記念日は家にしよう。俺が食事を作るよ。ローストビーフにお酢の効いたニンジンサラダ。里花、好きだろう？　あとは里衣とデザートでも買ってきてくれないか」

「本当？　甘えちゃってもいいの？」

「いつも里花には頑張ってもらってるし、たまにはそのくらいさせてくれよ」

　どこまでも優しい私の夫。私は彼の頬にもう一度キスをした。

「ありがとう、大好き」

「俺も好きだよ」

　頬を寄せ合う私たちに、負けじと里衣がぎゅっと抱きついた。

　ひとりぼっちだった世間知らずの私はもういない。私には愛する夫と娘がいて、自分の足で歩む人生がある。

　私はきっとこの先も、笑って生きていける。




（おしまい）










番外編　三栖奏士の恋




「奏士社長、スケジュールはすべて調整しました。結婚式から一週間、誰も社長と里花さんの邪魔はいたしません」

　午後のオフィス、書類を俺のデスクに置きながら、功輔が言った。

「ありがとう。頼りになるな、功輔は」

　部下の功輔は、まだ二十代半ばだが非常に優秀だ。冷静沈着で仕事が早い。少しとぼけたところがあるが、それはこの男と相当親しくならないと見ることができなかったりする。

「その気になれば三ヶ月くらいフルでお休みを取ることもできますよ」

「その手腕は嬉しいんだが、そこまでされると不安になる」

「普段が働きすぎなので、そのくらいしてもバチは当たらないということです」

　功輔の気遣いをありがたく思い、俺は置かれた書類を手にした。

　里花がプロポーズに応じてくれたのは昨晩のことだ。離婚から一年、彼女の気持ちが落ち着くのを待ちわびた時間だった。

「しかし、プロポーズから半日で結納と式の日取り、場所まで決めてしまうのはいかがなものでしょう」

　スケジュール調整を手伝っておいて、功輔が苦言を呈する。

「少々焦りすぎなのでは？　里花さんが引いてしまいますよ」

「問題ない。里花のご両親には確認を取ったし、里花本人はいつでもいいそうだ。ハネムーンの場所は今夜相談する」

「がっついていますね。ついでに、里花さんのお引越しから同棲スタートの計画も立ててください。引越し業社や新しい家具の手配がありますから。ハウスクリーニングも念のため」

「功輔は本当に有能だなぁ」

　俺がしみじみと呟くと、功輔が「今更気づいたんですか」と慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに答えた。

　この有能な部下にもだいぶ助けられた。姉の沙織も恋人を見つけたことだし、彼のとぼけたところを愛してくれる女性と早く巡り合えればいいなとひそかに思う。

「ほら、奏士社長、手が止まってます。また里花さんのことを考えていましたね」

「今は功輔のことを考えていたよ。里花のことを考えるのはこれから」

「里花さんのことを考えるなというのは無理でしょうから、頭の中に上等なソファでも用意して座って待っていてもらいましょう。その間にお仕事を進めてください」

　相変わらず変なことを言うなあと思いつつ、俺は予告通り、今夜にも会える未来の妻を思った。




＊＊＊




　宮成里花は、五歳年下の幼馴染だった。

　俺が五つのときに生まれた宮成家のお嬢さん。宮成家には礼を尽くせと幼い頃から習っていた俺は、出会った瞬間にこの小さなお姫様を守らなければと思った。

　パーティーや会食、互いの家を行き来する中、俺は里花を本物のお姫様のように扱った。俺と手を繋ぎ、よちよちと歩く里花はとても可愛らしかった。すぐに弟の由朗も生まれ、小さな姉弟は、三栖家末っ子の俺にとって弟妹になった。

　お喋りが始まればまた可愛らしく、俺はパーティー会場で彼女をエスコートするのが誇らしかった。

「そうちゃん」

　彼女は俺をそう呼んだ。あどけない笑顔と頼り切った様子に、俺は里花が本当の妹ならいいのにと思ったものだ。そうすれば、毎日遊んであげられる。里花のためにサンドイッチを作ってあげられるし、里花が寂しいときは一緒に眠ってあげられる。

　なにしろ里花は俺と別れるとき、いつも涙していた。

「そうちゃんと一緒がいいよ」

「ばいばいはやなの」

　そう言って駄々をこねる里花を見ると胸が締めつけられるようだった。

　どうして俺たちは兄妹として生まれられなかったのだろう。兄妹なら、離れることなく一緒にいられたのに。

　しかし、中学三年になる頃には、自分の認識をあらためた。十歳の里花は、手足がすんなりと伸び、スレンダーな少女の姿に変貌しつつあった。

　まだ無邪気に俺に飛びついてきたりしていたけれど、そんな彼女にどきっとしてしまう。高学年に上がる頃には俺を「奏士さん」と呼ぶようになり、手を繋いだり抱きついてきたりしなくなった。

　寂しさよりホッとした。俺は五つ下の幼馴染を意識してしまっていた。これ以上無邪気にくっついてこられては困る。

　同時に思った。妹じゃなくて良かったのだ。里花が妹だったら、俺はこのドキドキとした胸の高鳴りを知ることはなかっただろう。




　里花が中学一年、俺が高校三年の夏のことだ。三栖グループが出資した企業の納涼祭があった。

　我が家は招かれていたし、里花も両親と由朗と参加すると聞いていた。

　まだ日が高い夕刻、広々とした会場の屋外テラスには提灯が飾りつけられ、社員たちが出す屋台がずらりと並んでいた。

　俺はサイダーを飲みながら、暑さに耐えていた。父と兄の命令で、シャツにネクタイという格好だったからだ。納涼祭なら半袖短パンくらいの格好で参加したいものだが、立場的にそうもいかない。

「奏士さん」

　汗を拭いていた俺の耳に聞き馴染んだ声が聞こえた。振り向くとそこには里花がいた。朝顔柄の白い浴衣を着て草ぞう履りを履き、祭客の間を抜けてパタパタと走ってくる。

　無邪気な笑顔が俺に向けられている。気づけば、俺は息を呑んでいた。心臓が知らずばくばくと大きな音を立てだす。

「奏士さん、髪の毛が違う」

　里花が俺を見上げる。ワックスで上げられた髪が珍しかったようだ。そう言う里花も今日は長い黒髪をアップにしている。浴衣の襟と首筋のラインにそわそわした。ひと筋うなじに落ちる髪もまた、心をかき乱す。

「里花、浴衣可愛いね。似合うよ。髪の毛もアップにすると雰囲気が違うね」

　精一杯冷静を装い言葉にすると、里花が照れたように微笑んだ。その表情がまた俺の鼓動を高鳴らせるのだ。

「嬉しい。奏士さんに褒めてもらったら、自信持っちゃう」

「自信なかったの？」

「身長の伸び、止まっちゃったみたいで。私の予定ではもう少し背が伸びて、大人っぽくなる予定だったから。浴衣もすごく調整したのよ」

　腰の部分をちらりと見せてくれる。

　なるほど、里花は自分のスタイルを気にしているのか。確かにこの身長でストップなら小柄な方だろう。顔も童顔なので、子どもっぽくは見えるかもしれない。

「まだ中学一年だろ？　これからいくらでも大人っぽくなれるよ」

「でも……」

「今の里花も充分可愛い。俺個人は、里花の顔も身長もいいバランスだと思う」

　ロリコンじゃないぞ、と一応付け足すけれど、俺は焦っていた。

　駄目だ、ロリコンじゃないなんて言いながら、里花から目が離せない。まだ中学一年生の里花にこれほどときめいてどうするんだ。

　里花が笑った。

「奏士さん、兄馬鹿だよ。私のこと、妹みたいに思ってるから、よく見えるだけ」

「そんなことないよ」

　そうだ。そんなことはない。もう里花をただの妹とは見ていない。

　妹相手に、こんな気持ちになるはずがない。

　俺が言葉に迷っていると、兄が俺を呼ぶ声が聞こえた。おそらく挨拶回りに付き合わされる。

「里花、ちょっと行ってくる」

「頑張ってね」

「あとで、屋台回ろう」

「うん」

　里花が花のように笑うのを見て、胸がぎゅっと締めつけられた。この感覚はやっぱりおかしい。

　日が暮れ提灯に明かりが灯る頃、俺と里花はふたりで納涼祭を回った。由朗や里花の両親も近くにいたし、完全にふたりきりじゃなかったけれど、俺としてはちょっとしたデートの気持ちだった。

「奏士さん、写真撮ろう」

「いいよ」

「もっと笑って」

　俺の横で楽しそうにしている里花、いろんなことを喋ってくれる里花。熱気と灯りに包まれ、里花が殊更綺麗に見える。

　ああ、俺はこの子のことが好きなんだ。

　すとんと腑に落ちるような感覚がした。この夏の晩、俺は恋を自覚した。

　きっと子どもの頃から里花が好きだった。俺だけのお姫様だった。

　だけど、十八歳の俺は里花にどんなことを伝えればいいのかわからなかった。五つも年下の彼女に、言葉で伝えられることなんてほとんどなかった。




　二年近く経った。

　俺は大学二年になり、里花は中学三年に上がった。十五歳になる年齢だ。

　俺はひそかに考えていることを計画に移す時期だと思っていた。

　里花と婚約をしよう。

　三栖家と宮成家は、旧知の間柄。家の格だけでいえば宮成家の方が上であり、宮成家を敬うように代々一族は教育されている。しかし三栖家の財力は、明治期、宮成商事の創業を支えたのだ。協力関係にあるふたつの一族の間で婚姻が結ばれても問題はないはずだ。

　兄も結婚が決まった。俺が婚約したい相手がいると言いだせば、おめでたいことが続くとあって、両親も乗り気になるのではなかろうか。

　しかし、俺の思惑通りにはならなかった。ある日突然、父が言った。

「奏士、アメリカに留学する気はないか」

「アメリカ……」

「秋の新学期に合わせて編入するんだ。叔父さんが面倒を見てくれる。その後は叔父さんの元で働いてほしいと思っている」

　叔父は父の弟で、三栖の海外拠点のトップだ。

　なるほど、次男にはちょうどいい立場を準備してくれたというわけだ。三栖本社で働くより、伸び伸びと仕事ができ、いずれはトップの地位が約束されている。

　いじけた気持ちはなかった。三栖を継ぐのは兄で、俺は兄を支える役目だと思っていたから。それが日本かアメリカかの差でしかない。

「父さんわかりました。俺は留学します」

　ただひとつ、里花のことだけが心に引っかかる。

　これから長くアメリカで暮らす俺が、里花を婚約者にと望めるだろうか。まだ十五歳にもならない里花。傍にいることもできないのに、待っていてくれと彼女の未来を縛るのは残酷だ。

　俺さえ里花を諦められれば、里花は自由だ。進学も就職も恋も、俺に縛られずに選べる。

　大事な大事な里花。俺のほしい気持ちだけで、束縛していい相手じゃない。

　俺は掌しょう中ちゅうの珠たまを手放すことに決めた。

　留学前に宮成家へ挨拶に行った。里花は浮かない顔をしていた。俺の留学を寂しがっている気持ちがわかり、後ろ髪を引かれる思いだ。

　しかし、里花の感情は恋ではない。兄への情愛に近いだろう。兄が海外留学するとなれば、妹は寂しくて当然。

　俺の気持ちとは違う。俺の寂しさとは違う。

　だから俺は里花に気持ちを伝えずに行かなければならない。

「里花、年に何度かは帰国するからほしいお土産はリクエストしておけよ」

　あえて明るく言った。里花は視線を泳がせてから顔を上げた。困ったように笑う。

「奏士さんが元気に帰ってきてくれることがお土産かな」

「里花はお袋みたいなことを言うなあ。大丈夫、健康に気をつけて、心配かけないようにするよ」

　大好きだよ、と言うことはできない。

　俺は里花と別れ、日本をあとにした。




　叔父の下で働きだしてからは、ものすごく忙しい日々だった。叔父は早々に俺に役職を譲り、サポートに回ってくれた。責任が増し、俺はいっそう目まぐるしく働くようになった。

　年に一度は帰国したいと思っていた日本にもなかなか帰国できなくなる。

　三栖本社の顧問弁護士の門司先生の息子と娘が、大学を卒業してすぐに俺の下についてくれた。俺自身も徐々に仕事を楽しみ、創意工夫ができるようになってきた。

　気づけば三十歳目前だ。

　里花にはもう何年も会っていない。最後に会った彼女は大学生だった。お土産を渡しに行き、顔を合わせたくらいだったけれど、ぐっと大人っぽくなり可愛らしい女性に成長した里花に動揺した。

　会うまでは平気だと思っていたのに、顔を見ればまだ恋心が生きていると実感してしまう。

　里花が大学を卒業し、俺が日本に戻る算段がついていたら、もう一度里花との婚約を考える余地はあるだろうか。そんなふうに考えないでもなかったが、俺はまだ先を見通せるほど余裕がなかった。三十を目前としたこの時点に至ってもだ。

　里花が婚約したと聞いたのはその直後だった。

　里花は郷地物産の後継者と婚約し、半年の交際を経て結婚した。

　郷地物産は新興の企業だが、三栖本社とも取引があるし、これから伸びていくのは想像できる。金銭的に里花が苦労することはなく、ひとり息子の妻に収まったのなら、大事にされることだろう。

　里花は幸せを掴んだのだ。

　自分自身にそう言い聞かせる。俺の可愛いお姫様は、幸せにしてくれる相手を見つけた。俺がいつまでも気にし続けてはいけない。

　俺の恋はもうとっくに終わっていて、この未練も捨てるべきなのだ。里花の結婚は区切りになるはず。

　あとあと、沙織と功輔に聞いたが、この頃の俺は荒れていたらしい。無茶なスケジュールで仕事を組み、知人のホームパーティーなどでは妙にバカ騒ぎをするので心配していたとのことだ。

　俺は俺なりに里花の結婚を消化しようと必死だったのだろう。




　里花に再会できたのはそれから半年後のことだった。里花の婚約の報を聞いてから一年近くが経っていた。新婚の里花は、夫とともに同じパーティーに参加していたのだ。

「里花？」

　おとなしくうつむきがちにしていた彼女に声をかけると、ぱっと笑顔になった。幼い頃と同じあどけない笑顔だ。三年以上ぶりの再会だった。

「奏士さん」

　呼ぶ声も変わらない。ただ俺を見て、笑顔が一瞬悲しげに歪んだ。

　俺はその違和感に目を瞠みはった。里花の変化はわずかな間で、すぐにあの笑顔に戻る。

　里花の夫となった郷地京太と話しながらも、注意は里花に向いていた。さっきの表情はなんだったのだろう。明るく清らかな里花には見たことのない様子だった。

「里花、会わないでいるうちにいっそう綺麗になったね。俺が知っている里花はまだ蕾だったのに、今は大輪のひまわりみたいだ」

　里花がくすぐったそうに笑う。もっと里花の表情の変化を見たい。

　しかし、幼馴染とはいえ人妻になった女性にあまり親しくもできない。

　パーティーに招くことでどうにか、また会えるように画策したのは、恋愛感情ではなく純粋に心配してのことだった。

　その後、化粧室を出たところでばったり会った里花は、より暗い顔をし、俺を見て泣きそうな顔をした。

　本人曰く、慣れない場所で疲れてしまったとのことだったが、それを簡単に信じていいかもわからない。

　夫のもとへ戻るという彼女を見送り、俺の心は里花でいっぱいになっていた。

「もう、おまえのことを考えてはいけないのに」

　里花は幸せなのだろうか。

　彼女の手を取らなかった俺が、諦めてしまった俺が、こんなことを考えるのは傲慢だ。

　だけど、俺の大事な里花が幸せでないとしたら……。




　ひと月後、俺と里花はホテルのラウンジで再会した。

　そして、俺の計画はスタートした。

　里花を奪う。今度こそ俺のものにする。

　どこにいても、何があっても、もう離さない。いっそ、里花の気持ちすらどうでもいい。

　里花のいない世界なんて、俺が耐えられない。




＊＊＊




「奏士さーん」

　夕暮れどきのオフィス街、パンプスを鳴らし小走りで駆け寄ってくるのは里花だ。はつらつとして明るい様子は、子どもの頃のようだ。

　俺は愛しい婚約者を両手を広げて迎える。

　里花は戸惑ったように笑い、それからおずおずと俺の腕の中に納まってくれた。人の目を気にしているようだ。俺はいつでもどこでも里花に愛情表現をしたいので、里花はそんな俺の行動に困っている様子。その顔が可愛いので、俺もやめる気はない。

　プロポーズから一日、俺は湧き上がる幸福な気持ちを抑えられないでいる。

「結納や結婚式のこと、色々決めてくれたのね。すごくスピーディー」

　様々な事務連絡は、すでに里花のスマホにも、実家にも連絡済みだ。

「ああ、功輔にはがっついている、里花に引かれると注意されたよ。でも、我慢できなかった」

　俺の素直な告白に、里花が「引きはしないけど……うーん」と微妙な苦笑いを見せる。俺のハグから抜けだして、手を握ってくる。

「私としては、奏士さんのお部屋に引っ越す日にちを、まずは決めたいかな」

「俺は明日でもいいくらいだけれど、功輔がハウスクリーニングを入れるだの、新しい家具を入れるだのうるさくてね。もう少し待ってくれるか？」

「功輔さんが言うなら仕方ないわ」

　ハネムーンの場所、結婚式の色々、里花と話したいこと、決めたいことがたくさんある。

　だけど、俺は喜びですっかり浮かれきっていて、今考えられるのは早く里花にキスをしたいということだった。功輔の言葉じゃないが、確かにがっついているのは間違いないだろう。

　そんな俺の様子がわかるのか、里花はふふとわずかに微笑んだ。

「まずはごはんを食べに行きましょう」

「俺の部屋には？」

「そのあと、行きます」

「約束したからな。絶対だぞ」

　俺の子どもっぽい言葉に、里花が声をあげて笑った。

「奏士さんたら」

「仕方ないだろう？　子どもの頃から好きだった子に、プロポーズをＯＫしてもらったばかりなんだから」

「ふふ、嬉しいです」

　可愛い笑顔は、俺が初めて会った瞬間から変わらないものだった。




（おしまい）
















特別書き下ろし番外編










プロポーズの夜




『次の水曜の夜、空けてほしい』

　奏士さんに言われたのは暑い夏の日で、私の離婚から一年が過ぎた頃だった。

　深く詮索することなく、『はい』と笑顔で答えた私だったけれど、頭の中は忙しく回転していた。

　あらたまった調子。真剣な表情。これってきっと……。

「プロポーズだと思うんだけど」

　私は功輔さんと沙織さんを見つめて、おずおずと言った。

　ここは居酒屋、今日は時間の空いた三人で夕食を兼ねて飲んでいる。奏士さんと由朗は仕事で不在。奏士さんの腹心のふたりと、この件について話せる絶好の機会だった。

　私の言葉に沙織さんが「あ～」と言葉を濁す。隣の功輔さんが真顔で言った。

「手配諸々、俺がやってますので、これ以上はネタバレになってしまいます」

「いや、その発言だけでネタバレだわ！」

　沙織さんが、ばしーんと功輔さんの背中を叩いた。確かに、すでにネタバレしてしまった。私が望んで聞いたからいいんだけれど。やっぱり奏士さん、プロポーズを考えているのね。

　前夫との離婚成立から一年、正式交際からも間もなく半年。

　奏士さんは地道に私との関係を進展させてくれた。自立心と失敗したくない気持ちから結婚を先延ばしにしていた私を根気強く待ち、何度も宮成家に足を運び結婚に対し微妙な見方をする父を説得してくれた。自身の仕事もこれからは日本中心にできるよう、整えてくれた。奏士さんは現在ほぼ日本の彼の会社にいる。

　そろそろ頃合いなのかもしれないというのは、私も感じていた。

「里花さんとしては嬉しい？　奏士社長のプロポーズ。ずっと『まだ先でいい』ってスタンスだったでしょう？」

　沙織さんに尋ねられ、私は手の中の冷たいジョッキを見下ろす。言葉に迷いながら答える。

「離婚からまだたった一年で結婚なんて、と考える自分もいるの。でも、奏士さんが私との生活を望んでくれているのも嬉しい。待たせてしまっているなって思うし」

「それなら、プロポーズされてもいい感じにはなってるのね」

　沙織さんが目をキラキラさせて言う。おそらくこの事前聞き取り調査は、奏士さんにフィードバックされるに違いない。『里花さん、ＯＫしてくれる見込みです』とかなんとか。

　黙々と焼き鳥を串から外し続けている功輔さんが、私の顔を見る。

「詳細は言いませんが、奏士社長、ものすごく張り切っているということはお伝えしておきますね」

「えっと、うん。それは奏士さんの様子からすごく伝わってきた」

　たぶん、本当にたぶんだけれど、奏士さんはプロポーズに相応しい舞台や小道具をあれこれ用意してくれている。当日はオフィスに迎えに来ると言っていて『普段通りの服装でいいよ』とか『里花、苦手な乗り物ってないよな』など言っていたもの。……どこに連れていってくれるつもりなのかしら。おそらく功輔さんなら全部知っていると思うけれど、さすがにそこまで聞いてはいけない。

「私は里花さんと奏士社長に、早く結ばれてほしいな。今も半同棲みたいな感じだろうけど、奥さんとして奏士社長と朝晩一緒にいてあげてほしい」

「まだ半同棲までいってないわ。週一でお泊りするくらい」

　両親の手前、結婚前にあまり浮ついたことはしないようにしている。だけど、一緒に暮らせるようになるというのは、私も結婚の一番のメリットに感じられた。私だって、奏士さんと朝も晩も一緒にいたい。

「そうだな、里花さんと暮らすのが社長のメンタルヘルス的に一番いい。里花さんはガソリンだから奏士社長の能率がさらに上がる」

　功輔さんも頷く。功輔さん曰く、奏士さんは私のこととなると、おかしくなるらしい。溺愛されている自覚は私もあるけれど、ガソリンというともう日々の燃料じゃない。

「里花さん、楽しみに待っていてあげて。きっと、特別な夜になるわね」

「ええ」

　我が事のように喜んでくれる沙織さんに温かな気持ちになりながら、横の功輔さんが何か考えている様子なのが気になる。

「功輔さん？」

「いえ、俺の手配は完璧ですし、奏士社長のやる気も充分ですが、天気が気になりまして」

「天気？」

　そういえば、台風の予報円が水曜に関東の辺りにあった。でも、逸れることも多いし、レストランやホテルは建物内に入れれば問題ないかもしれない。

　それとも、出かける場所が天気に左右される場所なのかしら？

「これ以上はネタバレになりますので」

　功輔さんがきりっと真顔で言い、沙織さんが「すでにネタバレだらけだから」とチョップしていた。




　しかし、功輔さんの心配はばっちり当たってしまった。

　水曜、台風が関東地方を直撃した。東京は朝から曇り、生ぬるい空気。異様に雲の流れが早く、昼過ぎから風が強くなってきた。夕方には暴風圏に入るらしい。

【今夜の予定、台風で少し変更したよ。迎えには行くから待ってて】

　奏士さんから連絡が来たのは昼過ぎ。直後に沙織さんからネタばらしのメッセージが入った。

【奏士社長、里花さんのために貸し切りクルーズを予定してたみたい。小さなクルーズ船じゃなくて、世界旅行できるレベルの豪華客船を貸し切りにして、楽団や一流シェフを招いて企画してたの。台風で出港できないってさっき連絡が】

　そのメッセージを見て、私は奏士さんの意気込みをあらためて実感した。

　おそらく夢のような空間で特別なプロポーズを演出してくれるつもりだったのだろう。満を持してだもの。予定が崩れて、奏士さんはきっとがっかりしているに違いない。

【代わりに伊い都と蔵ぐらシェフのフレンチを予約したから、期待していてね】

　有名シェフのフレンチだって、本来はなかなか予約が取れないお店だ。

　それにしても、もういいだろうと、沙織さんもネタバレ祭。いや、私を不安にさせないように気遣ってくれているのだろう。あとは私が事前に知っていれば、落胆している奏士さんへの対応もスムーズにいくと思っているのかもしれない。

　そうだ、何も知らずに無神経なことを言ってしまう可能性もあったわけだ。せっかく事情を知ることができたのだから、奏士さんを元気づけるためにも私は美味しいフレンチを明るく楽しもう。

　終業後、奏士さんが宮成商事の前まで迎えに来てくれた。その頃には雨も降りだし、風はごうごうと唸りをあげている。

　傘は役に立たないだろうと準備していたレインコートを着て、来客用の駐車スペースにある奏士さんの車まで走った。それでも髪も服も雨で濡れてしまった。用意しておいたバスタオルを座席に敷き髪の毛をがしがしと拭いた。駄目だわ、フレンチに行くのに、あまりくしゃくしゃの髪の毛ではいけない。思い直して優しく髪を拭うけれど、メイクは崩れているだろうし、パンプスも雨でぐちゃぐちゃだ。あまり出かけるには向かない格好だなと思う。

「里花、寒くないか？　服は用意があるから、向こうに到着したら着替えられる場所を頼むよ」

「助かっちゃった、ありがとう」

　おそらくクルーズデートのためにそれなりのドレスを用意してくれたのだろう。今夜向かう予定のフレンチも、ジャケットは必須のはずだからちょうどいい。

　そこに奏士さんのスマホが鳴る。

「ああ、功輔どうした？」

　電話の相手は功輔さん。あれ、なんか嫌な予感。受け答えをする奏士さんの表情が曇っていく。

　通話を終えた奏士さんが渋じゅう面めんを私に向けた。

「里花、すまない。これから行く予定だったフレンチだけど」

「え？　なにかあったの？」

「雷が落ちて電気系統のトラブルが起こったそうだ。今夜は営業を中止すると……」

　私は青ざめて返す言葉を失った。これは奏士さんにとってプロポーズの出鼻をくじかれたことになるのではないかしら。しかも仕切り直したそばからこれじゃ……。

　どうしよう、私だったら絶対にプロポーズの気分じゃなくなってしまう。だって、なんだか縁起が悪いような気がして、タイミングは今じゃないのではって考えてしまうもの。

「奏士さん、とりあえず奏士さんの部屋に行こう」

　私は精一杯笑顔を作って言った。

「これからもっと風雨がひどくなるみたいだし、今夜は出歩かずお部屋にこもらない？」

「……ああ、わかった。そうしようか」

「私、お夕飯作るわ」

　奏士さんは笑顔になってくれたけれど、深い落胆もまた伝わってきてしまう。せめて、奏士さんが心から笑顔になれるようにしないと。




　風雨は激しくなってきた。大きな幹線道路も路肩に小さな川ができている。フロントガラスにばちばちと大きな雨粒が当たり、風で飛ばされたゴミ箱が路上をごろごろ転がっていった。これは安全面的にはお出かけの予定がなくなってよかったのかもしれない。

　奏士さんのマンションに到着する。地下駐車場を経由したので私も奏士さんも濡れずに済んだが、高層階の室内は風の音が強く響き怖いくらいだ。

「待ってて、ごはん作るから」

「何か食材を買っておけばよかったな」

「ふふ、大丈夫。買い置きで作るから、手間暇なしのメニューよ」

　奏士さんに食事を作ることも多いので、キッチンはすでに私の領りょう分ぶんでもある。確か、棚にこの前買ったあれが……。

　お湯を沸かし、乾燥薬味を準備して。お箸に器。

「はい、できましたー」

　ものの十分で食事の準備ができた。ガラスのボウルに氷と水を張って、たっぷりのそうめんを入れる。見た目も涼しげな夏の食事だ。……そうめんだけだと昼食っぽいけど、他に材料がないから仕方ないよね。

「いただきます」

　ふたりで手を合わせて、同じガラスボウルからそうめんを手元のそばちょこに取る。美味しい。そうめんの爽やかな美味しさが、雨と湿度でべたついた身体を涼しくしてくれる。

「里花、今日はごめん。実は俺、色々計画していて」

　奏士さんはそうめんになかなか手をつけてくれない。浮かない表情で苦笑いする。

「クルーズ船とか、レストランとか……台風で全部駄目になっちゃってさ。結構気合い入れたんだけど、残念だよ」

　私へのプロポーズのために奏士さんは心をくだいてくれた。忘れられない夜にしようとしてくれた。私にはその気持ちだけで充分なのに。

「別な機会に、里花を楽しませる企画をまた立てるから」

「私は充分楽しいです。ふたりでいればいつも、どんなときも」

　私は顔を上げ、奏士さんに微笑んだ。

「奏士さんといたら、なんだって楽しい。今も、同じボウルからそうめんをつついて食べてる。……家族みたい」

　最後の言葉は付け加えていいか迷った。家族だなんて、物欲しげに聞こえないかしら。

　だけど、私なりのゴーサインを出した方がいい気がした。ここまでずっと待っていてくれた彼のために。

「里花」

　奏士さんが私を真っ直ぐ見つめた。決意の瞳をしている。

「俺と結婚してください」

　きっと、このプロポーズはクルーズ船のデッキで行われる予定だったのだろう。もしくはフレンチの名店の個室、素晴らしいディナーの終盤にスペシャルなデセールとともにもたらされるものだったに違いない。

　だけど、私は今この瞬間、そうめんのガラスボウルを挟んでなされたプロポーズを尊く思った。幸せだと思った。

　涙ぐみ頷く私を見て、奏士さんがハッと気づいた顔をする。慌てて席を立ち、ジャケットのポケットから小箱を持ってくる。

「俺、馬鹿だ。婚約指輪がここに。里花に差し出して、片膝をついてプロポーズするつもりだったのに……、本当に締まらないな」

　困惑と照れと焦りを映す奏士さんの表情を愛おしく見つめ、私は指輪の小箱ごと彼の手を両手で包んだ。

「プロポーズ、お受けします」

　私の両頬には涙がつたっていた。嬉しい。大好きな人が、誠心誠意のプロポーズをくれた。

「奏士さん、ありがとう」

「里花、俺こそ御礼を言わなければならないよ。こういう情けないところのある俺も、変わらず支えてくれて、フォローしてくれる。この先もずっと一緒にいてほしい」

「奏士さんはどんなときも格好いいんです。私が保証します」

　立ち上がり、私たちはぎゅうっと互いを抱き寄せた。

　奏士さんの温かな腕はいつも私を守ってくれた。包んでくれた。私のヒーロー、王子様。これからは旦那様になる。

　視線を絡ませ、髪を梳き頬に触れ、キスをしようとして夕食の途中だったことを思いだす。ふたりで吹きだして、席に戻った。

「俺の溢れる気持ちは、このあとたっぷり伝えさせて」

　プロポーズ成功から、奏士さんは頬が緩んでしまう様子。笑顔をこらえるせいか難しい顔になっている。そんなところがとても可愛いと思った。

「はい、楽しみにしてます。今夜は風も雨もすごいけど、奏士さんの腕の中にいたら安心ね」

「ああ、里花がよく眠れるようにずっと俺が守るよ」

　視線を絡め微笑み合うと、幸せでまた涙が出そうだった。

　私たちは家族になる準備を始める。そうめんを食べて、笑い合って、未来を夢見て。

　彼となら怖くない。嵐の夜も、どんなときも。




（おしまい）










あとがき




　こんにちは、砂川雨路です。『捨てられ妻の私がエリート御曹司に甘く娶られるまで』をお読みいただきありがとうございます。

　今回はいきなり危険なスタートです。なにしろ、ヒロインは人妻！　夫に浮気されてしまった所謂〝サレ妻〟です。もしかして禁断の恋？と思った読者様もいらっしゃるのではないでしょうか。

　しかし、恋はやっぱり誠実が一番！　幼馴染同士で、幼い頃から想い合っていたふたりは、ピュアな恋を育んでいきます。ヒロイン・里花をつらい結婚生活から救いだしたヒーロー・奏士は、忍耐強く寛容な男性です。彼の溺愛攻撃は、里花を癒し、女性として自立させる一助となります。人は愛し愛され、成長していくのではないでしょうか。自分と、周囲の人たちを大事にしたくなるお話になっていればいいなと思います。

　今回の作品、実はかなりチャレンジのつもりで書きました。人妻ヒロインは多くいますが、離婚し別な男性と結ばれる女性像は、ベリーズ文庫では珍しい……というか初？　読者様に受け入れてもらえるだろうか……と、とても不安な気持ちでした。

　このお話が純真で誠意ある、幸福な恋物語として成り立ったのは、主役の里花と奏士の努力のおかげのように思います。作者としては、物語の中で成長してくれたふたりに感謝の気持ちでいっぱいです。

　最後になりましたが、本書を書籍化するにあたりお世話になった皆様に御礼申し上げます。

　ドキドキするような里花と奏士を描いてくださいましたイラストレーターのサマミヤアカザ様、ありがとうございました。距離感と視線が最高でした！　デザイナーの尾関様、ありがとうございました。

『サレ妻』というテーマをご提案くださった前担当の篠原様、出来上がった作品を一緒にブラッシュアップしてくださった現担当の内田様、おふたりとも本当にありがとうございました。

　ベリーズカフェで応援してくださる読者様、本書を手に取ってくださった読者様、ありがとうございます。楽しく読んでくださる読者様に支えられています。

　まだまだ書きたいことはたくさん！　次回作でお会いできますように。

砂すな川がわ雨あめ路みち
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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